
        
            
                
            
        

    

本作品は、縦書き表示での閲覧を推奨いたします。横書き表示にした際には、表示が一部くずれる恐れがあります。




ご利用になるブラウザまたはビューワにより、表示が異なることがあります。





[image: ]





[image: ]





[image: ]





[image: ]





[image: ]





[image: ]





[image: ]





これまでのあらすじ




　ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリにおいて坂さか本もと拓たく真まは圧倒的な強さと、公式ラスボスより雰囲気のある演技ロールプレイにより『魔王』と呼ばれていた。

　ある日、拓真はゲームそっくりの異世界に召喚される。

　豹ひよう人じん族ぞくの少女レムと、エルフの少女シェラ──二人は〝自分こそが召喚主だ〟と言い争っていた。

　しかし、あらゆる魔術を反射する《魔王の指輪》により、召喚獣用の《隷従の首輪》は彼女たちに嵌はまってしまう。

　拓真はゲーマーとしては優れているが、コミュニケーション能力は絶無だ。戸惑いつつも放った台詞は、ゲーム内で使っていた魔王ロールプレイだった。

「くだらん争いはやめるがいい。貴様らは今、ディアヴロの前にいるのだぞ」

　レムには秘密があった。なんとその身に《魔王クレブスクルム》の魂が封じられているという。ディアヴロは内心で怯おびえつつも魔王ロールプレイにより虚勢を張り、解決を約束する。

　その後、ファルトラ市に攻めてきた百体の魔族と、それを率いるエデルガルトを撃退し、街を襲撃した魔族グレゴールを倒すのだった。




　シェラはエルフの宗主国グリーンウッドの王女だが、家出中だ。

　兄キイラ王子により連れ戻されそうになるが、ディアヴロは精鋭部隊や秘宝の召喚獣フオースヒユドラを撃退する。さらに、ファルトラ市の領主ガルフォードとも戦い、これに勝利した。

　レムから魔王クレブスクルムを取り出す。なんと復活したのは、ビスケットが大好きな幼女だった！　クルムと名付ける。

　国家騎士アリシアの裏切りにより、クルムが魔王として覚醒して、大暴れしてしまう。

　収まった後、ディアヴロはクルムに《奴隷魔術》をかけるのだった。




　襲われていた聖女ルマキーナを助ける。彼女は教会の最高位《大だい主しゆ神しん官かん》だが、腐敗を正そうとした結果、命を狙われていた。

　ルマキーナのために、旧魔王領にあるジルコンタワー市へ。

　ディアヴロ自身が造ったダンジョンを攻略し、数々の武具を手に入れ、新魔王軍と戦う。このとき、グラスウォーカーのホルンや、魔導機マギマテイツクメイドのロゼが仲間になった。

　王都を訪れたディアヴロたちは、大教会堂で教会幹部《枢すう教きよう院いん》や聖騎士たちと対決する。ルマキーナの強すぎる信仰心により予定が狂ったりしつつも、なんとか教会の腐敗を一掃するのだった。

《盗賊シーフ》として活躍したホルンだが、魔術師を目指すべく学院に入学する。




　ディアヴロたちはダークエルフの里に向かう。レムに残る魔王の魂を完全に取り出すためだ。排他的なダークエルフに苦労しつつ、その長ラフレイシャの協力を得て、分離に成功する。

　エルフ王（シェラの父親）が崩御したとの報せがあった。

　帰国したシェラは祖国のため、豚オーク顔のドュランゴと結婚させられそうになる。

　それを阻止したディアヴロだったが……

《心臓の魔王カルディーア》に操られたラフレイシャ。さらに《大魔王モディナラーム》配下の魔族と戦うことに。

　からくも勝利を収めるディアヴロだったが、さらなるレベルアップの必要性を痛感する。

「俺は戦士系を伸ばそうと思う」

　だが、その前に、エルフ国の王になったがゆえの難関が待ち構えていた。

　──初夜っすか!?





プロローグ




　見上げると、おいしげった葉の間に星が瞬いている。

　虫の鳴き声がしていた。

　ディアヴロは大樹の上から、地面を見下ろす。

　なにも見えない。まるで底なしの穴を覗のぞきこんだような気分だった。

　エルフたちは暗視能力を持っているから、灯ともし火びを使わない。

　それに、この異世界の住人たちは、日没と同時に眠りにつき、日の出と共に起きるのが普通だった。

　その習慣にディアヴロも馴な染じんできて、もう眠い。

　──健康的になったもんだよなぁ。

　元世界での生活は、ネットゲームが全てだった。ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリには対戦要素もあったため、参加プレイヤーの多い夜こそが盛り上がる。

（交渉や協力もできたが、対人能力の欠落したディアヴロには縁遠かった）

　当時は、夜明けと共に眠りにつき、昼過ぎに起きたものだ。

　葉を踏む足音が近付いてきた。

　豚オーク面のエルフが隣に立つ。

「陛下」

　そう声をかけられた。

　ディアヴロはエルフの国──グリーンウッド王国の新しい王になったのだった。

　魔王を自称してきた自分が、エルフの王になるとは……なんとも不思議な気分である。

　今は王族の居きよ所しよである大樹の上にいた。

　声をかけてきた豚面は、名をドュランゴという。

　外見はオークだが、実は政治経済に通じ、武芸にも秀でたエルフだった。妙な秘密もあるが、それは措おいておこう。

「本日は、お疲れさまでした、陛下」

「フッ……」

　ディアヴロは尊大な態度を示しつつ、うなずいた。

　人と話すのは苦手だ。

　素で応じると、ろくに言葉が出てこない。

　相手を怒らせるのではないか？　失望させるのではないか？　馬鹿にされるのではないか？　と不安で頭が一杯になってしまう。だから、ゲームで長らく演じていたキャラクターをイメージして、そう振る舞う。

　ディアヴロは魔王ロールプレイをしないと、まともに話せないコミュ障だった。

　ドュランゴが頭を下げる。

「会議が長引き、このような時間になってしまい、申し訳ありません。小国といえど国は国、多くの民に納得してもらう必要がありまして」

　──さて、どう返すか？

　労ねぎらいを返すのは魔王らしくない。

　魔王というのは、堂々として威圧的で、つまり畏い怖ふされる存在でなくては。

　しかし、いくつもの問題が発生し、エルフたちが困惑しているのは理解できる。

　せめて自分も協力的であると伝えたかった。ディアヴロにできるのは、敵と戦うことくらいだが……。そのあたりをアピールしておこう、と口を開く。




「我が殲せん滅めつしてくれようぞ」




　ドュランゴが慌てる。

「い、いえ！　民草は悉ことごとく陛下の即位に納得し、礼賛歓迎しておりますこと間違いありません！　私の言葉が至らず、御み心こころを騒がせ、誠に申し訳ありません！」

「……う、む？」

　勢いに押されてうなずいたものの、ディアヴロの予想していた反応とは違っていた。

　頼もしいとか、心強いと返されるかと思ったのだが。

　ドュランゴが話題を変える。

「陛下、昼間の魔族が言っていたこと、本当でありましょうか？」

「フンッ……虚言ではなかろう、あの強さは本物だった」

「やはり、大魔王モディナラームが……覚醒を」

　彼の声は震えていた。

　モディナラームの名は、ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリにおいて《乱心の魔王》として登場している。

　ＧＷの期間限定イベントだった。

　ゲームでは槍やりと魔術を使う万能型で、能力値が異常に高い強敵である。

　しかし、自身に弱デ体バ化フを掛けたり、挑戦者たちに強バ化フを施ほどこしたりと、奇き矯きような行動が目立った。

　運がよければ低レベルでも勝つことができ、逆に高レベルでも負けることがある。

　プレイヤーからは『運ゲーすぎる』『ボス戦までガチャ』『乱心の運営』などと評判は微妙だった。

　倒したときに得られるアイテムが貴重だったので、文句を言いつつ大勢がイベントに参加したが。

　当然ながら、ディアヴロも戦った。

　──まぁ、ゲームとは違っているだろうけどな。

　ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリでのモディナラームは、大魔王などと名乗らなかったし、他の魔王を吸収なんてしなかった。

　別物だ。

　未知の敵だと考えたほうがいいだろう。

「モディナラームの目的は、この地に封じられていた《心臓の魔王カルディーア》だったようだな？」

「はい。残念ながら、奪われてしまいました……痛恨の極みです」

「フンッ……倒せばよかろう。雑魚が何匹の雑魚を丸まる吞のみしようが、雑魚は雑魚！　我こそが真の魔王だ。粉砕してくれる！」

　本当にモディナラームに勝てるのか？

　ディアヴロは魔王ロールプレイをしているから、自信満々に言い放った。

　しかし、ゲーマーとしての直感が告げる。

　──今のままでは、厳しい。

　手下の雑魚たちと戦ってみれば、そのステージのボスの強さは窺うかがい知れるというものだ。必勝とは言えないだろう。

　ディアヴロの内心など知るはずもなく、ドュランゴが表情を緩めた。

「陛下が国王になってくださり、心強いかぎりです」

「フッ……任せておけ」

「神も即位を認めたようで、枯れかけていた木々が生気を取り戻し、大きな実をつけはじめております」

　彼が指さしたが、ディアヴロには真っ暗でなにも見えない。

　もしも周囲が明るかったとしても、樹木の好不調など判別できなかった。

「……神か」

「祝福されておるようですな。エルフ以外が国王になるのは初めてのことですから、心配する向きもありましたが、一安心といったところです」

「妙なものだ」

「と、おっしゃいますと？」

「この森には、国王がいることで恵みが与えられる──と言っていたな？」

「はい。それが神との約束です」

「為い政せい者しやが定まらねば国が荒廃する、というくらいの意味かと思ったが、実際に樹木が蘇よみがえり、果実が生った──と貴様は言う」

「間違いありません」

「この世界では、神官が《神の奇跡》を使う。失った手足さえ元通りだ」

「かなり高位の奇跡ですな」

「そして、俺は先日……王都で教会の腐敗を目にし、戦いもした。今の大だい主しゆ神しん官かんの信仰は本物だ。命すらも神に捧ささげる覚悟がある」

「流石さすがです」

「しかし、その者が凶刃に倒れ、呪じゆ詛そで死にかけ、牢ろうに囚われたときも、神は救済に現れなかった」

「なんと!?　そのようなことが……」

「この世界に、神はいるのか？　いないのか？」

　ドュランゴが間を置いた。

「……神は在おわします。しかし、その御心を理解することが、人の身にはできぬ──と私は考えております」

「ふむ」

　ルマキーナも同じようなことを言っていたのを思い出す。釈然としないが、そういうものとして受け入れるしかないらしい。

　そのあとも、いくらか言葉を交わした。
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　ややあってから、ドュランゴが言う。

「陛下、そろそろ初夜に……シェラ王女……失礼。シェラ新しん王おう妃ひが、お待ちかと」

「し、初夜……だと？」

「民衆はお世よ継つぎを心待ちにしております」

　エルフの国は王がいてこそ栄える。新王を歓迎すると同時に、後継者を望むのは当然のことだった。二人の兄王子が亡くなり、先王が崩御して、もう王家の血筋を引いているのはシェラだけなのだから。

　ドュランゴが森の奥を指さす。

「王家の寝しん所じよは、こちらの枝の先。三本隣の大樹にあります。すでに王おう太たい后ごうは転居されておりますゆえ、ご遠慮は無用とのこと」

「お、おう」

「私も失礼いたします。どうぞ、お優しくしてあげてください。とうに関係は結んでおられるでしょうから、慣れているとは思いますが」

　誤解されているようだが、シェラとは断じてそういう関係ではなかった。アクシデントで身体に触れたことはあるが……。

　はっきり言ってディアヴロは未経験者だった。経験値０である。

　ドュランゴが一礼して、立ち去った。

　一人残される。

　レムとラフレイシャは迎賓館で、もう寝ているだろう。右腕を損傷したロゼは《魔王の迷宮》のメンテナンスベッドに休ませてきた。

　ディアヴロは枝の先に目を向ける。うっすらと明かりが灯っていた。

　エルフに照明は必要ない。

　つまり、あれは、ディアヴロを招くための光だった。




　──初夜っすか!?




「いやいやいや……子供とか、僕には、ちょっと早いっていうか……心の準備ができてないですからね」

　魔王らしい言動など忘れ、ディアヴロは背を向ける。

　しかし、自分は国王で、シェラは王妃だ。早すぎるということはないだろう。

　少なくともエルフたちは望んでいるし、他ならぬシェラ自身も理解しているようなことを言っていた。

　ディアヴロは空唾を吞のみこむ。

　光の灯っている場所に向かった。

「……まぁ、シェラのことだ。もう寝ているかもしれんな。ありそうだなー」

　枝が魔術で光っている。

　その場所は半球状に蔓つる草くさで覆われて、周囲から見えないように配慮されていた。

　草を重ねたベッドがある。

　ドレス姿のシェラが、緊張した面持ちで待っていた。

　──起きていたか。
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第一章　初夜をヤってみる




　ディアヴロが来たことに気付き、シェラがエメラルド色の瞳で見つめてくる。

「あ……」

「うむ」

　なにが「うむ」なのか？　答えた自分にもわからなかった。

　彼女が硬い表情で口を開く。

「ふつつつかなのですが……えっと……おねがいします」

　母親にでも教え込まれたのか、慣れない言葉をたどたどしく言い、緑の葉を重ねたベッドに横たわった。

　ディアヴロはどうしていいかわからない。

「ね、寝るのか？」

「ううん？　よくわかんないけど……夫婦になって初めての夜は、こうして身を任せておけば大丈夫、って母さんが」

　他の家庭の事情は知らないが、ディアヴロの場合は、任されても全く大丈夫ではなかった。

　美少女ゲームみたいにクリックしたら自動的に進んでくれるといいのだが。

　──異世界にオートモードは未実装ですかね!?

　しかし、睦むつ言ごとに疎い魔王なんて格好悪い。

　ディアヴロは唇の端を歪ゆがめた。




「フッ……この魔王に全て任せるがいい」




　シェラが頰ほおを染める。

「うん。やっぱり、ディアヴロはすごいんだね。なんでも知ってるんだね」

「当然だ。魔王だからな」

　冷や汗が出てきた。

　昼に魔王カルディーアと戦ったときより緊張している。

　──失敗したら、死ぬほど恥ずかしい！

　シェラが薄紅色の唇を開く。

「……ディアヴロ……いつも助けてくれて、本当にありがとう」

「む？　あ、まぁ、気が向いたときだけな」

「エルフの精鋭部隊や、キイラ兄さんに連れ戻されそうになったときも……変な冒険者たちに攫さらわれそうになったときも……ファルトラ市の領主さんからも、ドラゴンからも、他のモンスターからも守ってくれたよね」

「気が向いたのでな」

「ドュランゴさんと結婚させられそうになったけど、ディアヴロが助けてくれたし」

「ヤツは意外と話せる。幸せな家庭が作れたかもしれんぞ？」

　外見はオークだが、能力と性格は悪くない。さすが先代王妃の選んだ新王候補者だった。

　シェラが首をかしげる。

「んー……悪いエルフじゃないかもだけど……なんか違う感じがしたの」

「相変わらず、直感は鋭いな」

　ドュランゴはガチの貧乳好きだった。

　そして、シェラはエルフらしからぬ巨乳の持ち主だ。

　つい視し線せんを向けてしまう。

　布面積の小さいドレスからは、今にもふたつのふくらみが、こぼれてしまいそうだった。

　──これ、触ってもいいんだよな？

　今までにもアクシデントで触れたことはある。

　しかし、自分の意思で、言い訳もなく、ただ触りたいから触ったことはなかった。

　女性の胸を触りたいから触る!?

「そんなことが許されていいのか……？」

「どうしたの、ディアヴロ？」

「あ、いや」

　いいはずだろ!?　と頭を左右に振る。もう夫婦なのだから。

　夫婦！

　恋人もできたことがないのに！　それどころか、女性と素で話したこともないのに！

　ダンゴムシが空を飛んでしまった気分だ。




　──シェラは、俺みたいなダンゴムシと結婚して、本当に幸せなのか？




　マイナス思考が噴き出した。

　彼女はエルフの王族のうち唯一の生き残りで、誰かと結婚しなければ森の恵みが失われる。

　これは国のための結婚だった。

　ディアヴロが相手として選ばれたのは、強いから。それだけの理由だろう。

　シェラから〝仲間〟と言われたことはあるが、愛情表現をされた覚えはなかった。

　むしろ、今、言われたとおりだ。

〝いつも助けてくれて、本当にありがとう〟

　感謝と恋愛感情は違う。

　それくらいは、コミュ障な自分でも理解していた。

　外敵から助けたり、怪我を治したり、貧困から救ったり……そうした行為で、感謝はされるかもしれない。

　しかし、相手が感謝したからといって、自分に惚ほれたと考えるのは、あまりに幼よう稚ちだった。人助けで惚れられるなら、医者や警察官はハーレムを作っているだろう。

　感謝は感謝で、愛情は愛情。




　──命を助けたくらいで女の子から惚れられると思うヤツは、根本的に自信過剰なのだ。




　伸ばしかけていた手が止まってしまった。

　シェラが目を閉じる。

「……ディアヴロ……大好きだよ」

　そう彼女は言った。

　息を吞のむ。

　彼女の言葉が、頭の奥で何度も繰り返された。じんわりと脳が意味を理解する。

「シェラ……おまえ……」

　思わず声が震えてしまった。

　目を閉じた彼女が、静かな吐息をこぼす。

「くー、すぴー」

「え？　お、おい？」

「んにゅ……むにゅにゅ……木の実も……だいすき」

　ぶはぁ、とディアヴロは息を吐き出した。

「寝言かよ！」

　そんなことだろうと思った！

　シェラの寝息に合わせて、おおきなふくらみが上下する。まんまるくて、やわらかそう。

　しかし、ディアヴロは何もできなかった。

　いっそ欲望のままに行動できる性格ならば、きっと別の生き方もあっただろうに。

　自分も寝るか？

　それすら、無理だ。

　シェラの隣で横になっても、指一本触れられないくせに、悶もん々もんと一睡もできないまま、朝を迎えるに違いない。

「……ダメだ……迎賓館で寝よう」

　明日には旅立つ予定だった。昼間の戦闘のＭＰ精神力消費を回復させなくては。

　熟睡しているシェラを置いて、ディアヴロは王家の寝しん所じよを離れるのだった。
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　王族の居きよ所しよである大樹を下りる。

　ディアヴロの手には、魔術で光る枝があった。寝所から借用したものだ。

　その光が、何者かを照らす。

　──誰だ？

　黒い豹ひよう耳みみの少女だった。

　細い手足と、ふくらみかけの胸元と、引き締まった身体つき。夜色の瞳が見開かれた。

「えっ!?　ディアヴロ、どうして……!?」

「レムではないか。お前こそ、どうしたのだ？」

「うっ……そ、その……貴方とシェラが、一夜を共にするのだと思うと……どうにも落ち着かなくて」

「ふむ」

　賢さかしげにうなずいたものの、どういう意味かわからなかった。

　実は未経験者であることがバレていて、上手くできるか心配されたのだろうか？　あるいは、シェラの身を案じていたのだろうか？　いや、魔族の再襲撃が不安だったとか？

　レムの表情は暗かった。

「……もう済んだのですか？」

「と」

　当然だ！　と言いかけ、考え直す。

　明日、シェラが話したら、ハッタリがバレてしまう。実はシテいないのにシタと見栄を張るなんて……控えめに表現して、糞くそ格好悪い。

　ディアヴロは肩をすくめた。

「シェラが寝てしまったのでな」

　レムが吐息をつく。

「……あの子らしいです。でも、ディアヴロは一緒に寝ることもしないのですか」

　悶もん々もんとして寝られませんからね！　とは言えない。

「草のベッドは好かぬ」

「なるほど。それは落ち着かないかもしれません」

「明日は早くに出る。貴様も寝ておくことだ」

「……ファルトラ市に戻るのですね」

　いつもの理知的な雰囲気の彼女に戻っていた。先程の妙な様子はなんだったのか？

　どちらからともなく、迎賓館へと歩きだす。真っ暗な森を、寝しん所じよから拝借してきた光る枝で照らした。

　ディアヴロは方針を伝える。

「ひとまず、ファルトラだ」

「……その後は、別の場所へ向かうのですか？　都市の防衛戦に参加してほしい、とシルヴィから依頼されていますが？」

　城塞都市ファルトラは人ひと族ぞくの最前線拠点だ。

　そこの冒険者協会会長ギルドマスターシルヴィから、直々に頼まれていた──魔王軍から街を守る戦いに協力してほしい、と。

「そのために必要なのだ」

　今のままでは、大魔王モディナラームに勝てるか怪しかった。

　ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリに登場したモディナラームは、能力値が異常に高い敵だった。

　さらに、他の魔王を吸収しているとなると、その強さは予想ができない。

　少なくとも、ゲームでは発生しなかったイベントだった。

　──まぁ、倒したボスが大集合なんて、定番の展開ではあるがな。

　レムが小さめの声で言う。

「……ディアヴロが必要だと思うのでしたら、それは必要なのでしょう。わたしも自分にできることを全力でやるつもりです」

　ふと疑問が湧いた。

「そういえば、訊きいたことがなかったが……なぜレムは召喚術士になったのだ？　豹ひよう人じん族ぞくは接近戦に向いた種族だ。ＳＴＲ筋力とＡＧＩ敏捷に優れている」

「……はい」

「逆にＭＰ精神力は少ない種族だ。適職ではあるまい？」

　召喚獣を使役している間は、ずっとＭＰ精神力を消費し続ける。複数体の同時召喚などしたら、大変な消費量だった。

　レムが少し沈黙してから言う。

「……冒険者のなかで、最も安全だと思ったからです。わたしは死ぬことが許されない身でしたから」

「ふむ」

　レムの身体には、魔王クレブスクルムが封印されていた。母から娘へ、継承される呪いのように。

「……ですが、今はディアヴロのおかげで、この身から魔王の魂を取り出すことができました。まだ倒れる気はありませんが、自分に合った職業クラスを学んでもいいのかもしれませんね」

「戦士系を伸ばしてみるか？」

「……召喚術士として上を目指したいとは思っています。けれども、今のままでは、皆の役に立てないという危機感があります」

「そこまでか」

「……昼間の魔族との戦いで、わたしは敵を目で追うことすらできませんでした」

「相当なレベルの相手だったからな」

　彼女は震える自分の肩を抱きしめる。

「……本当は、もっと前から気付いてはいたのです。わたしは、弱い」

　レムのつぶやきに、ディアヴロは言葉が返せなかった。

　今の彼女は召喚術士レベル50といったところか。宝物庫の装備でかなり上乗せしたが、物足りないのは事実だった。

　少し考え、告げる。

「昼間の魔族に勝つなら、レベル１００以上だ。人ひと族ぞくの限界を超える必要がある」

「……限界を」

　俺も戦士として能力を伸ばすつもりだ──という言葉をディアヴロは吞のみこんだ。

　ロゼには話したが、他の者たちには内緒にしていた。

　次の敵が強そうだから修行するというのは、魔王のイメージではない。勇者がちまちまレベル上げするのを待ってこそ、いかにも魔王ではないか？

　ディアヴロはレムの頭に手を置く。

「悩むな。進め。どれほど遠かろうと自らの理想に向かい、目の前の一歩から逃げるな。さすれば後悔はせぬであろう」

「……貴方の言うとおりですね。わたしは魔王クレブスクルムの魂を取り出せたことで目標を見失い、魔族の強さを目の当たりにして焦ってしまったようです」

「今日のところは、よく寝ることだな。次のことは明日、起きてから考えるがいい」

「はい」

　ちょうど迎賓館が見えてきた。
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　ほとんど来訪者のいないグリーンウッド王国の迎賓館は、さほど大きくない。

　玄関ホールの先に広間がある。十人くらいが使える丸テーブルが置かれていた。

　レムとおやすみの挨拶を交わして、別れる。

　奥に寝室が二つあった。

　レムとラフレイシャは左側、ディアヴロは右側を使っている。

　扉を閉めると、目を閉じたように暗くなった。光る枝は食堂に置いてきているし、窓はあるが、おいしげる葉のせいで、月明かりさえ届かない。

　ディアヴロは手探りで、ベッドに潜りこむ。

　もにゅ。

　シーツに滑りこませた指先が、やわらかいものに触れた。

「なんだ？」

　なでてみる。

「ん……」

　女性の吐息が聞こえた。

　ディアヴロは目を見開く。

　──誰だ!?

　真っ暗ではあるが、だんだんと暗闇に慣れてきた。

　ベッドに先客がいたのは間違いない。

　手触りからして、背中だろうか。

　もぞもぞ、と相手が動いた。むくりと身体を起こす。

「え……？　ディアヴロさ……陛下？」

「その声、ラフレイシャか」

「は、はい」

　彼女の表情までは判然としないが、うなずいたことはわかった。

　ベッドに寝ていたのは、ダークエルフの長であるラフレイシャだったらしい。

　魔王ロールプレイをしておいてなんだが、エルフたちから〝陛下〟と呼ばれることに、まだ違和感があった。

「どうして、こちらの部屋で寝ていたのだ？」

「陛下はもう迎賓館を使わない、と聞きましたので……」

　言われてみれば当然だった。この国の王になったのだから、むしろ迎賓館で寝るのは変だろう。

「……草のベッドが合わなくてな」

「左様でしたか。申し訳ありませんでした、お部屋を使ってしまって」

「気にするな。そのまま寝ているがいい」

　ディアヴロはベッドから降りようと、背を向ける。

　ダークエルフには暗視能力があるから見えていたらしく、ラフレイシャが手を伸ばしてきた。

　こちらの手に重ねてくる。今まで寝ていたせいか、ひんやりと冷たかった。

「お待ちください、陛下」

「なんだ？」

「今日は、命を助けて頂きました。その恩人をベッドから追い出して、安らかに眠れるはずがありましょうか」

　ラフレイシャは魔王カルディーアに操られ、最後には殺されかけている。ディアヴロが所持していた《エリクサー》で助けたのだ。

《エリクサー》というのは、中世風ファンタジーでは定番の回復薬で、元ネタは錬金術の伝説にあるらしい。ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリでは、ＨＰ生命力・ＭＰ精神力・Ｓ気Ｐ力・状態異常バツドステータスを瞬時に全快させる貴重なポーションだった。さすがのディアヴロでも、際限なく使えるほどの手持ちはない。

　今夜は、そこらの立木の根元ででも寝ようかと考えたところだったが……。

　ディアヴロはうなずく。

「そう言うのなら、ここで寝るとしよう」

「はい」

　彼女はベッドの端へと寄った。

　一緒に寝るのか。

　まったく気にならない──と言えば噓うそになる。

　ラフレイシャは驚くほど胸が大きい。種族的に豊満なダークエルフのなかでも特に豊かで、巨乳を超越して《魔ま乳にゆう》と呼べるほどだった。

　そのわりに、エルフらしく腰は細くて、まさに瘦身巨乳の魅惑的な身体つきをしている。

　──普通の男だと、興奮してしまうかな？

　ただ横で寝ているだけなら問題なかった。

　ディアヴロは、どれほど魅力的な女性が近くにいようとも〝どうせ自分には無関係〟と無視する習慣が身についている。

　嫁だの初夜だのと言われなければ、一睡もできないほど悶もん々もんとはしない。

　正直、ちょっと触ってみたいとは思うが……。

　思うだけ。

　そのはずだった。

　ラフレイシャが問うてくる。

「陛下、シェラ王妃と、なにかあったのですか？」

「ど、どうしてだ？」

　むしろ、なにもなかったことが問題のような気がする。

「草のベッドが合わなかったとしても、王妃も一緒に来るのが普通でありましょう」

「……シェラが先に寝てしまったのでな」

「あらあら……初夜に、殿方より先に寝てしまうだなんて」

「フンッ」

　シェラを悪く言いたくはないが、自分がぐずぐずしていたせいだ、とも言えなかった。艶つや事ごとに疎いなんて魔王らしくない。

　さっさと寝てしまおう──と思っていたら、胸元にひんやりした手が触れてきた。

「む？」

「陛下……もしも、ご無礼でなければ……私が滾たぎりを静めてさしあげたいと思うのですが、いかがでしょう？」

　頭が真っ白になった。

　──滾り!?

　ディアヴロは思考がまとまらぬまま、身に染みついた魔王らしい言動を返してしまう。

「好きにするがいい」
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「ふふ……それでは、失礼いたします」

　胸元に触れていたラフレイシャの手が、ゆっくり下へと動いた。

　衣服の上から触れてくる。

　驚きすぎて、ディアヴロはすっかり縮こまっていた。態度は大きく見せているが、内心では動揺しまくっている。

「フンッ……どういうつもりだ？」

　偉そうに言葉少なく問いかけたが、これだけを言うのが精一杯だった。

　ラフレイシャは手でさすりながら答える。

「どんな女性も、魅力的な男性に惹ひかれるものです」

「噓うそだな」

　速攻で断言してしまった。魔王ならば、魅力的な男性と評されるのは、むしろ肯定すべきだったか？

　しかし、不気味とか恐いとか忌避されることはあっても、魅力的と褒められたことはなかった。

　ラフレイシャの手が、服の中に滑りこんでくる。

　ディアヴロは思わず女の子みたいに悲鳴をあげそうになって、息を吞のんだ。

　縮こまっている部分に、彼女の指が触れる。

「あらあら？　私には魅力を感じてくださっていないのでしょうか？　ダークエルフは趣味ではなかったですか？」

「うっ……そういうわけではないが……」

「もしかして、緊張しておられます？」

「ば、馬鹿を言うな。我は魔王だぞ。この程度のことで、緊張などするか」

　暗い部屋。

　ベッドのうえ。

　手慣れた様子の女性に握られている。

　正直、震え上がっていた。声まで震えてしまいそうになるのを必死でこらえて、言う。

「我の問いに、答えよ」

「さて困りました。陛下が魅力的だという言葉に噓はないのですが……あとは、命を救っていただいたお礼でしょうか」

「その程度のことで？　解せぬな」

「納得していただけませんか……陛下は行為に理由など求めない御方かと思っておりました。食卓に並んだ肉を食すがごとくかと」

「うっ……」

　不慣れだから、あれこれ理由を求めるのかもしれない。

　リア充は、こういう雰囲気になったときに余計な詮索をせず、行為を楽しめるのだろうか。

　──無理なんだよなぁ。

　魅力があるだとか、お礼だとか、噓うそをついているとしか思えなかった。

　納得できる理由を聞かないと、落ち着かない。

　ラフレイシャが指先で刺激してくる。穏やかな愛あい撫ぶが、ガチガチに緊張した身体には、ちょうどよかった。

「ふふ……少しは感じてくれていますか？」

「あ、いや、うむ」

「本当に個人的な感情しかないのですが……ああ、そうです、陛下はグリーンウッド王に即位されました。私はダークエルフの長として、親しくなっておきたいという思惑はありそうです」

「ふむ、なるほどな」

　組織の代表者が、こういう行為で親しくなるのは、どうなのか──と思わなくもないが、いくらか説得力のある説明だった。

　緊張が緩んだ瞬間──

　堰せきを切ったように背筋を刺激が走る。まるで下腹部に電気を流されたかのようだった。

「ウッ」

「あらあら……急に……すごい」

「そ、そうか？」

「やっぱり、あまり経験が豊富ではないようですね」

　──バレましたかね!?

　心臓を摑まれたかのように、ゾッとした。

　思わず声を荒らげる。

「馬鹿なことを言うな！　むぐ!?」

　ラフレイシャが唇を押しつけてきた。いきなり舌まで入れてくる。

「んむちゅっ」

「……!?」

　キスだった。

　この異世界に召喚されたときにレムとシェラからされているし、《奴隷契約》のためにクルムともしている。ジルコンタワー領主ラムニテスとは濃厚なやつをした。

　しかし、不意打ちのうえ、舌使いが巧みなものだから、ディアヴロは驚いて硬直してしまう。

「んちゅ……ちゅぷっ……んふぅ……男性とは、ものすごく久しぶり……です……」

「む？　男性とは？」

「ぢゅちゅっ！　んふふ……おかしいですか？　ブラックウッドのダークエルフは女性ばかりですから」

　そういえば、ダークエルフの里には男がいなかった。毒草ばかりの森では生きていけないから、外へ稼ぎに出ているらしい。

「お前は女性が好きなのか？」

「男性も好きですわ、許嫁いいなずけもおりましたもの」

「ああ……」

　三代前のリフェリア王が派遣した《神聖軍》により、殺されてしまったという話だった。こういう仲だったのだろうか。

　そこから計算すると、ラフレイシャはかなり年上だった。

「里に女性の恋人はおりますが……今は、陛下のことをお慕い申しております」

　手の動きが強くなった。

　刺激が増える。

「くっ……」

　思わず、うめき声を漏らしてしまった。

　ラフレイシャが嬉うれしそうに微笑む。

「ふふ……感じやすいのですね」

「いや、これはだな……」

「よいのです、こんなときくらい……全てを忘れて、楽しみましょう？」

　忘れてしまっていいのだろうか。

　様々なことを考えるものの、下腹部を刺激されるたびに、思考が霧散してしまう。

　──ああ、バカになる。

　ラフレイシャの指使いは巧みで、触れられているのは身体のごく一部でしかないのに、まるで全身を撫なでられているかのようだった。

　人間の身体には、刺激があるとわかっている場合、その部位の感覚を減じる仕組みがあるという。

　覚悟していれば熱や痛みを感じにくい。

　下腹部についても、自分で刺激するよりも他人による刺激のほうが、より強く深く感じるものだった。

　ラフレイシャの唇が、ディアヴロの口元から、首筋へと移る。

　そして、胸の先を舌で愛あい撫ぶされた。

　背筋が震える。

　彼女の舌が、ちろちろと先端を刺激した。

「んふふ……ここも敏感ですわね」

「あー……」

　男性でも弱いものだと、初めて知った。

　魔王ロールプレイを剝はがされてしまうと、ディアヴロは「あー」とか「うー」しか言葉が出てこなくなる。

　そして、いつの間にか、服が脱がされていた。

　驚くような手際のよさだ。

　彼女も脱ぐ。

　暗闇のなかで、かすかな光を浴び、裸体の輪郭だけが浮かびあがる。細い腰のうえに、巨大なふくらみがふたつ。

　服の縛いましめから解かれ、たぷんと揺れた。

「じっとしていてください、陛下……私が、気持ちよくしてさしあげます」

「う……？」

　長々といじられて、最初は縮こまっていたディアヴロだったが、八割くらい元気になっている。

　ラフレイシャが魔乳で挟んできた。

　ものすごい圧力。

　まるで、こちらの全身が乳の間に収まってしまったかのようだった。

　彼女が吐息をこぼす。

「んふぅ～……この硬さ。この熱。やっぱり、殿方は素敵です。なにより、陛下のは見たこともないほど立派ですから」

　──溶ける。

　脳も身体も溶けていく。そんな感覚だった。

　まるで、寒い日に、温かい湯に浸つかったときのよう。

「はああぁぁぁ……」

　ディアヴロは胸の奥から、たっぷりと息を吐いた。

　ラフレイシャが身体を上下にゆする。

　これは気持ちがいい。湯船につかったままマッサージを受けているかのようだった。

　身体が重力から解き放たれ、ある一点の感覚だけになっていく。

　彼女の肌に汗が浮かんだ。

「んっ……んっ……んっ……んっ……どう、ですか、陛下？」

「ううぅ……」

「ふふ、そのお顔は、とても気に入っていただけたようですね。もっと気持ちよくしてさしあげます」

　ラフレイシャは身体を上下にゆするだけでなく、手で胸のふくらみを持ち上げ、落とした。

　ディアヴロの身体に、けっこうな重さの胸が叩たたきつけられ、パチンと肉と肉のぶつかる音があがる。

　勢いよく擦られ、より刺激が強くなった。

　魔乳でしか得られないであろう濃厚な刺激だ。

　ぬくい温泉のようだった気持ちよさが、どんどん息苦しい攻めへと変わる。

　ディアヴロの呼吸が、全力疾走したかのように荒くなった。

「うっ、くっ」

「はあん！　あッ！　あッ！　あッ！　先っちょが……ビリビリッてきちゃいます……んあッ！　あッ！　んッ！　ひあう……ッ!!」

「ラ、ラフレイシャ……」

「んうう……陛下のが、どんどん、固くなって……んッ！　熱くなって……ふあんッ！　すごいです……どんどん元気になって……あッ！　ひあッ！　焼けた鉄の棒みたいです。あッ！　んんッ！　ふあうぅッ！」

「うっ……もう……」

「ああああ、ください！　私に、陛下の──どうか、私の身体に！　あッ！　あッ！　陛下のが、こんなにも、熱くなって……あッ！　んッ！　すごい……こんなの、初めて！　初めてですッ！　ああッ！　あああッ！　私、やけどしちゃいますぅぅぅッ!!」

　部屋の外で、足音がした。

　ドカン！　と大きな音がして、迎賓館が揺れる。

　部屋のドアが──

　蹴り開けられた!?

　ビクッ、とラフレイシャが動きを止める。

　ディアヴロは快楽から引きずり出され、冷水をぶっかけられたかのよう。一気に醒さめ、入口を見た。

　フゥゥゥ……、と乱入者が肉食獣じみた息を吐く。




「……うるさくて寝られないんですが？」




　レムだった。

　瞳がチリチリと金色に輝いている。

　全身から怒気を放っていた。

　まるで彼女自身が魔王にでもなってしまったかのようだ。

　ガクガク、とラフレイシャが恐怖に震える。

　こんな状況でも、ディアヴロは魔王ロールプレイで言い放つ！




「……すまんかった」
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第二章　一家の屋敷に乗りこんでみる




　二週間後──

　暦は十一月に変わっている。温暖な地方であっても、強い風は冷たく感じられた。

　馬車の荷台から、シェラが思い切り身を乗り出す。

「ファルトラだー!!」

「……落ちないように」

　御者台のレムが苦笑しつつ言った。

　ディアヴロは鷹おう揚ようにうなずく。

「やっと着いたか」

「……食料が不足せず、よかったですね。途中で雷雨により三日も足止めされたときは、どうなることかと思いました」

「うむ、長かったな」

　ディアヴロの言葉には、二重の意味があった。

　エルフのグリーンウッド王国を出発後──

　ダークエルフの里ブラックウッドにラフレイシャを送り届け、城塞都市ファルトラまで旅をすること十四日間。

　ようやく、到着だ。

　長旅だった。

　しかし、それだけの意味ではなく──やっとレムが普段どおり話してくれるようになった。

　彼女は静かに長く怒るタイプなのだが、今回ラフレイシャの誘惑に流されたのが、よっぽど腹に据えかねたらしい。長らく口も利いてくれなかった。

　チクチクと刺すような視し線せんが、ようやく以前の親しげな雰囲気に戻っている。

　ディアヴロは内心で安あん堵どの吐息をついた。

　──もう流されるのはやめよう。

　そう固く決意する。

　昼頃、馬車はファルトラ市の東門をくぐるのだった。




　レムが手綱を引いて、馬をゆっくり歩かせる。

　通りには大勢の人が行き交い、ぶつかってしまいそうだった。大通りの両脇に、露天商が店を広げている。市場と化しており、それが人混みに拍車をかけていた。

「……相変わらずですね、この街は。王都ほどではないですが」

「ふむ」

　ディアヴロは人混みが苦手なので荷台に引きこもる。馬車に乗っているからマシだが、見ているだけで体調を崩してしまいそうだった。

　シェラが両手を広げる。

「王都には、これより人がいっぱいいたよねー」

「……道幅が広かったので、王都のほうが馬車は走らせやすかったですが」

「てか、前より人が増えてない？」

「……たしかに」

「お祭りでもあるのかな？」

「……その予定はないはずですが、なにかあるのかもしれません」

　シェラが話題を転じる。

「お腹、減ったよねー。お昼にしない？」

「……この調子だと、宿に着くまでに時間がかかりそうだし、いいかもしれません」

「早くクルムちゃんと会いたいけど、お出掛けしてるだろうしねー」

「最近は、食べ歩きにハマっているようですから」

　クルムは人ひと族ぞくの食事が気に入ったらしく、いつも昼と夕は外にいるらしい。毎日、どこかの店で食べている。

　彼女は〝ビスケットが美味しいから人ひと族ぞくを滅ぼすのはやめる〟というくらい食を重んじる性格だった。

　ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリの魔王には《脳の魔王》や《乱心の魔王》などの異名があるが、さしずめ《食欲の魔王クルム》といったところか。

　食べ歩きの資金は、配下の魔族エデルガルトが、パン屋の《ピーター》でアルバイトをして稼いでいるという。

「問題を起こしていないといいが……」

　ディアヴロのつぶやきに、シェラが振り返る。

「なんの話？」

「エデルガルトがパン屋で働いているらしいのでな」

「ああ、クルムちゃんが大好きなビスケットを売ってるお店なんだよね」

「変装はしているはずだがな」

「メイちゃんのお化粧、すごいから、きっと大丈夫だよ」

　クルムには角と尻尾があり、エデルガルトは鱗うろこと爬は虫ちゆう類るいのような瞳がある。魔に連なる者としては控えめな特徴だったが、見つかれば大おお事ごとだろう。

　ディアヴロの角だけでも騒がれるのに……。

　手綱を握ったレムが、問いかけてくる。

「……行ってみますか？」

「行くー」

　シェラが手を挙げた。

　今は東地区にいて、パン屋《ピーター》は南地区。宿屋《安心亭》は西地区だ。

　やや遠回りになるが、この市場と化している大通りを外れたほうが、道は空いているかもしれない。

「俺はかまわんぞ」

　そういうことになった。
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　馬車を馬車屋に預けておく。南地区は商人たちの街で、そこらじゅうに馬車屋があった。

　ただ預かるだけでなく、馬に水と秣まぐさを与えたり、車体の点検修理を頼めたりする。

　長旅をしたので、点検も頼んでおいた。

　ディアヴロたち三人はパン屋《ピーター》まで歩く。

　店の前に、人だかりができていた。

　レムが首をかしげる。

「……混んでいるようですね？」

「美味しいパン屋さんだし、お昼だもんね！」

　シェラの言葉を否定はしないが、釈然としない。なにか様子が変なのだ。

　ディアヴロは客たちを眺め、違和感の正体に気づいた。

「大半が男だな」

「……そういえば、妙です。パンの買い出しなら女性客のほうが多いものですが」

「いい匂いがするねー」

　焼きたてパンのたまらない香ばしさは、異世界でも変わらない。美味しい物を食べる機会が少ないので、むしろ魅力は倍増しだった。

　食に拘こだわりのなかったディアヴロでも、混んでいるからといって他へ行こうとは思わない。

「……では、入りましょうか」

　レムが戦いに挑むような声色で言った。

　シェラも後に続く。

　この街で、行列というものは見たことがなかった。混んでいる場合、お上品に待っていたら、後から来た者に次々と割りこまれてしまう。

　住人たちには〝列を作って順番に〟という概念がなかった。マナーを論じる者さえいない。

　異世界だからというより、習慣の違いだろう。

　しかし、行儀よく並ぶことはなくても、街の住民たちは無法者でもなければ蛮族でもない。暴力を振るうような者は、まず見かけなかった。

　人の良さそうな青年が脇から来て、肩が触れたら「すみません」と会釈しつつ、先にパンを買っていくような……。

　そういう文化だった。

　──まぁ、行列に並ぶ魔王というのは、ちょっと絵的に微妙だから、俺は助かるけどな。

　ディアヴロたちは店の中へ入った。

　カウンターがあり、そこでパンを買って帰ることもできる。ガラスは超高級品だから、ショーウィンドウはない。商品はカウンターの後ろに並べてあり、指差すか商品名で選んで購入する。

　店員はメイドの格好をした豹ひよう人じん族ぞくの少女だった。

「いらっしゃいませー」

　そのカウンターとは別に、店の奥がイートインカフェになっている。

　椅子の数は四十ほどで、広さの割に多かった。混雑に対応して増やしたのかもしれない。

　焼きたてパンと珈琲コーヒーが出てくる、と説明があった。

　レムが驚いて指さす。

「……ディアヴロ！　あれ、なんですか？」

「お、おう」

「わわ!?」

　シェラも目を丸くした。

　戦闘服姿のエデルガルトがいる。

　肌の鱗うろこを消す化粧をしていないし、爬は虫ちゆう類るいじみた瞳も隠していなかった。

　思いっきり魔族だ。

　腰にエプロンだけはかけている。

　──正体がバレるのではないか!?

　いつも槍やりを握っている手に、今はトレイを持っており、食器を積み上げていた。席についた男性客に声をかける。




「お帰り～なさ……いませ？　魔王さま？　魔王さま！」




　客が嬉うれしそうに「また来ちゃったよ、エデルちゃん」と、だらしない表情を見せた。

　レムとシェラは、魔族そのままの格好であることに動揺する。

　ディアヴロは察しがついた。

「これは……アレか」

　メイド喫茶のイベントみたいなものではないだろうか？

「……な、なにか知っているのですか？」

「大丈夫なの!?」

　ディアヴロは声をひそめて、二人に言う。

「よく観みるがよい、客たちはエデルガルトを本物の魔族だと思っていない」

「……言われてみれば」

「誰も怖がってないねえ」

　そもそも、魔族というのは人ひと族ぞくを狩るものだ。

　イートインカフェで給仕をしているなら、それは魔族の仮装コスプレだと思うのが、自然だった。

　横に並んでいるドワーフの客が、訊きいてもいないのに語りだす。

「フフフ……最初はエデルちゃんの化粧が魔族っぽいと話題になって、他の店員ちゃんたちも真似するようになってね。常連から〝魔族カフェ〟と呼ばれるようになったというわけなんですよー」

「客を魔王と呼んでいなかったか？」

「楽しいでしょ？　ピーターさんたち、ノリがいいですから」

　ここの店主は、グラスウォーカーの三兄弟だった。三人合わせてピーターというらしい。
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　客に魔族っぽいと言われて、ウリにしてしまうとは商魂たくましかった。

　しばらく待って、ディアヴロたちも席へ案内される。

　エデルガルトが来た。

「あ」

「よく働いておるようだな」

「ディアヴロ様……お帰り？　お帰りなさ、い～ませ！」

「うむ」

　今のエデルガルトは、魔王クレブスクルム──クルムに仕えている。そのクルムを奴隷化したため、ディアヴロを上位者としていた。

　本物の魔王への《奴隷魔術》が、どれほど効果を発揮しているかはわからないが……。

　即死とか麻ま痺ひとか石化とかは、ボス級には効かないのが定番だ。

　レムがエデルガルトを上から下まで眺める。

「……宿屋のメイちゃんに、化粧してもらっていたのでは？」

「雨～、降って」

　濡ぬれて化粧が落ちてしまったらしい。

　しばらく旅してわかったが、ファルトラ市に限らず雨天は珍しかった。山のほうで降って、平地では晴れていることが多いようだ。

　そのため、雨具が普及していない。

　貴族は帽子とコートを持っているが、普通の人たちは雨あま除よけを使わなかった。雨傘は存在さえしていない。防水の布がないから作りようがなかった。

　レムが呆あきれ顔がおで言う。

「……雨の日は、休めばいいでしょうに」

「きゅうに、シゴトを休む、のは～お店、に迷惑？」

「うっ……正論ですが……」

　魔族に仕事上の責任意識を説かれるとは思わなかった。

　シェラが唐突に声をあげる。

「魔王ロール！」

　ディアヴロは心臓が止まるかと思った。魔王として振る舞うことを密かに〝魔王ロールプレイ〟と呼んでいる。

　略して、魔王ロールだ。

　ひた隠しにしている秘密が、とうとうバレてしまったのかと焦った。

　シェラの言葉に、エデルガルトがうなずく。

「魔王ロール、ひと～つ」

「むむ？」

　メニューに視し線せんを落とすと──

　魔族ガレット、魔獣パンケーキ、魔術パイなどに混じって、魔王ロールパンがあった。

　ディアヴロは吐息をついて、冷や汗をぬぐう。

　バレたわけではなかったのか。

　レムが声をかけてくる。

「……どうしましたか？　顔色が悪いです」

「あ、いや……なんでもない」

「……わたしは魔術パイにしようと思います。ディアヴロは？」

「チーズパンだ」

　魔族カフェ限定メニューも魅力的だったが、ここの店のチーズパンは絶品だった。

　また街を離れる予定なので、その前に食べておきたい。

「……では、それらと、珈琲コーヒーを三つ」

「かしこ、まりー」

　エデルガルトが奥へオーダーを伝えに行った。

　働きぶりを見ていると、給仕だけでなく、けっこう雑談もしている。

　身の上話をする客、ひたすら趣味について話す客、昼間から酒を飲んでいる客。

　酔っ払いや声のデカイ客はいるが、カフェだけあって、そうガラの悪い客はいなかった。

　レムが店内を眺める。

「……変わったお店ですね？」

「珍しいのか？」

「……はい。そもそも、カフェが最近になってできたものですから」

「うむ」

　王都で人気のあるカフェが、つい先頃、ファルトラ市の中央地区に出店した。庶民が利用できるような場所でも値段でもない高級店だが、真似た店が次々と増えている。

　ここも、その一つかと思ったが、ずいぶん雰囲気が違っていた。

　ちょうど、エデルガルトがパンと珈琲を運んできたので、訊たずねてみる。

「この店を考えたのは、誰だ？」

「ピーター？　友達、が～王都で見た？　見た！」

　わかりにくい。

　レムが咀そ嚼しやくする。

「……ここの店長たちの友人が、王都で似たような店を見たので、真似たわけですか？　いわゆるカフェではなく、魔族が接客するという？」

「魔族ぅ～は、ちがう。あっちは、魔物？」

「……魔物ですか!?」

「モンスター？」

　相変わらず言葉足らずなエデルガルトに、何度か質問して聞き出した。

「……どうやら、王都にあるのは、モンスター娘むすめカフェのようですね。給仕が角や牙をつけて、仮装したもののようで」

「ふむ」




　──なにそれ、行ってみたい。




　楽しそうだ。

　王都に滞在していたとき、知っていれば、行ったのに──とディアヴロは思ったが、顔には出さなかった。

　モン娘むすカフェに行く魔王というのは、かなりつらいものがある。

　──いつか、一人で、こっそり行こう！

　密かに決意するのだった。

　それにしても、モン娘カフェなどという業態を誰が思いついたのだろうか？　普通のカフェですら、最近できたばかりというのに。

　ディアヴロは元世界から召喚されて、この異世界に転移してきた。

　ゲームキャラクターの容姿や能力のままだから、普通の転移とは少し違うかもしれないが……。

　同じように、他にも転移者がいるのではないか？

　珈琲コーヒーのカップを手に、そんなことを考えるのだった。
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　馬車屋によると、後ろの車軸が曲がっているとのことだった。

　車体は新品に近いから、よほど重い荷物を運んだか、高い段差を乗り越えたかだろう、と言われる。

　ディアヴロはロゼのことを思い出した。

　損傷を直すため、拠点《魔王の迷宮》の最下層で、メンテナンスベッドに寝ている。

　彼女の重さと、舗装されていない平原を走ったのが理由だろう。

　レムが馬車屋と交渉し、予算内で三日ほどで直してもらえることになった。

　馬車を預けたので、徒歩で西地区へ向かう。




　三時半──

　いくらか太陽が傾いた頃、宿《安心亭》に到着した。

　懐かしの我が家、というわけではないが、ほっとする。

　看板娘のメイが、ひらひらと手を振る。

「わぁお、おかえりなさい☆　レムちゃん、シェラちゃん、ディアヴロさん、元気だったかにゃ？」

「……はい」

「あっ！　クルムちゃん！」

　叫びながら、シェラが駆け寄る。

　ちょうど、外出から戻ってきたところだったらしい。

　クルムが目を見開く。

「おお、帰ったか、キサ……うわあっ!?」

　シェラが飛びついて抱きしめた。

「ただいまー!!」

「う、うむ……何があったのだ、シェラよ？　纏まとっているオーラが別モノではないか。誰かと思ったぞ」

「ほえ？　なんか変わったかなー？」

　クルムを放し、シェラが自分の手足を凝視する。彼女には魔力の流れが視える。

　しかし、それとは別種の変化らしい。

　ディアヴロにも、シェラが以前と違うようには思えなかった。

　レムが思案顔で言う。

「……もしかすると、王妃になったことと関係があるのでは？」

「ほう、そんなものになったのか、シェラよ」

「うん！　ディアヴロと結婚したんだ」

　話し声は食堂のほうまで聞こえていたから、客たちが驚いて、ざわついた。

　メイが拍手する。

「すごいにゃ！　ご結婚、おめでとうだゾ☆」

「ありがとう、メイちゃん！」

「でも王妃って、どういうことカナ？」

「えっと……実は、あたし、エルフの国の王女だったの。そんで、今は王妃なの」

　メイがディアヴロに視し線せんを向けた。

「王様にゃ？」

「フンッ……乞こわれたから、なってやっただけのこと」

　どうやら、エルフ王妃になったことで、シェラに変化があったらしい。

　全くわからなかった。

　そういえば、ルマキーナを連れてきたときも、似たようなことがあったか。ルマキーナはクルムを〝禍々しい黒き魔の力〟と評し、クルムは〝神のニオイがする〟と騒いでいた。

　本物には、わかるらしい。

　ディアヴロは魔王の演技をしているだけで、混魔族デイーマンの魔術師でしかなかった。

　クルムが腕組みする。

「まあ、よい。神のニオイが強まったのは気にくわないが、シェラはシェラだからな。よく無事で帰ってきたのだ。マオーが褒めてやるのだ！」

「えへへ、ありがとー」

　レムがバッグを取り出す。

「……帰ってくる途中で《ピーター》に寄りました。ビスケットを買ってきたのですが、いかがですか？」

「おお！　相変わらず気が利くではないか、レムよ！」

「……どうも」

　さっそく一枚差し出すと、クルムが口で受け取った。

　言葉遣いや態度は偉そうだが、行動は餌付けされた子犬のようだ。

　ディアヴロはメイに訊たずねる。

「なにか問題は？」

「大丈夫だゾ♪　でもエデルガルトちゃんが最近は化粧してないから、噂うわさになっちゃってるかも？」

「あの調子なら面倒なことにはなるまい」

「ファルトラ市の領主さんは厳しい人だから、気をつけてね☆」

「わかっている」

　市民には知られていないが、ディアヴロはファルトラ市の領主ガルフォードと戦ったことがあった。

　なんとか勝利して〝ディアヴロと敵対するのは割に合わない〟と思わせている。

　しかし、領主であるから、街に魔王や魔族がいるとなれば、黙っているわけにはいくまい。

　彼女たちの正体は隠さねばならなかった。

「ディアヴロよ、行くぞ！」

　ビシッと、クルムが外を指差す。

「む？」

「聞いておらんかったのか。皆が話しているとき、いつもキサマは〝自分に関係ない〟と思っておるだろう？」

「フッ……くだらぬことを言うな」

　──そのとおりだから、焦っちゃうだろ!?

　レムがフォローしてくれる。

「オススメのレストランがあるらしく、クルムが誘ってくれたのです」

「ビスケットは至高だが、ディナーに相応ふさわしい料理というものがあるのだ。マオーが選んだ素晴らしい饗きよう応おうを堪能するがよい」

「ふむ……付き合ってやろう」

　正直、あまり期待していなかった。

　いくつかの店で料理を食べてみたが、どこも肉を焼いて塩と油をかけるくらいだ。野趣あふれる味で悪くないが、別格と思える店はなかった。
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「別格に美味い!?　なんだ、これは!?」

「ふっふっふ」

　クルムがドヤ顔をする。

　レムやシェラも驚いていた。

　場所は北地区のレストラン《アペティサン》だ。高級店が連なっているが、かなり良心的な値段だった。

　それでいて、味は驚くほど洗練されている。

　ちゃんと肉がやわらかく、嚙かみ切きるのに苦労しない。ソースは甘辛系で、マッシュポテトとサラダが添えられていた。

　当然のように、多くの客で賑にぎわっている。

　クルムがナイフとフォークを使い、上品に食べていた。以前は、どれも手て摑づかみで食べていたから、格段の成長だ。

「うまうま……これぞ料理というものだな！　人ひと族ぞくの料理は、美味い。かなりなことになっているのだ！」

　レムとシェラも絶賛する。

「……この店は、素晴らしいです。こんなに、やわらかく仕上げた肉は、初めてです」

「マッシュポテトとサラダも、すごいねー。グリーンウッドで食べる野菜より美味しいと思ったのは初めてかも！」

　ディアヴロは肉料理を見つめた。

「他と同じ肉を使っているとは思えないほどだな」

　煮込みやタタキではなく、純粋に肉がやわらかい。肉質が違うのか？　元世界で食べていた味に近い？

　冷蔵庫のない異世界では考えにくいが、熟成させているのか？

　じっくり味わいながら食事をしていたところ──

　店の入口のほうが、急に騒がしくなった。

「なんだ？」

　男の怒鳴り声のようなものも聞こえ、客が気にしはじめる。給仕たちも、そわそわと落ち着かない。

　軽装鎧よろいを着た冒険者風の男たちが三人ほど入ってきた。

　先頭の男が怒鳴る。

「オラァ！　ぐずぐずしてんな！　席に案内しろ！」

　いくら良心的な値段の店とはいえ、やはり北地区の店だけあって、安酒場とは違う。ああいう輩は珍しかった。

　店の奥から、責任者らしき背広姿の男性が出てくる。

「申し訳ありません。他のお客様のご迷惑になりますので……」

「俺たちは客だぞ!?」

「ですが……」

「ふざけんな！」

　こめかみに血管を浮かせた冒険者が、腰の剣を抜いた。

　後ろの二人が、調度品を蹴飛ばす。

　責任者の男性が後ずさった。

「なんてことを……」

　女性客が悲鳴をあげ、驚いた給仕が皿を落とす。とんでもないことになった。

　ディアヴロは腰を浮かせる。

　それより先に、クルムが飛び出していた。




「キサマら！　楽しい食事の場で、なんという愚かなマネをするのだ！　恥を知れ！」




　殺気を放つ。

　冒険者風のならず者は、実力の差がわかっていないようだった。

「なんだ、小娘？　エルフか？　亜人臭え！」

「愚物めが……マオーを怒らせたな。その品性と知性の欠落を惨ざん死しにて贖あがなうがよいわ」

　クルムが右手を広げる。

　手の中に、小さな黒色の球体が現れる。

「は？　元素魔術か？　ゲハハハハハハハ！」

　この異世界では、大半の冒険者たちから〝元素魔術は弱い〟と思われていた。

　レベルが低いうちは、火力不足ばかりが目立つ。

　耐久力も防御力も回避力も低いため、ゲームでも序盤は不遇職クラスだ。ろくに戦果もなしに、気付いたら死んでいて、パーティーの負担になることが多かった。

　しかし、ゲームなら短期間でレベルアップできる。最初の数日がつらいだけだった。

　飛躍的に火力が上がり、攻撃される前に倒せるようになる。

　成長後は攻撃力の最も優れた職業クラスだった。侮るべきではない。

　そして、もう一つ彼らは間違っている。

　クルムは元素魔術師ではなく、魔王だった。

　ディアヴロは叫ぶ。

「殺すな！」

「潰れるがよい！　《タナトス》ッ!!」

　クルムの放った小さな黒色の球体が、ならず者の剣に当たった。

　黒と紫色の渦が広がり、剣が吸い込まれていく。

「う、うおあ!?」

「放せ！」

　ディアヴロの声に、ならず者が慌てて手を開いた。

　砂糖が珈琲コーヒーに溶けるかのように、剣が渦の中へと消える。

　ぼたぼた、と血が落ちた。

「うあああ……俺の指が……!?」

　放すのが遅かったため、魔術に指まで持っていかれたらしい。

　男の仲間たちが、悲鳴をあげて後ずさった。

　クルムが首に嵌はまっている鉄製の首輪をつまむ。

「主あるじが〝殺すな〟と言うので、仕方なく剣だけで赦ゆるしてやったというのに……鈍どん物ぶつめが」

　ディアヴロは横に立つ。

「いきなり、人ひと族ぞくの限界を超えた魔術を撃ちおって。こんな連中、片手でも撃退できるだろうに」

「マオーに、このような下ゲ衆スに触れと言うのか？　汚らわしい」

「やれやれだな」

　ディアヴロはポーチから長剣を取り出す。

　うっすら刃が光る。

　鐔つばから、鳩はとのような純白の翼が三対六枚広がった。

《セラフィックソード》

　その威風に、ならず者たちが後ずさる。

　クルムが眉をひそめた。

「キサマ、なんだ、その神こう々ごうしい剣は？　悪趣味ではないか」

「そう言うな。ある目的のために、わざわざ《宝物庫》から持ってきたのだ」

　ディアヴロは男たちに鋒きつさきを向ける。

　睨にらみつけると、さすがに実力差を悟ったらしく、とうとう背を向けた。

　我先にと、ならず者たちが逃げていく。

　クルムは不満そうだった。

「逃がすのか？」

「フンッ……捨て置け」

　もちろん、ディアヴロとて、連中には腹を立てているが、さすがに人殺しはしたくない。

　かといって、地方騎士に突き出したら、クルムが超高レベルな魔術を使ったことが、公になってしまう。

　領主に目を付けられるのは避けたかった。

　ディアヴロは剣を納める。

　レムとシェラが駆け寄ってきた。

「……無事のようですね。どうなることかと思いました」

「クルムちゃん、ケガはない!?」

「あのような粗そ忽こつ者ものに、マオーが後おくれを取るわけがなかろう」

「よかったー」

「……むしろ、大怪我をさせるのではないかと、気が気ではありませんでした」

　レムが吐息をついた。

　元世界だったら大怪我だったが、この異世界には神官がいる。治癒ポーションもある。指どころか手足の欠損すら治せるのだった。

　男たちを追い出したことで、店内の緊迫した雰囲気が、やわらいだ。

　店員たちが総出で、客に騒動を陳謝して回る。

　やれやれ、と席へ戻ろうとするディアヴロたちに、背広姿の男性が話しかけてきた。このレストラン《アペティサン》のオーナーだと名乗る。

「お客様、ご迷惑をおかけしました」

「……災難でしたね」

「はい。本日は店を閉めようと思います。お客様方は、早めに北地区を出ていただいたほうがよろしいかと」

　妙なことを言い出した。

　レムが訊たずねる。

「……どういうことでしょうか？　先程の者たち、ただの酔っ払いではない、と？」

　オーナーが申し訳なさそうに言う。

「は、はい……二ヵ月ほど前から、メアスモス一家に上納金を要求されておりまして。断ったら、最初のうちは店の前にゴミを捨てられるくらいだったんですが……最近は、ああして手下が乗りこんでくるまでになって……このままでは店が……」

「メアスモス一家って？」

　シェラが首をかしげて、レムが説明する。

「……はっきり言ってしまえば、犯罪組織です。商人を脅して金銭を要求したり、窃盗や詐欺をしたり」

「そんなのがいるの!?」

「……地方騎士が調査していますが、証拠を残さない連中ですから」

「だって、さっきの人たち！」

「……捕まえても〝メアスモスなど知らない〟と言い張るでしょう。たいした意味はありません」

「ディアヴロ、なんとかできないの？」

　シェラがすがるような目で見つめてくる。そう言われても、ヤクザとかマフィアとか、そういう連中だ。簡単に解決できる問題ではないだろう。

　できれば関わりたくなかった。

「フンッ……そのような下らぬ連中など──」

「殲せん滅めつなのだ！」

　クルムが声をあげた。

　え？　と彼女の顔を見ると、その瞳には怒りが燃えている。

「キサマ、放っておくなどと言わぬだろうな!?　我らが拠点に巣くう害虫なのだぞ」

「う、うむ、当然、殲滅だな」

「よし！　行くのだ！」

「待つがよい。場所はわかるのか？」

「む……」

「そうだろう？　いやあ、残念だな。場所さえわかっていれば、しっかり殲滅してやったのだが。いずれ日を改めて……」

　戸惑った顔をしつつも、オーナーが片手を挙げた。

「あの……メアスモス一家の屋敷なら、場所はわかりますが」

　クルムが身を乗り出した。

「案内するがよい！」

「は、はい」

　オーナーがうなずく。

　もう〝関わりたくない〟とは言えない雰囲気だった。シェラだけでなく、いつも冷静なレムでさえ、意欲的な顔をしている。

　そういえば、レムは自身に封じられていた魔王を滅ぼすために冒険者になった。問題があれば解決しようとするのが、彼女の性質だった。

　ディアヴロは内心で溜ため息いきをつく。

「クルムよ、あまり目立たないようにするのだぞ？」

　耳打ちしたが、聞こえているのか怪しい。幼い魔王は紅瞳を爛らん々らんと輝かせていた。
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　陽が西の城壁の向こうに落ちて、周囲は薄暗くなっている。

　北地区の端で、どうやら再開発が盛んな場所だった。もう遅い時間なので、人通りは少ない。

　ディアヴロの記憶にはない建物が多かった。

　レムも同じような感想を持ったようだ。

「……まるで新しい街です」

　案内してきたオーナーが言う。

「先頃、大きな爆発が起きまして、墓地と城壁がなくなったんです」

「あの場所か！」

　ディアヴロは手を叩たたいた。

　いつもと違うルートで来たうえ、すっかり様変わりしていたので気付かなかった。

　クルムが覚醒しかけて魔王クレブスクルムとなったとき、戦った場所だ。

　他でもないディアヴロの極大魔術《アポカリプスアビス》が、一帯を吹き飛ばしたのだった。

　オーナーが説明を付け足す。

「ここらはファルトラ市の所有地だったんですが、めちゃくちゃになった地面を均ならして、貴族や商人たちに売り、その資金で城壁を再建したのだとか」

「お墓は？」

　シェラが訊たずねた。

「ほとんどの遺骨も墓石も消えてしまったので……しかし、墓地は壁外の北西部に移転したと聞いています」

　今度はレムが首をかしげる。

「……壁外の墓地は、野獣に荒らされるといいます。よく貴族たちが納得しましたね？」

「より外側に、第三の城壁を造る計画があるそうで」

「土地を売ったのは、城壁の再建だけでなく、新造の資金作りでもあったのですね」

「おそらく……あ、メアスモスの屋敷です」

　オーナーが指さした。

　大通りの突き当たりに、周りの建物より一回り大きい立派な屋敷がある。

　鉄門は領主の屋敷よりも大きく、まるでこの街の支配者は自分たちだと主張しているかのようだった。

　夜目の利くレムとシェラが見つめる。

「……門の前に見張りが二人います。おそらく、門の内側にも数人」

「窓のとこ、弓を持った人がいるねー」

「案内ごくろうなのだ」

　クルムがオーナーに告げた。

　彼はこちらの身を案じつつも、解決してもらえるなら店が存続できる──と今にも泣きそうな顔で訴えた。

　できれば、何とかしてあげたい。

　ディアヴロはクルムとレムとシェラを連れ、屋敷の前へ進んだ。




　強面な門番たちが、立ち塞がった。

「なんだ、おまえら？　ここをどこだと思ってる？」

　放っておくと、クルムが進み出て大騒ぎになるのが、容易に予想できる。かといって、レムやシェラを悪漢の前には立たせられない。

　仕方なく、ディアヴロが先頭へ。

「フンッ……ここは、メアスモスとかいうチンピラの住すみ処かであろう？」

　門番たちが殺気立つ。

「チンピラだと!?　ふざけるな！　誰に頼まれたか知らねえが、メアスモス様は冒険者ごときがどうこうできるような小物じゃねえんだ！　妙なこと言ってると、ぶっ殺すぞ!?」

　どうやら、この屋敷で間違いないらしい。

　クルムが片手を掲げて、魔力を溢あふれさせる。

「よし、殲せん滅めつなのだ！」

「待て待て！」

　慌ててディアヴロは止めた。

「なぜダメなのだ!?」

　目立ちたくないからです──とは言いにくい。ディアヴロが領主に怯おびえている、と思われたら困る。

「そ、それはだな……こういう連中は、いわば手足だ。頭にわからせねばならぬ」

「なるほど」

「むしろ、頭が不在だったらどうする？　無意味ではないか」

「ふむふむ、キサマは賢いのだな！」

「当然だ！　我こそは、真の魔王だからな」

「マオーもマオーだがな！　わっはっはっはっ！」

「フーハッハッハッ！」

　高笑いする怪しげな風体の二人を前にして、門番たちが言葉を交わす。

「どうする？」

「地方騎士を呼ぶか？」

　この連中は、野盗などと違って表向きは商業団体だ。問題があるときに、地方騎士を便利に使うことを厭いとわなかった。

　そして、ディアヴロとしては地方騎士を呼ばれたくない。クルムのことを領主ガルフォードに知られたくないからだった。

「おい、貴様ら、メアスモスのところへ案内するがよい」

「な、なに馬鹿なことを言ってる!?　約束のない者を会わせるわけにはいかん！」

「約束ならあるぞ。伝え忘れではないか？」

　噓うそだった。

　しかし、門番たちが顔を見合わせる。

　片方が「確認してくる」と奥へ引っこんだ。

　ディアヴロはうなずく。

「どうやら、屋敷にいるようだな。では、会ってやるとしよう」

「ここに入るのだな!?」

「うむ。だが、我は無為に騒がしいのは好まぬからして、このようにだな……」

　ディアヴロは鉄門に触れる。

　残った門番が「触るんじゃねえ！」と叫び、剣を抜こうとした。

　それより早く、魔術を発動させる。

「腐れ落ちろ……《ラストバースト》ッ！」

　巨大な鉄門の表面に、赤あか錆さびが浮き、次の瞬間には自重で崩れ落ちた。

　門番が茫ぼう然ぜんとなって立ち尽くす。

「う、あ……!?」

　ディアヴロたちは悠然と敷地に踏み入った。
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　わらわらと屋敷から冒険者だか、傭よう兵へいだかが飛び出してきた。どうやら、メアスモスの私兵らしい。

　意外と高レベルな武器を持っている。冒険者協会ギルドにたむろしている連中より、いくらか腕が立ちそうだ。

「その程度で、我に挑もうとは、愚かしいがな」

　ディアヴロは右手を突き出して《ライトニングアロー》を放つ。

　異世界に来たばかりの頃は杖つえがないと不安だったが、もう慣れたものだ。

　光の矢が飛ぶ。

　兵たちを貫いた。連中が悲鳴をあげて倒れこむ。

　クルムが不思議そうな顔をした。

「キサマにしては、地味な魔術を使うではないか。マオーに使った、アレはどうしたのだ、アレは？」

「なんだ？」

「《アポカリプスアビス》といったか」

　──ここら一帯が、また更地になっちゃうだろ!?

「フッ……我は騒がしいのは好かぬと言ったであろう」

「マオーには使ったではないか」

「お前が普通の魔術で倒れなかったのでな。ここの連中には必要ない」

「わからんぞ？　メアスモスというヤツ、なかなか強いかもしれん。むしろ、そうだと面白いのだ！」

「期待するな」

　本当に強かったら、どうするんだ。

《アポカリプスアビス》は巨大魔獣を屠ほふるような禁呪だ。そんなものが必要な人ひと族ぞくが、そうそういてたまるか──と思う。

　なにより、そこまで強かったら地方都市で犯罪組織なんぞ作っていないだろう。王都で一ひと廉かどの人物になっていそうなものだった。

　玄関扉を破壊する。

　シェラに「上空から監視しておくように」と命じた。地方騎士が駆けつけてきたり、屋敷から逃げ出す者がいれば、対応する必要がある。

　こういうとき、シェラの召喚獣《ターキーショット》は便利だ。鳥型の召喚獣を飛ばし、その視界を術者が共有できる。いわば、シェラが全裸で空から見ているようなものだった。いや、全裸は関係ないか。関係なかった。

　適当に屋敷の奥へ。

　扉という扉が開いて大勢の部下が出てきた。マフィアらしい黒服や、軽装鎧よろいを纏まとった傭よう兵へいなど。

　片っ端から吹っ飛ばしていく。

　クルムが足を止めた。

「む？」

　ほぼ同時に、ディアヴロも気づく。

　廊下の先から、ゆっくりと歩いてくる男がいた。他の連中とは雰囲気が違う。

　鎧よろいのような筋肉。

　ただならぬ面構えだった。目つきは鋭く、頰ほおと額に刀傷がある。

　彼に任せよう──といった様子で、他の連中が引き下がった。かなりの手て練だれということか。

　その男が口を開く。

「やれやれ……メアスモス一家の屋敷に乗りこんでくるバカがいるとは……この俺が雇われているのを知らなかったらしいな？」

　壁際へ離れた黒服がつぶやく。

「ううぅ……とうとう《スカーフェイス》が出てきてしまった」

「強いのか？」

　隣の者が、訊たずねた。

「相当にな……三年前のオーク討伐作戦において、群れの王《グランドオーク》を一騎討ちで倒したという、生ける伝説の男だ」

「なっ!?　グランドオークを!?」

「しかも、素手でな」

「ッ!?」

　スカーフェイスと呼ばれた男が、両手の拳を軽く握り、構えを取った。力みがなく、自然体だ。

　ディアヴロは格闘技に詳しくないが、凄みを感じる。

　──どうやら《格モ闘ン家ク》らしいな。

　全く武器を使わないか、せいぜい手足を守る防具程度という、装備に頼らない職業クラスだった。

　戦士系の派生で、とにかく身体能力が高い。

「俺は女子供を殴らない主義だが……仕事となれば別だ。手加減する気はない。あの世で後悔するんだな」

　クルムが首をかしげた。

「キサマが、メアスモスか？」

　レムが小声で教える。

「……それに雇われた者だ、と言っていたでしょうに」

「メアスモスじゃないのか！　マオーはメアスモスに会いに来たというのに、ハズレばっかりではないか！　どこにいるのだ!?」

　スカーフェイスが不敵な笑みを浮かべた。

「俺に勝てたら、教えてやろう」

「そうか！　ならば、相手をしてやる。かかってくるがよいのだ」

「こんな子供を……まったく嫌な仕事だ」

　相手が踏みこんできたと思った瞬間──もう間合いを詰めていた。同時に、左拳が放たれる。

　パァン！　と派手な音が響く。

　クルムの顔面──の前に出したディアヴロの右手が、相手の攻撃を受け止めていた。

「フンッ……」

　平気そうな表情をして見せるが、けっこう痛い。しばらくは、右手に力が入らないだろう。

　スカーフェイスが驚きよう愕がくの表情を浮かべた。

「俺の拳を……受け止めただと!?」

「通常攻撃なら、こんなものか。格闘家は《武技》を使ってこそだな」

「チッ……人ひと族ぞく相手に、こいつを繰り出すことになるとはな！　《鉄爪連拳クローラツシユ》ッ!!」

　相手の拳が光った。

　ディアヴロは《詠オ唱ミ省ツ略ト》にて、瞬時に魔術を発動する。

「《フレアバースト》ッ!!」

　しかし、双方の技が発生する前に、勝負は決していた。

　クルムの前蹴りだ。格闘技の蹴り技のような美しさはなく、爪先を伸ばしただけのような不格好な蹴りだった。ただし、異常に速い。

　そのうえ、接触した瞬間に、爆発した。

「ゴガァ!?」

　スカーフェイスは咄とつ嗟さにガードしたにもかかわらず、派手に吹っ飛んだ。屋敷の石壁を破り、庭まで。

　目標ターゲツトを失い、ディアヴロの魔術が中断キヤンセルされた。

　クルムが腰に手を当て、胸を張る。

「ふんむ！　どうだ！」

「やりすぎだ」

「殺さないように手加減したのだぞ？」

「メアスモスの居場所を聞くのではなかったのか？」

「あああ、しまったのだ！」

　ディアヴロは肩をすくめた。

　レムやシェラは実力差を察していたのか、感心はしても驚いてはいない。

　しかし、メアスモスの部下たちは驚きよう愕がくして、固まっていた。

　声を震わせる。

「ば、ばかな……!?　これは、悪夢か？」

「小さな女の子の蹴りで……伝説の男が……!?」

「噓うそだろ……!?」

　ディアヴロは威圧的な声色を作る。

「おい、貴様ら、一度だけ訊きいてやる。命が惜しければ、答えるがいい」

　部下から、メアスモスの居場所を聞き出した。

　その扉を蹴り開ける。
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　メアスモスの執務室──

　デカイ机の前にある革張りの椅子に、偉そうな初老の男が座っていた。周りには、屈強な護衛が四人ほど身構えている。

　壁際には、見覚えのある男たちが立っていた。

　シェラが指さす。

「《アペティサン》で暴れてた人たちだ！」

「……間違いありませんね」

「なっ!?　おまえら、さっきの!?」

　ならず者たちが怯ひるんだ。まだ指の治療もしてもらえていない様子だった。

　ディアヴロはそちらを無視して、革張りの椅子にふんぞりかえっている初老の男を見る。

「貴様が、メアスモスか」

「まさか……ここまで来るとは……」

　苦渋の表情で、額に汗が浮かんでいた。頼りにしている部下を倒されたことは、もう知っているか。

　メアスモス自身は高齢で、Ｓ気Ｐ力もＭＰ精神力も感じられない。戦闘力があるタイプではなかった。

　──悪事をやめるよう、強く脅しておくか。

「クックックッ……メアスモスよ、この俺が拠点とする街で、好き勝手してくれたようではないか」

「鏖みなごろしにするのだ！」

　クルムが叫んだ。

　──待って？

　それは殺害予告であって、脅しですらなかった。

　メアスモスが顔を引きつらせる。

「お、お前ら……何者だ？　どこの組織に雇われた？　商工会か？　冒険者協会ギルドか？　領主か？」

　クルムが高らかに言い放つ。

「組織など知らぬわ！　美お味いしい食事を邪魔された腹いせなのだ！」

　そうだったのか。

　困っているレストランを助けるためだと思っていた。魔王の優先順位が、よくわからない。

「倍払う！　三倍でもいい！　俺につかないか!?」

　雇われていない、と言っているのだが──メアスモスの常識から外れすぎているようだった。

　レムが問う。

「……メアスモス、この街での非道な行い、改める気はありませんか？」

「どの件のことだ？」

「……そこにいる男たちが、《アペティサン》に嫌がらせをしていました。目撃者も大勢います」

　彼がわざとらしく驚く。

「なんだとー!?　おい、お前ら、そんな悪いことをしたのか！　地方騎士に突き出してやる！」

「そ、そんな……」

　メアスモス自身には責任がない、と言い張るつもりか。

　ディアヴロは肩をすくめた。

「フンッ……そのような三文芝居で、この俺が納得すると思ったか？」

「わ、わかった！　もう俺はファルトラ市から出て行く！　それでどうだろうか？」

　そして、他の街でまた悪事を働くのか。

　面倒な相手だ。これだから、人の犯罪組織などに関わりたくなかった。

　殺したくはないが、見逃していいものか……？

　クルムが床を蹴った。

　とん、と小さな音をたて、一瞬にしてメアスモスに詰め寄る。

　主人を守るべき護衛たち四人は、誰も動けなかった。目で追うこともできなかっただろう。

　ディアヴロでさえ、見ていることしかできない速さだった。

　メアスモスが悲鳴のような声をあげる。

「待っ……!!」

　クルムの瞳が真っ赤に輝いていた。




「鏖みなごろしと言ったぞ、人ひと族ぞく！」




　メアスモスには抵抗する暇など与えられなかった。

　クルムが右手を横薙なぎにする。

　魔力の奔流が、男の頭を消し飛ばす、その寸前──シェラの「クルムちゃん！」という叫び声が、響いた。

　わずかに角度を変えた攻撃が、ジュッとメアスモスの頭上を横切る。

「ぎゃっ!?」

　初老の男が、初老でハゲの男になった。

　頭は残っていたが、頭頂部の毛が、すっかりなくなっている。その後ろ──椅子の背もたれと、背後の調度品と石壁までが消滅していた。

　まるで絵画を破ったみたいに、クルムの右手の先にあった物が、ごっそり消え失せている。

　ディアヴロは内心で驚きよう愕がくしていた。

　──なんという速さ！　見たこともない攻撃！　無詠唱の魔術か？　それとも、属性攻撃なのか？

　覚醒状態のクレブスクルムは、癇かん癪しやくを起こした子供のような戦い方だった。高威力の攻撃を連発してきたが、動きは雑だった。

　間違いなく、今のクルムのほうが、強い。

　もし戦うことになったら、何かしら策が必要になるだろう──と考える。それほどの強さだった。

　石造りの壁は積んであるだけなので、穴が空いたら上が落ちてくる。派手な音がして、壁が崩れた。

　そして、この建物は柱ではなく壁で屋根を支える構造のため、天井が下がってくる。普通なら、外まで逃げるところだ。

　ところが、クルムの威圧感により、メアスモスは蛇に睨にらまれたカエルのように固まっていた。

　護衛たちも、圧倒的な力を目の当たりにして、なにもできない。

　壁際に立たされていた男たちは、腰を抜かしていた。

　レムとシェラが固唾を吞のんで見守っている。

　ディアヴロも。

　──いや、待て？　ここで黙っていたら、〝クルムにビビった〟と思われるんじゃないか？

　そんなのは魔王らしくなかった。

　ディアヴロは鼻で笑う。

「フッ……」

　クルムが振り向き、他の者たちの視し線せんもこちらを向く。何を言い出すのか、と全員の耳目が集まった。

　──やばいな。何も考えてないんだけど！

「フッ……フゥーハッハッハッ！」

　ひとまず、高笑いで時間を稼ぐ。

　クルムが唇を尖とがらせた。

「なにがおかしいのだ、ディアヴロよ？」

「鏖みなごろしなど、手ぬるい。存外、魔王と自称するわりに〝お優しい〟と思ってな？」

「ほう？　じゃあ、キサマはどうすればいいと思うのだ？」

　話している間に考えて、周りが驚きそうなことを言ってみる。




「メアスモスよ、この街から出ることは許さん！」




「なんだと!?」と大きな声をあげたのは、クルムだった。

　シェラが訊たずねてくる。

「どうしてなの、ディアヴロ!?」

「フッ……そんなこともわからんとは、嘆かわしいな」

　──適当に言ったから、俺にもわからないんですけどね！

　ところが、レムが納得顔でうなずいた。

「……そういうことですか。さすがですね、ディアヴロ。あなたの見識には驚かされるばかりです」

「貴様は理解したようだな」

　上から目線で褒めつつ──レム様、なんとかして！　と心の中でお願いする。

　彼女が語る。

「……メアスモスがファルトラ市から出ても、他の街で悪事を働くばかりでしょう。だから、街から出ることは許さない、と」

「またファルトラ市で悪いことされちゃわない？」

　シェラの問いに、レムが首を横に振った。

「……そのときには、この程度では済まさない、とディアヴロは警告したのです」

「ああ、なるほどね！」

「……わたしとしては、今まで迷惑をかけた相手に謝罪し、真っ当な商いをしてくれることを期待します」

「そうだね！　そうしてくれたらいいね！」

「……いずれにせよ、また悪評が聞こえてきたときには、髪だけでは済まさない。そういうことですね、ディアヴロ？」

　レムが答案の採点を求めるように、見つめてくる。

　うなずきを返した。

「我の意図するところ、理解できたようだな」

「よかったです」

　パン！　とクルムが手を合わせる。

「おー、すごいのだ！　たしかに、そのほうがいいような気がするのだ！」

　そして、メアスモスの肩を、ばんばんと叩たたいた。

「ちゃんと聞いてたか、キサマ!?」

「は、はい」

「なんか、そういう感じで、いいことするのだ！」

「うっ!?　か、改心しました！　謝罪して善行を積みます！」

　メアスモスが椅子から降りて平伏する。

　クルムが鷹おう揚ようにうなずいた。

「うむ、その言葉を一度だけ信じてやるのだ。マオーを謀たばかったときには、百の魔獣に喰くわせるゆえ、心するがよい！」

　魔獣を従えるのは、いかにも魔王らしくていいな──と思うディアヴロだった。
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　翌朝──

　宿屋《安心亭》の食堂。

　ディアヴロたちは遅めの朝食を取っていた。

　四人掛けのテーブルの右側にレムがいて、左側にシェラがいる。向かい側に、クルムとエデルガルトが座っていた。

　ちょうど、シェラとエデルガルトで、クルムの世話をするような形だ。

　いつものパンとソーセージとスープだったが、久しぶりの《安心亭》の味が妙に美味しく感じられる。

　実家に帰ってきたような感覚だった。

　食堂の入口の先に、宿のフロントがある。そこから、看板娘メイの「ひっ!?」という小さな悲鳴が聞こえてきた。

　ディアヴロは目を向ける。

「虫でも出たか？」

「……その程度で、メイちゃんが驚くとは思えませんが」

　レムが首をかしげた。

　ちなみに、このレムは言葉遣いこそ丁寧だが、あえて呼び捨てにすることが多い。冒険者協会会長ギルドマスターシルヴィ、魔術師協会の長セレスティーヌ、大だい主しゆ神しん官かんルマキーナ。それと、ディアヴロのことも。

　誰にも従わない──という矜きよう持じの表れか。

　しかし、メイだけは、その執しつ拗ような要求に負けて〝メイちゃん〟と呼んでいた。

　シェラも食堂の入口へ視し線せんを向ける。

「ひっ!?」

　悲鳴をあげた彼女の手から、木製のスプーンが落ちた。何事かとクルムとエデルガルトも視線を追いかける。

　食堂に似つかわしくない、厳いかつい男が入ってきた。軍服を着ており、腰には片刃剣を提げている。

　ディアヴロは思わず腰を浮かせた。

　動揺を隠すために軽口を叩たたく。

「ククク……いいのか？　公人が制服で食堂を使うと、善良な市民から苦情が来るらしいぞ？」

「こんな遅くに朝食かね。冒険者は自堕落な生活を送っているのだな」

　現れたのは、城塞都市ファルトラの領主チェスター・レイ・ガルフォードだった。

　護衛の地方騎士を二人ほど引き連れている。

　他の客たちが、そそくさと席を立った。

　ガルフォードは厳格で知られており、対たい峙じするのは、いかにも咎とがめられそうなディアヴロである。

　面倒に巻き込まれたくない──ということだろう。

　ディアヴロは尋ねる。

「何用だ？」

「今日は、君にではない。そこの子供に、ある嫌疑がかかっている」

　クルムが目を付けられてしまったらしい。

　彼女がうっとうしげに髪を払った。

「キサマは誰なのだ？」

　こじれる前に、レムが割りこむ。

「……このファルトラ市の領主ですよ、クルム」

「領主ぅ？」

「……街が発展しているのは、この方の働きによるところが大きい。クルムの好きなパン屋やレストランも、その差配あってこそです」

「おお、そうなのか！　エライではないか、褒めてやるのだ！」

　見た目には、無邪気な幼女だ。

　しかし、クルムを見つめるガルフォードの目は、微かにも笑っていなかった。

　クルムの容姿のせいで、変質者のようでもあるが……それを口にするのは、さすがのディアヴロも自重した。

　シェラが庇かばうように身を乗り出す。

「えっと……クルムちゃんが、どうかしたの？」

「ある組織に潜入させていた間かん諜ちようから、興味深い情報が得られた。そこの子供クルムが、見たこともない技を使い、あろうことか〝魔王〟を名乗ったというのだ」

　どうやら、メアスモス一家の手下の中に、領主側のスパイが混じっていたようだ。護衛か、ならず者か？

　──意外と仕事熱心ではないか、ガルフォードめ。

　レムが反論する。

「領主！　クルムは、まだ子供です！」

「安心したまえ、私とて真に受けてはいない。魔術師たちに調査させるつもりだ。軍の施設まで同行していただこう」

「そ、それは……」

　マズイことになった。

　魔力の流れが視える者が調べれば、おそらく何かは気づく。

　少なくとも、ただの人ひと族ぞくでないことは判わかるだろう。魔王か魔族かは、ともかく。

　そして、クルムは隠し事が得意ではなかった。

「無用なのだ！　マオーはマオーだ！　なにを隠すことがあるか!?」

　レムが額を押さえてうつむく。

　シェラがぐるぐると目を回していた。

　エデルガルトは今にも戦いを始めそうだ。自分が戦っている間に、クルムを逃がしてくれと言い出しそう。

　当然、ガルフォードはそれを見越していた。

「この宿屋の周囲には、二重に結界を用意してある。妙な真似をすれば、君たちは多くを失うだろう。従うことだ」

　ディアヴロは睨にらみつける。

「我と事を構えるつもりなのだな、ガルフォードよ？」

「本意ではないが、看過できぬこともある。例えば、私の街に魔族が紛れこんでいるとなれば……」

　こんな剣けん吞のんな雰囲気の場に、宿屋の看板娘メイが割りこんできた。後ろに、客らしき男の姿もある。

「ちょっといいかにゃ？」

　ガルフォードはディアヴロから目を離さなかった。

「客は入れないように、命じたはずだが？」

「んん～、客じゃないにゃ。クルムちゃんに、お礼が言いたいそうだゾ☆」

「む？」

　メイが横に避ける。

　やってきたのは、レストラン《アペティサン》のオーナーだった。

　領主までいることに気づいて、何度も頭を下げる。

「こ、これは、なにやら大事な会談の最中に、申し訳ありません。ただ、一言だけでも、許していただければ」

　ガルフォードがうなずく。

「話したまえ」

　オーナーは一礼すると、ディアヴロたちに頭を下げた。

「皆様、本当にありがとうございました！　あのあと、メアスモス一家の者が来て〝もう上納金を要求しない〟と約束してくれました。今までの件についての、お詫わびまで置いていったんです！」

「うむうむ」

　クルムが腕組みして、満足そうな表情を浮かべた。

　オーナーは瞳を潤ませている。

「皆様のおかげで、どうにか店をやっていけそうです。もう上納金を払うか、店を畳むしかないと考えていたところ……ほ、本当に……ありがとうございましたァ！」

　よほど苦しかったのだろう、涙声だった。

　シェラが貰もらい泣きする。

「ううぅ……よかったね！　よかったね！」

「……よかったと思うのですが……よく、わたしたちの居場所がわかりましたね？」

　レムが訊たずねた。

　目元を拭いながら、オーナーが笑みを浮かべる。

「幼い子が一人で店を巡って、玄人さながらの批評をするので、クルムさんはファルトラ市の料理屋の間では有名人です。失礼ながら、他の皆様も特徴的ですので」

　言われてみれば……

　角のある混魔族デイーマン（本当は装備の効果で、そう見えているだけだが）

　黒髪の豹ひよう人じん族ぞく（大半はオレンジから赤系の髪と尻尾を持つ）

　胸の大きなエルフ（普通はぺったんこ）

　しかも、レムとシェラは《隷従の首輪》をつけている。これを嵌はめた者が、昼間から出歩いていることは、珍しかった。

　──自分たちで思っているより、目立ってるのかも？

　ちょっと調べれば、この宿《安心亭》に泊まっていることもわかってしまうらしい。

　何度も感謝を述べるオーナーに、クルムが笑みを向ける。

「よかったのだ！　でもメアスモスに良いことするように言ったのは、ディアヴロだからな。マオーは鏖みなごろしにするつもりだったのだ。やっぱり、ディアヴロはエライな！」

　テーブルから離れて聞いていたガルフォードが、ピクッと眉を動かした。

　余計なことを言った気がする。

《アペティサン》のオーナーが引き上げた。

　それと入れ替わるように、他の店の責任者が現れる。

　どうやら、こちらはメアスモスに多額の上納金を払っていたらしい。潰れそうだったが、助かった！　と再び感謝された。

　その後も次から次へと……。

　やがて、宿屋の外に行列ができてしまう。

　十人目を数えたところで、ガルフォードが口を開いた。

「そろそろ、行くとしよう」

　レムが抗議しかけ、エデルガルトが拳を握る。

　それらをガルフォードが片手で制した。

「もう、クルム君の同行は、必要ない」

「ほえっ!?」と、クルムを守るように抱きしめたシェラが、驚いて声をあげた。

　どういうことなのか。

　レムが問う。

「……理由をお訊ききしても？」

「これほど多くの市民に感謝される魔族などいるわけがない。私は忙しい。ありえない嫌疑を調査している時間はない、ということだ」

「……は、はい！　クルムはとても良い子です！」

「そうであれば、本当に喜ばしい」

　不意にガルフォードが、クルムに近づいた。その右手は剣へと伸びている。

「君、ファルトラ市に魔王が迫ったら、どうするかね？」




「何者であろうと、マオーの食事を邪魔するヤツには、滅びを与えてやるのだ」




　即答だった。

　フッ、と口元を緩めてガルフォードが身を引いた。

　撤収──と部下に命じる。

　引き連れている二名の地方騎士だけでなく、おそらく宿屋を包囲するように、大勢の部下がいたのだろう。

　ガルフォードが宿から出て行くと、圧迫感のようなものが消えた。
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　陽が傾く。

　もうすぐ夕食の時間だった。

　ディアヴロは部屋に一人でいる。

　レムは完全に魔王の魂が取り出せたことを報告しに、魔術師協会ギルドのセレスに会いに行っている。

　エデルガルトは今日もパン屋で働いていた。一番エライのは、彼女かもしれない。

　そして、シェラとクルムは隣の部屋だ。

　二人はそちらで遊んでいる。

　シェラが作った歌を教えたり、冒険の話をしたり。

　久々に一人になれたので、ディアヴロは部屋に水みず桶おけを用意させた。

　風呂代わりだ。

　長旅の疲れを癒やす──というほど、リラックスできないが、次にゆっくりできるのはいつになるか。

　身体を洗えるときには、洗っておきたかった。

　服を脱ごうとしたところで、ドアが開けられる。

「む？」

「おお、ここにいたか、ディアヴロよ」

「何用か？」

　ノックもなしに部屋へ入ってきたのは、クルムだった。

　派手な衣装で《奴隷の首輪》や、魔の証である尻尾などを隠している。

「シェラが寝てしまったのだ」

「歌っているときに？」

「旅の話をしているときにな。よく寝るやつなのだ」

「疲れが溜たまっているのかもしれんな。祖国で、いろいろ起きたから」

「寝てしまう前に、とても気になることを言っていたのだ」

「ふむ」

　──大魔王のことか。

　その存在を知ったとき、クルムはどう行動するだろう。合流して共闘したりはしないと思うが……大魔王と戦うディアヴロたちを、どう思うのか？

　クルムが訊たずねてくる。

「ケッコンとは人族の男と女が一緒になることらしいな？」

「そっちか！」

「間違っておるか？」

「いや……まぁ、間違ってはいない。俺はグリーンウッド王国の王になり、シェラは王妃になった」

　初夜を失敗したことは、あえて話す必要もないだろう。

　クルムが不思議そうに言う。

「人ひと族ぞくは、ケッコンというものをするらしいな」

「貴様らはしないのか？」

「うむ！　魔族もしないぞ。あ、でも、エデルガルトが〝魔族は子供を産む〟と言ってたから、人ひと族ぞくと同じなのだな！」

「なんだと!?」

　ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリでは明言されていない設定だった。あの異形の化物たちが、子育てをする姿など想像もつかない。

　しかし、エデルガルトの容姿は、人ひと族ぞくから見ても魅力的だ。彼女がいずれは魔族の子を身籠もったりするのだろうか。

　一瞬、想像してしまって、微妙な気分になった。

「魔王は……どうなのだ？　子供とか」

「わからん。マオーはケッコンしたことも、子供を産んだこともないのだ。他のマオーがしたとも聞いたことがない」

　神話によれば、今の魔王たちは、最初の魔王が神に砕かれた破片らしい。

「魔王は復活するだけか……」

「試したことがないからな。やってみたら、意外とできるかもしれん。ケッコンというのをすればよいのか？」

「え」

「ディアヴロよ、キサマは子供の作り方を知っているのだろう？」

「ふ、ふははは！　も、もちろん、知っているに決まっているではないか！」

　つい視し線せんを逸らしてしまった。

「よし！　マオーに教えるがよい！」

　──なん、だと？

　子作りなんて、エロゲ程度の知識はあるが、経験はなく、教える自信などあるはずもなかった。

　それに、クルムは魔王ではあるが、容姿は幼女でしかない。

「子供には無理だからな」

「なにを言う？　マオーは数えるのも飽あくほどの年月を生きてきた。まぁ、長らくレムに封印されていたが」

「あー……つまりだな……子作りというのは、大人がするものであって、幾つであろうとお前は子供の姿をしているからして……」

　クルムが唇を尖とがらせる。

「子供ではないというのに。レストランに行くと、立派な淑女レデイとして扱われるのだぞ!?　ああ、そう扱ってくれるヤツに聞くべきか？」

「待て待て！」

「ダメなのか。ならば、やはり、キサマが教えるがよい」

「あ……う……わ、わかった……じゃあ、そのうちな。今は忙しいゆえ」

「うむ！　約束なのだ！」

　満面の笑みだった。

　まるで、幼稚園児がヌイグルミを買ってきてもらう約束をしたかのような笑み。こんな表情をする子供に、子作りなんて教えるのは、異世界でもアウトだと思う。

　そういえば──と彼女が話題を転じた。

「〝大魔王〟などと自称する輩がおるらしいな？」

　シェラはその話もしたのか。

　結婚などより先に話題にすべき重大事だろう、と思うが……魔王の優先順位はよくわからなかった。

「《乱心の魔王モディナラーム》だ。他の魔王を吸収しているらしい」

「ふむふむ……それで強くなる方法は、マオーも考えたがなー」

　驚かされることばかりだ。

「クルムにも同じことができるのか!?」

「ヤツにできて、マオーにできぬことなど、あろうはずがないのだ！　しかし、他のを吸収すると自分というものが薄れる」

「能力だけでなく、人格も混じってしまうのか？」

「試したことはないが、その知識だけはあるぞ。マオーは自分でなくなるのは、イヤなのだ」

「当然だな」

「しかし、《乱心》は自ら望んだのだな……ヤツらしいのだ」

「モディナラームを知っているのか？」

「元は一つだったからな」

　なるほど、兄弟姉妹みたいなものか、と理解しておく。

　能力にも大差がないとすると……。

「モディナラームは他の魔王の居場所がわかるようだった。おそらく、魔力を探知できるのだろう。クルムにもできるか？　ヤツの位置や動向が知りたいのだが」

「んー……」

　彼女が首をひねる。

　びしっと窓を指さした。

「あっちにいて、遠い」

「充分だ！　近付いてくることがあれば、教えてくれ。俺がいないときは、あー……連絡がつくよう手配しておこう」

　どうせ、領主や冒険者協会ギルドから、監視がつけられているはず。ついでに連絡役も頼むとしよう。

　クルムがうなずいた。

「気付いたら、教えてやるのだ」

「この都市が守れるかどうかに関わる。任せたぞ」

　城塞都市ファルトラは、魔王領とリフェリア王国領を繫つなぐ要衝だ。ここが落ちたら、大勢の人ひと族ぞくが犠牲になるのだった。

　ふと、前々からの疑問を口にする。

「魔族は単身でも相当に強い。人ひと族ぞくの軍隊とは違う戦略が取れる。魔除けの結界があるファルトラ市を無視し、背後の街を襲撃することも可能なはず。なぜ、いつも正面から攻めてくるのだろうな？」

　ゲームでも、この世界の歴史的にも、魔王軍の侵攻パターンは不変だった。

　クルムが胸を張る。

「当然ではないか。戦うならば、実力を示すことに意味がある。こそこそ隠れて背後を襲って、なんのための闘争か！」

「ふむ……なるほどな」

　あれこれ策略を巡らせるのは、魔王らしくないか。

　正面から戦って、勝利し、強さを誇示してこそ、恐怖の象徴になるというものだった。

　クルムが自身の薄い胸をドンと叩たたく。

「案ずるでない、ディアヴロよ！　キサマの留守中は、マオーにお任せなのだ！」

「信じるとしよう」

　価値観が違いすぎて不安を覚えるときもあるが、クルムの能力が優れていることに疑いはなかった。

　魔族の大軍が攻めてこようと、負けはしないだろう。領主ガルフォードもいることだし。

　クルムが指さす。

「それはそうと……これはなんなのだ？」

　床に水みず桶おけが置いてあった。
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　豪快にクルムが衣装を脱ぐ。

「よし、洗うがよい！」

　ディアヴロは考える。

　──どうして、こうなった？




　ディアヴロは水桶について説明してやる。

「これは、身体を洗うものだ」

「ほう……？」

　わかっていないらしい。

「リフェリア王国は乾燥しているので、汗が臭ったりはしないが、やはり清潔にしておきたいとは思うのでな」

「ふむふむ……？」

「そもそも、魔王に〝清潔〟とか〝不衛生〟という概念はあるのか？」

「キサマはときどき意味のわからない言葉を使うのだな！」

　──やはり、中世風の文化圏では、理解されないか。

　細菌やウィルスが発見されていないから（この異世界に存在するのかも不明だが）殺菌という概念もなかった。

　それでも幸いなことに、リフェリア王国にはトイレが存在する。風呂は普及していないが、貴族や高級宿には存在していた。

　下着も広く使われている。

　素晴らしい！

　元世界の中世には、トイレも下着も普及していなかった。部屋の隅にある壺つぼに出して、窓から裏路地へ捨てたという……。

　キツイ。

　ときどき創作で、異世界ではなくガチの中世が舞台の物語を見かけるが……。

　どんなに可愛いヒロインでも、道ばたでする。しかも、紙は超高級品だからトイレットペーパーなど存在しない。平民ならば下着もなし──などとディアヴロは考えてしまう。なかなか厳しいものがあった。

　それはともかく、クルムに衛生観念を教えようとするが、難しい。

　途中で面倒になり、大幅に簡略する。

「あー……つまりだな……気持ちがいいから、洗っているわけだ」

「なるほど！　気持ちいいのか。それは大切だな！」

　通じてはいないが、納得はしてもらえた。

　ところが、その後にクルムから予想外の要望を受ける。

「マオーも試してみるのだ！」

「む？　それは、かまわんと思うが……」

「じゃあ、洗ってもらおうか！」

　そう言うやいなや、クルムが衣装を脱ぎだした。

　ディアヴロは慌てる。

「な、なぬ!?」

「なんだ？　身体を洗うときは、服を脱ぐのだろう？」

「そうだが……」

　しゅん、とクルムが眉尻を下げた。

「マオーはダメなのか？」

「あ、いや、魔王でも問題はないのだが……」

　別の問題が大アリだ。

　背中を嫌な汗が伝い落ちる。

　しかし、せっかく興味を持ったのに、試すことさえ禁止したら、クルムは困惑するし、悲しむだろう。

　──考えてみれば、まだ子供なのだから、身体を洗ってやるくらい、問題ないんじゃないか？

　クルムは魔王であり、とくに親となる存在はない。

　魔王の起源は存在するのかもしれないが、神の起源と同じく神話ですら語られていなかった。

　今は自分たちが親代わり。

　これは、子育てのようなものではなかろうか!?

　ディアヴロは覚悟を決めた。

「うむ！　なにも問題はないはずだな！　たぶん」

「よし、洗うがよい！」

　クルムが豪快に衣装を脱いだ。

　一糸まとわぬ姿となる。

　胸はつるんと起伏がなく、うっすら肋あばらが浮いていた。

　肌は人形のようにシミひとつなく、完璧すぎて創作物めいている。

　下のほうも、つるんとして大人とまったく違うが、あまり見ないようにした。

　──やはり子供だな。

　クルムが首をかしげる。

「どうしたのだ、ディアヴロ？」

「あ……いや……大丈夫だ。まったく健全だからな！　これを不健全などと言う輩がいたら、そいつの頭が不健全なだけだ。子供を洗ってやるだけだからな。では、桶おけの中に座るように」

「ふむふむ」

　言われたとおり、ちょこんと収まった。

　ディアヴロが使うと狭いのだが、クルムが入ると湯船のようだ。

　桶の内側に、水みず瓶がめを置いた。

　布を水で濡ぬらす。

「すこし冷たいから、我慢するようにな」

「氷の魔術くらいか？」

「そこまでではない」

　よく考えたら、たとえ《アブソリュートゼロ》──水属性最強魔術の一つで、あらゆる運動エネルギーを完全に永久に失わせる──を撃ちこんでも、クルムには通じないだろう。

　一瞬だけ動きを封じる程度か。

　ディアヴロは濡らした布を彼女の足に当てる。

　ビクッ、とクルムが腰を浮かせた。

「冷た！」

「……なに？」

「ひゃひゃっ、冷たいのだ！」

「そ、そうか……意外と、冷却系の攻撃には弱いとか？」

「耐えられるが、冷たいものは冷たい」

「なるほど」

「キサマの魔術も、腕一本を失った程度だったが、けっこう痛かったしな？」

「……濡ぬらした布の冷たさと、禁呪《アポカリプスアビス》を比べるのは、どうかと思うぞ」

　この異世界で、本気の魔王と戦ったことはない。相手が冷静でなかったり、封印されていたり……

　来たるべき大魔王モディナラームとの戦いに、不安を感じてしまうのだった。

　ひとまず、目の前のことに集中する。

　ディアヴロは濡らした布で、クルムの足を洗ってやった。

　もう冷たさには慣れたようで、くすぐったそうに身をよじる。

「ひゃひゃっ！」

「うーむ」

　陶磁器みたいに艶やかで白い肌は、触れるとやわらかくて、すべすべしていた。ただ濡らしただけなのに、引っかかりなく滑る。

　異世界にきて、予想外のことがいっぱい起きた。

　けれども、魔王を洗ってやるなんて夢にも思わなかったなぁ──と妙な感慨に浸る。

　足の次に腕を洗う。

　髪も濡らしていいと言うので、水で砂すな埃ぼこりを流してやる。頭から生えている角も。

　──これが本物かぁ。

　クルムの角は頭皮が固くなって突き出すという生え方をしていた。ディアヴロの場合は、《歪ゆがんだ王冠》による効果で、角があるように見えているだけだ。

　質感を確かめるように、手でなでる。

　ピクッ、と彼女が身じろぎした。

「ひゃうん」

「む……くすぐったかったか？」

「うむ、そうそう余人に触れさせぬトコだからな」

「角にも感覚があるのか……」

　ちょんちょんと指先でつついてやる。

　クルムが首をすくめた。

「はふぅ……や、やめるのだ、ディアヴロ……そこは、ちょっと弱いみたい」

「水で流すくらいにしておこう」

「ううぅ～」

　ディアヴロの角は飾りだから感覚がない。参考になるなあ──と思った。

　そして、クルムの背中を洗う。

　胴体は細く、背骨の凹凸がわかるくらい肉が薄かった。

　尾てい骨のところから、ドラゴンのように鱗うろこのある尻尾が伸びている。先が二叉になっている特徴的な尻尾だった。

　左右に揺れているものだから、ディアヴロは手で摑つかんだ。

「クルムよ、ここも洗うぞ？」

「はうっ……や、やさしく、するのだぞ？」

「お、おう」

　自覚などしていないだろうが、意味深なセリフだった。

　水をかけ、布で拭いていく。

　フルルッとクルムが背筋を震わせた。

「んッ……くふぅ……」

「どうした？」

「い、いや……ちょっと寒くなってきた……かも、なのだ。早めにな？」

　ディアヴロは苦笑してしまう。

「絶対零度も耐えるのに、寒いのか？」

「そんな気がするのだ」

　クルムの頰ほおが赤く染まっていた。

　──これは子育て。これは子育て。これは子育て、とディアヴロは心の中で唱えながら、布を動かす。

　尻尾の裏側の根元を拭くと、クルムがビクッと反応した。

「んぅ」

「冷たいか？」

「はふぅ……へいき……」

「そうか」

　魔王だから風邪など引かないとは思うが、手早くやろう、と濡ぬれ布で拭いてやる。

「ん……ふぅ……」

「こ、こんなもんか？」

「もっと……奥も……するのだ」

　クルムが腰を浮かせた。

　ぴたりと閉じていた両脚を開く。

　かぱあ、と。

「ッ!?」

　そこはもう尻尾の付け根ではなくて、両脚の付け根ではないだろうか？

　思わずディアヴロは固まってしまった。変な意味はないのだが、人は驚くと停止するものだ。

　背後を振り返りつつ、クルムが幼女らしからぬ蠱こ惑わく的てきな笑みを浮かべる。

「ふふ……キサマは、マオーと対たい峙じしてすら堂々としているくせに、こんなときはビクビクして変なヤツなのだ」

「うっ!?　ビ、ビクビクなどしていない。お前こそ、我の極大魔術すら耐えるのに、水くらいでビクンビクンして、おかしなヤツだ」

　一瞬怯ひるんだが、大切なところだから、清潔にしなくては。

　クルムの背後から、両脚の間へと手を突っこむ。

　濡ぬれた布を下腹部に押しつけた。

「フッ……マオーは水くらいで……ひゃうッ!?」

「したな」

「ち、違うのだ！　今のは、キサマが急に押し当てるから。ほら、もう一度やるのだ」

「こうか？」

「ンッ……ううぅ……も、もう一度」

「こうだろう？」

「アウッ……そ、そんなとこ、なでるから……んん……」

「さ、さて、こんなもんか？」

「ダメぇ」

　クルムが両脚を閉じて、布を持つ手を挟んできた。

「ちょっ……!?」

「はふぅ……もうちょっと……ちゃんと拭いてくれないと、ダメなのだ……ンンッ」

「もう充分に綺き麗れいになったと思うのだが……」

　クルムの目つきが、トロンと妖しい感じになっていた。

　ディアヴロは求められるままに手を動かす。

　彼女が身をよじった。

「ン……ふぅ……んん……なるほど……これは、なかなか……はぅん……わかった……かも、なのだ」

「何がわかった？」

「たしかに、身体を洗うのは……キモチイイな」

「そ、そうだろう!?　汗を洗い流すのは、気持ちがいいものだ」

「ンッ……そう……だな……はふぅ……ンッ……ンッ……あ……キモチイイぞ、ディアヴロよ」

「うむ」

「あ……あ……ンッ……も、もうちょっと……」

「お、おう」

「ふぅ……あああ……んんッ……あッ」

　ビクンッ、とクルムが背筋を弓なりにした。




　──水が冷たかったんだろうな、きっと。




　ふるる、と彼女が震える。

　ちゃぱぱ……と音がはじめ、桶おけに溜たまっていた水に、金色が混じる。

　ディアヴロは思わず腰を浮かした。

「お!?」

「ふぁん……んんん……あ……で、でちゃった……みたい」

「出ちゃったかー」

「んはぁ～……ディアヴロよ。身体を洗うってのは……キモチイイのだなぁ」

「あ、ああ、わかったか」

「うん」

　ぼんやりした表情で、クルムがうなずく。

　その後、めちゃめちゃ洗い直した。





幕間




　レムは魔術師協会ギルドから宿屋へと戻ってきた。

　もう夕飯の時間だ。

　報告すべき事柄が多くて、思っていたよりも遅くなってしまった。

「ん？」

　自分が借りている部屋──ディアヴロとシェラも使っている大部屋から、クルムが出てきた。

「レム、戻ったのだな」

「……はい」

　屈託のない笑みに、うなずきを返す。

　魔王クレブスクルム。

　この存在に、レムの一族はずっと縛りつけられてきた。自分が冒険者になったのも、これを倒すためだ。

　今は、家族も同然になっている。

　しかし、皆で一緒のときはいいが、こうして二人きりになると、昔の感情がふと蘇よみがえりそうで、不安になった。

　落ち着かない理由は、もう一つ──

　レムのポーチの中には《神しん結けつ晶しよう》があった。魔王クレブスクルムの残ざん滓しを移したものだ。

　目の前のクルムは不完全な状態だった。

　もしかすると、これを吸収したとき、本当に復活するのかもしれない。

　覚醒しかかったクレブスクルムの姿を思い出し、レムは身震いした。忘れようとしている恐怖が蘇る。

　今のクルムはビスケットが好きなだけの子供だと、内心で自分に言い聞かせた。

　不安を隠すように、訊たずねる。

「……シェラと遊んでいたのですか？」

「シェラは、マオーたちの部屋で寝ているのだ」

「え？　……それでは、ディアヴロと話を？」

「身体を洗ってもらったのだ！」

　ピクッ、とレムは固まる。

　脳裏に渦巻いていた不安や恐怖が、どうでもよくなった。

　別の感情が膨らむ。

「……そうですか……そうですか。何をしていたのか、詳しく聞く必要がありそうですね？」

「お、いい顔をするではないか」

　言われて、レムは自分の顔に手をやった。

　よくわからないが、愛想のいい表情ではなかろうと思う。

「……皮肉ですか」

「いや？　キサマは感情を抑えすぎだな」

　少し前にも、似たようなことを言われた。

　そう言ったのは、元聖騎士のゲイバルトだったか。今は王宮騎士団らしい。

　聖騎士にもかかわらず、金銭のために大だい主しゆ神しん官かんルマキーナの命を狙うような悪党だったが、召喚術士としての実力は確かだった。

「……感情的になるのは未熟の証。非理性的な行動は、危険を招きます」

「上辺を取り繕っていたら実力は発揮されぬ」

「……そう言われても、これは性格なので」

「ふむふむ……では、これをやろう」

　クルムが口の中に指をつっこむ。

　パキン、と音をさせて、取り出した。

　白い牙だ。

　レムは青ざめる。

「な!?　なにをするのですか、クルム!?」

「キサマがディアヴロに頼るのではなく、自分の本当の力を望むとき、額に当ててみるがいい。ちょっと荒っぽい効果になるだろうが……」

「わたしのために、歯を!?」

「これくらい、どうということもない。レムには世話になっているからな」

「……因縁があるのは事実ですが」

「昨日もビスケットを買ってきてくれたし！」

「……あの……もうすこし、他に重要な関係があるのではありませんか？　封印されていた者と、器だった者とかですね」

　クルムが首をかしげる。

「キサマが、マオーを封印したわけではなかろう？」

「それは、そうですが……」

　魔王をレムの一族に封印したのは、神だった。そう言い伝えられている。

　母から娘へ、ずっと引き継がれてきた。

「マオーが封じられていたことで、キサマが苦労したのは聞いている。だが、それもマオーのせいではないしな」

「……はい」

「この街でキサマたちと一緒に暮らすのが、マオーは楽しいと思う。だから、死なないように、これを渡すのだ」

　クルムがそれを差し出した。

　レムは迷いつつも、《魔王の牙》を受け取る。

　とても小さく、白く、綺き麗れいだった。





第三章　剣聖に会ってみる




　三日目の朝──

　ディアヴロはいつもより早めに目が覚めてしまい、一人で食堂に向かった。

　ベッドでは、まだレムとシェラが寝ている。

　あと三十分もすれば起きるだろうが。

　朝食は一緒に取ろうと思い、カウンターにいるメイには珈琲コーヒーだけ頼む。

　定位置の椅子に座った。

　旅に出る者は、日の出前には朝食を済ませ、もう発たっている。連泊する者は、もっと遅くまで寝ているだろう。

　中途半端な時間のせいか、他に客はいなかった。

　一人きり。

　ネットも本もＴＶも眺めず、ゲームもやらず、ぼんやりと珈琲をすする──こんな時間、元世界では持たなかった。

「……平和だなぁ」

　大魔王が西で勢力を拡大していることとか、王宮の不穏な動きとか、自分が召喚されたことの不思議とか……遠い出来事に感じられる。

　タタタッ、と階段を駆け下りてくる足音がした。

　誰かが食堂に飛びこんでくる。

「ディアヴロ!?」

　声をあげて現れたのは、まだ寝間着姿のままのレムだった。

　あられもない格好に、ギョッとしてしまう。

「ど、どうしたのだ、レム!?」

　ディアヴロのことを見つけ、はぁ～～～と彼女が安あん堵どの吐息をついた。壁に手をついて脱力する。

「まだ早い時間なのに、起きたらベッドにいないから、まさか一人で行ってしまったのかと」

「俺が一人で？」

「……ファルトラ市に戻ってから、また旅に出ると言っていましたから」

　ふとエルフの国での会話を思い出す。




「ひとまず、ファルトラだ」

「……その後は、別の場所へ向かうのですか？　都市の防衛戦に参加してほしい、とシルヴィから依頼されていますが？」

「そのために必要なのだ」




　ディアヴロは今日にでも出発する予定だった。

　目的は、自身のレベルアップ。

　そのために、レムやシェラを連れて行くべきなのかは、わからなかった。一人のほうが集中できるかもしれない。

　──置いていく手もあったか？

　一瞬そう思ったが、よく考えると、宿屋や馬車屋での交渉は、ほとんどレムに任せていた。野宿のとき火を熾おこしたり、料理をしたりも。

　シェラはちょっとした休憩の時間ですら、木の実の採取や、狩りができる。水場を見つけるのも得意だ。

　ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリでは、それらの要素がなく、ディアヴロは身につけていなかった。

　──一人で旅するなんて無理じゃね？

　偉そうに腕組みして、背もたれに身体を預ける。

「フンッ……我一人のほうが早いのだが、今朝は珈琲コーヒーを飲みたい気分だったので、ゆっくりしておった」

「わたしも一緒に行きますから！」

　レムが自身の胸に手を当てた。

　決意に満ちた表情だ。それはいいのだが……。

　今の彼女の格好は、寝るときに見慣れているものの、明るい食堂だと、大切なところが透けそうなほどの薄着で、ディアヴロは赤面しそうになる。

　視し線せんを逸らした。

「わ、わかったから、着替えてこい。他の客が来たら、どうする気だ？」

「え？　あ……ひゃあっ!?」

　ベッドにディアヴロがいなかったので、よほど慌てたのだろう、自分の格好を失念していたらしい。

　首筋まで真っ赤になったレムが、両手で身体を隠しつつ、慌てて食堂を出て行った。

「ま、待っててください！　すぐ用意しますから！　絶対ですよ!?」

　階段を駆け上がる。

　いつもの格好と布の面積は変わらないのに、やっぱり明るいところで寝間着だと恥ずかしいもんなんだな──と思うディアヴロだった。
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　全員が揃そろって、朝食を取る。

　テーブルに、いつものパンやソーセージやスープが並んでいた。

　ディアヴロの他に、レムとシェラ。そして、クルムとエデルガルトがいる。

　──さて、レムとシェラを連れて行くのはいいが……

　目的をどう説明するか？

　悩んでいた。

　どうでもよさそうなことだが、魔王ロールプレイにとっては重要事項だった。

　魔王というのはラスボスであり、能力的に完璧で究極なものだ。勇者がせこせこレベル上げするのを、魔王城で余裕ぶって待っているものだった。

　しかし、戦士系を伸ばすとなれば、いろいろ努力と苦労があるだろう。今までと同じようにはいかない。

　なにより、剣聖グラハムに教えを乞うというのが、いかにも魔王らしくなかった。

　考えがまとまらないうちに──

　レムが訊たずねてくる。

「……ディアヴロ、そろそろ教えてもらえませんか？　どこへ、どんな目的で旅に？」

　もしゃもしゃと食べながら、シェラが言う。

「ほーひへは、ひーへなはっはほへ」

「……食べながらしゃべるんじゃありません」

「ごくんッ！　そういえば、聞いてなかったよね──って」

　シェラはあまり気にしていない様子だ。もともと深く考えない性格だし、どこへだろうと一緒に行くのが当然だと思っていた。

　もう隠すのは不自然すぎるか。

　ディアヴロは魔王のイメージを損なわないであろう情報から話すことにした。

「魔王領の北部にある山に、剣聖グラハムという者が住んでいるのは知っているか？」

「けんせー？」

　シェラが首をかしげる。

　まっとうな冒険者であるレムは知っているらしかった。

「……聞いたことはあります。武の道を究めた者に、限界のさらに上を示す、と」

「うむ。そのような存在だ」

「お伽とぎ噺ばなしではなかったのですね」

「エミールが指南を受けているらしい」

　ゲームと同じとは限らないが、剣聖に会えたということは、彼はレベル80以上になっているのだろう。

　元がレベル50程度だったとすれば、この短期間で、なかなかの成長だった。

　ゲームに迫るほどの早さだ。

　しかし、剣聖から〝諸国を巡るクエスト〟を与えられたということは、限界突破の試練を受ける資格まではなかったか。

　レベル99には達していないらしい。

　ディアヴロも戦士系を伸ばすつもりだった。大魔王と戦うなら、人ひと族ぞくの限界を超えたレベル１００以上にしたい。

　隣のテーブルで食事をしていたクルムが、目を丸くする。

「ほう！　ディアヴロは剣も極めるつもりなのだな！」

「あ、いや……」

　いきなり核心を突かれ、焦った。

　レベルアップなどと、魔王らしくないではないか。

　しかし、言葉だけで否定しても意味がなかった。結局、大魔王モディナラームと戦うためには成長が必要だ。

　返事に窮する。

　レムが納得顔で、うなずいた。

「……そういうことでしたか。さすがは、ディアヴロですね。今でも強いのに、さらに向上心を忘れないとは！」

「なぬ？」

「ディアヴロ、もっと強くなるの!?　すごーい!!」

　シェラが瞳を輝かせた。

　クルムが感心したように言う。

「すべてのマオーは、生じたときより強大な能力を持っている。強くなる、という発想すらないものなのだ」

「うっ……そ、そうだな。我も魔王であるからして……」

　──やっぱり、レベルアップなんて魔王らしくなかったか。どう言い訳したら!?

　このままではイメージが崩れてしまう!?　と背筋を冷たい汗が伝い落ちた。

　クルムが演説台のように椅子の上に立つ。

「だが《乱心》みたいに、他のマオーを吸収するヤツもいるのだ」

「う、うむ」

「ディアヴロは、強くなるマオーなのだな！」

　それだ！

　思わず嬉うれしそうな声をあげそうになり、なんとか堪えた。

　クールな笑みを浮かべ、鷹おう揚ようにうなずく。

「フッ……我は真の魔王ゆえ、向上心においても最強だ。当然であろう？」

　内心で冷や汗をぬぐう。

　戦士系をレベルアップさせることで、魔王ロールプレイが崩れてしまうかと不安だったが、助かった。

　これまでに築いてきたイメージのおかげか。

　それと、クルムやレムやシェラの純真さが尊かった。

　隣のテーブルから、ジト目のエデルガルトが、ぼそりとつっこんでくる。

「剣聖～は、人ひと族ぞく？　魔王様は～……人ひと族ぞくなんかに、頼らない」

　鋭い指摘だった。

　しかし、それについては、言い訳を考えてある。

　ディアヴロは唇の端を歪ゆがめた。

「フッ……だから貴様は負けるのだ」

「ぬむ!?」

「人ひと族ぞくだろうと、魔族だろうと、使える者ならば、使う。敵対するならば、倒す。それだけのこと……血に拘こだわっているうちは、狭いな」

　エデルガルトが頰ほおを膨らませる。

「むー」

「魔王から魔力をもらえば、魔族は強くなる。しかし、人ひと族ぞくは修練によって強くなる。貴様もクルムの役に立ちたいのなら、パン屋で小銭を稼ぐだけでなく、研けん鑽さんを怠らぬことだな」

「わか～ってる！」

　ぷい、と横を向いた。

　エデルガルトは魔族の一軍を預かるような立場だったが、クルムよりずっと子供っぽい面があった。

　ディアヴロは思う。

　──剣聖を頼ってレベルアップできるのかは、俺にもわからないけどな。

　ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリと、この異世界は、いろいろな点で差異があった。果たして、剣聖はどのような存在なのか？

　朝食後、ディアヴロたちは馬車を受け取り、魔王領へと向かった。
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　損傷してしまったロゼを拠点《魔王の迷宮》に送り届けたとき、ディアヴロは別の装備を持ってきた。

　旅に出てからは、それを身に着けている。

　黒色に金の縁取りがされた、前のよりも派手めな鎧よろいだった。

　似たような意匠のマントと籠こ手ても。

　これらは、取得経験値を増やす──という効能のある装備だった。この異世界でも効果があるかは不明だが……試してみる価値はあるだろう。

　ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリでは、魔術師のレベルが上限に達したため、ずっと使っていなかったが、初期の頃は頻繁に装備していた。

　この異世界では初めて装着したのに、なんだか妙に懐かしい。

　防具としての性能は低いので、やや危険ではあるが、今は戦士系のレベルを伸ばすことを最優先に考えていた。

　ただし、《歪ゆがんだ王冠》だけは装備したまま。角が飾りだったとバレるのは、情けないように思えて、外せないでいた。

　武器も経験値稼ぎ用のを選んでいる。腰に提げている長剣は、レベル70以上の戦士が装備できる《セラフィックソード》といった。

　同レベルの武器に比べると、攻撃力はいまいちだが、取得経験値を増加する効能がある。

　──使いこなせるのか？

　装備するだけなら、ゲームでも可能だった。

　しかし、魔術師が剣や金属鎧よろいを使っても、性能を活かすことができない。

　この異世界では、複数の職業クラスを伸ばすことが可能のようだ。

　それなら、今のところ魔術師である自分でも、戦士系の武器を使うことができるはず。

《セラフィックソード》はレベル70以上用。

　ディアヴロは以前、エミールから〝戦士としてはレベル40といったところ〟と評されていた。実際には、もう少し上ではないか──と思っているが、甘く自己採点してもレベル70はなさそう。

《セラフィックソード》を使いこなすには、レベルアップが必要だ。

　そのようなわけで、いつもなら魔術で消し飛ばすようなモンスターに対して、あえて接近戦を挑んでいた。

　ディアヴロは剣を叩たたきつける。

「ハアッ！」

　湖から出現した巨大な蛇《マダラスネイク》の首に、輝く刃が刺さった。

　血が飛び散る。

　──くっ……斬り落とせないのか！

　ゲームでの《マダラスネイク》はレベル60程度だった。この異世界だと、もう少し弱い印象だ。
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　今回はレムの召喚獣とか、シェラの弓とかで援護してもらい、危なげなく倒しきった。

　──でも一対一だと、けっこう苦戦しそうだな。今の俺は、戦士系レベル50といったところか？

　戦闘を終えると痛感する。

　ここは異世界でも、現実だ。

　勝利時の演出はない。軽快なＢＧＭは鳴らないし、レベルアップやレアアイテム取得時のファンファーレも存在していなかった。

　味気ない。

　なによりも、経験値を得た実感がなかった。

　数字が表示されない。

　人が仕事や勉強よりも、ゲームに傾倒する理由がわかる。

　現実は、あまりに淡々としすぎていた。

　このモンスターを倒したことで、経験値は入っているのか？　あとどれくらい経験値を積むとレベルアップできる？　装備は効いている？

　全くわからない。

「糞くそゲー」

「……どうかしましたか、ディアヴロ？」

「なんでもない」

　この憂鬱なシステムにもかかわらず、向いていない召喚術士をレベル50まで伸ばしたレムを尊敬する。

　今は、ただ信じて、ゲームと同じように経験値を稼ぐしかなかった。
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　魔王領に入り、北へ向かうこと一週間。

《天てん山ざん》と呼ばれる山の麓に着いた。

　こんな名前だが、脚がかわいい航空機とは、関係がない。

　麓の街は、まるで人ひと族ぞくの領内のように、平和な雰囲気だった。

　ファルトラ市よりも冒険者や兵士の姿が目立つが、世捨て人が集まったような陰惨さが感じられない。

　壁に囲まれた街で、大通りの両端には露天商が並んでいた。

　串焼き肉を売るオヤジが声をかけてくる。

「いらっしゃい！　いらっしゃい！　ジャイアントトードーの肉だよ！　やらかいよ！」

「……美味しそうですね、ディアヴロ」

「蛙かえるのモンスターだぞ？」

「ディアヴロ、見たことのない木の実も売ってる！」

「毒とか大丈夫か？」

　レムとシェラが初めての街で浮かれていた。

　いろいろ理由はあるにしても、冒険者という生き方を選んだ彼女たちは、基本的に旅が好きだ。

　ディアヴロは根がヒキコモリだった。警戒心のほうが、先に立つ。

　──ゲームでは特徴のない回復拠点でしかない村だったが？

「ずいぶん賑にぎやかだな」

「……情報収集です、ディアヴロ。串を買って露天商から話を聞きましょう」

「買うなら、木の実でもいいよね！」

「好きにしろ」

　ディアヴロは他人と会話するのが苦手なので、レムとシェラに情報を集めてきてもらった。

　しばらくして──

　はぐはぐ、と鶏とり肉にくみたいな串をレムがかじっている。

「……この街《ソドマス》は、剣聖がいるということで、腕に覚えのある人たちが集まってきたそうです。道場を開いている者も多いのだとか」

「戦士の街か」

「……やがて、高名な鍛冶師や薬師まで来て、今や魔王領にもかかわらず、モンスターが近づかないほどの戦力が整っているのだとか」

「だから、こうも栄えているのだな」

「……冒険者や商人にとって、安心して寝られる場所は貴重ですから。大きな馬車屋もあるそうです」

「ふむ、剣聖の居場所が近いなら、預けておくか」

　木の実で頰ほおを膨らませたシェラが挙手する。

「ん！　ん！」

「食べてから話せ」

「んぐんぐっ！　ぷはっ！　グラハムさんの家は、山の上だって！」

　シェラが天山を指さした。

　ディアヴロは眉をしかめる。

「登るのか……」

　なだらかな斜面が続き、だんだんと角度が急になり、山頂は雲がかかっていた。

　ディアヴロは歩くのが嫌いだ。

　このレベル１５０の肉体ならば、登るのは可能だろうが。

「あ、あとね、こんなの売ってたよ」

　シェラが差し出す。

　茶色くて小さくて丸い。

「なんだ？」

「《剣聖まんじゅう》だって」

「……わたしも、《剣聖木刀》というのを見つけました」

「わー、楽しそう！」

　──温泉街の土産物かよ!?

　ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリの開発は、この異世界を知り尽くしたうえで、ゲームにする段階で、いろいろと配慮しているように思えた。

　長々とプレイして、レベル80以上となれば、もう初心者ではない。

　実時間で二ヵ月くらいか。

　そのプレイヤーが辿たどり着いた街で《剣聖まんじゅう》では盛り上がらないこと甚だしい。

　もっと厳かな雰囲気が欲しかった。

　とにかく、この先が山登りなら馬車は使えない。

　預けておくことにした。




　馬車屋──

　街の外壁の近くに、大きな倉庫がある。高い柵に囲まれた草くさ原はらもあった。馬が数頭、思い思いに過ごしている。

　馬車屋の主人は、元冒険者なのか強面なドワーフだった。犬のような耳と尻尾がある種族だ。

　ディアヴロたちの馬車を見て、目を細めた。

「いい馬車だな、王都で買ったのか？」

「……はい。わかるものですか」

　話すのはレムにお任せしておく。商人相手の交渉なんて、人との会話が苦手なディアヴロや、頭の回転がおだやかなシェラには難しすぎる。

　ドワーフの店主がうなずいた。

「知り合いの仕事だ。達者でやってるようだな」

　口元が髭ひげにおおわれていて表情はわからなかったが、昔を懐かしむような声だった。

「……わたしたちは剣聖に会いに来ました。しばらく馬車を預かってもらいたいのですが、お願いできますか？」

「剣聖に？　天山に登るのか」

「必要なら」

　ドワーフの店主が、レムを見て、それからディアヴロとシェラを眺めた。

「腕に覚えはあるようだな？　馬車で魔王領を旅して、この街まで来るくらいだし」

「……それなりに」

「なら、今は、やめておいたほうがいい」

　妙なことを言われた。

　レムが訊たずねる。

「どういうことでしょうか？」

「半年くらい前から、《邪じや猿えん》という、魔族だか野獣だかわからんが、とんでもない怪物が出没してる」

「……正体不明のモンスターですか」

「戦ったヤツの話だと──毛むくじゃらの大猿で、人ひと族ぞくの言葉は通じないくせに、器用に剣を使うらしい。そして、実力のある冒険者を狙うそうだ」

「え？　あえて強そうな冒険者を選んで？」

「どいつも強いモンスターを倒したとき、急に襲ってきたって話だな」

「……消耗したところを見計らったのではないでしょうか？」

「怪物の考えなんかわからんさ。忠告はしたぞ」

「はい、ありがとうございます」

　ドワーフは馬車を倉庫へ入れるようにうながした。

「馬車は預かってやる。預かりの契約書を作ろう。そういうのは、ちゃんとしておかないとな」

　豪胆で大おお雑ざつ把ぱそうな外見の割に、丁寧な仕事をするタイプだった。

　言われたとおり、レムが馬車を動かす。

「倉庫に入れます」

「ゆっくりな。おや、ちょっと馬が瘦せてるな、無理させてないか？」

「……長旅が続いたので、疲れているかもしれません」

「ポーションを与えてみるか」

「……お値段のほうは？」

　レムが馬車屋と条件を詰めていく。たいしたものだ。冒険者を廃業しても、商人としてやっていけそうだった。

　ディアヴロは周囲を眺める。

　よくある馬車屋だった。

　しっかりした城壁に囲まれていることもあって、魔王領であることを忘れそうな、のんびりした雰囲気だ。

「ん？」

　ふと、倉庫の前にある荷車に目を留める。そこに積まれている物に。

　ディアヴロは駆け寄った。

「これは!?」

　金色のリンゴといった外見で、葉が星の形をしている。

　ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリに、よく似たアイテムが存在した。

　──もしかして《金きん果か》じゃないか!?

　これを消費すると、経験値になる。

　ゲーム内で数時間ぶんのレベル上げに相当する経験値が得られるアイテムだった。

　当然、こんなふうに山積みにされていたりはしない。

　イベント達成や、ボスモンスター討伐や、ダンジョン制覇といった、特別なときだけ入手できるＳＳＲアイテムだった。

　市場に出品されたら超高額の値付けがされ、プレイヤーの全てが欲しがる。

　もしも、この金果がゲームと同じように経験値になるとしたら、すごいことだった。ゲーム内で数時間ぶんの経験値は、この異世界で何日ぶんに匹敵するのか。

　それが荷車いっぱいに……。

　外見が似ているだけの、普通の果実なのだろうか？

　ドワーフの馬車屋が言う。

「そいつは、そこの天山で採れる木の実だ。色は悪くないんだが、なんせ不ま味ずくてなあ。金果っていうんだが」

　──やはり、金果なのか!?

　シェラが果実をひとつ手に取った。

「へー、美味しそうなのにね？」

　かじる。

　途端に表情が曇り、慌てて吐き出した。

「うええっ！　べっ！　べっ！」

　馬車屋が腹をかかえて笑う。

「わはは！　空腹の野獣でも食わないってシロモノだぞ？　煮ても焼いても苦くてダメなんだ」

「な、なんで……こんなもの、採ってきてるの？」

「金果は薬やく漿しよう果かの一種でな。潰して肥料にすると、野菜の育ちがいいんだ。草原に撒まくと、虫が湧きにくくなるし」

　──味か。

　ゲームでは、味なんかわからないから、使用するのを躊躇ためらうプレイヤーはいなかった。

　ドワーフが古傷をなでた。

「大昔の戦士たちは金果を好んだ、なんて噂うわさもあるが……まぁ、人ひと族ぞくの食べる物じゃないな」

「舌が、ぴりぴりするぅ～」

　まだシェラが嫌そうな顔をしており、馬車屋がコップに水を出してくれた。

「それ食ったネズミが死んだなんて話もある。毒かもしれん。得体の知れない物を口に入れないことだな」

「さ、先に言ってよー!?」

　ディアヴロは真剣な表情で金果を睨にらむ。

　──毒？

　ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリにおいて金果は貴重品だったため、大量に摂取したプレイヤーはいない。

　命の危険があるなら、考えものだった。

　この異世界においても、経験値になるとは限らないし。

　馬車を預ける契約書にサインしたレムが、大通りのほうを指さす。

「……そんな怪しげな果実ではなく、まともな食事をしましょう。それと、登山の道具を揃そろえたほうがいいかと」

「うんうん、美味しい木の実が食べたい！」

　シェラが両手を挙げる。

　ディアヴロも否やはなかった。





†






　翌日──

　よく晴れて、絶好の山歩き日和だった。

《剣聖の庵いおり》までは、登山道が続いているらしい。矢印を彫った石いし杭くいが、等間隔に打たれていた。

　さすが、観光地化しているだけのことはある。

　これで登るのが魔王領にある山でなければ、ちょっとしたピクニック気分なのだが……。

　すこし歩いたところで、さっそく魔獣が出現した。

　黒色の大きな狼おおかみ《ブラックファング》や、灰色の巨大な熊《ジャイアントグリズリー》程度だったので、とくに問題はない。

　レベル80くらいの敵だ。

　それでも、この一帯のモンスターになると、中途半端な戦士系の能力では、簡単に勝てない。

　結局、魔術で蹴散らした。

　麓の街ソドマスを出て、天山を登ること六時間──

　まだ山頂は遠いが、中腹が急斜面になっていた。むしろ、崖と言ってもいい。

　レムが顔をしかめた。

「……どこが、道なのでしょうか？」

　崖に石いし杭くいが打ちこんである。

　矢印は上。

「登れ、ということか」

「……仕方ありませんね」

「木登りみたいな感じで、行けるかな？」

　シェラが崖の岩肌に手をかけた。道扱いするだけあって、簡単に崩れてはこなさそうだ。

　樹上で暮らすエルフにとって、この程度の崖は苦ではなかった。

　レムも軽々と登る。豹ひよう人じん族ぞくの先祖は平原で暮らしていたというが、猫っぽいだけあって木登りも得意としていた。

　二人とも、崖をするする登る。

　ディアヴロは岩肌のでっぱりに指をかけた。

　──浮遊魔術を使うこともできるけど、ズルはやめとくか。

　戦士としては成長途中だが、魔術師レベル１５０の肉体だから、崖を登るくらい造作もないはず……。

　ふと上を見る。

　レムとシェラのお尻を、真下から覗のぞきこんでしまった。

「ぶっふぉ!?」

「ん？　どうしたの、ディアヴロ？」

「……どうしましたか？」

「な、なんでもない」

　ディアヴロは視し線せんを手元に戻し、崖を登ることに集中するのだった。

　さほど長い時間はかからなかった。

　登り切る。

　広く平らになっている、山の中腹の棚だった。登山道の石杭に矢印ではなく文字が彫ってある。

「……〝到着〟だそうです」

　レムが読んだ。

　振り返れば──麓の街が、ミニチュアのように見えた。

　草原のうえでシェラが、ごろんと大の字になって寝転ぶ。

「ふぁ～、やっと登れたねえ」

　呼吸に合わせて大きな胸が上下していた。

　山を登ってきただけあって、平地よりも涼しい。にもかかわらず、シェラは額に汗を浮かべていた。

　レムが肩をすくめる。

「……それほど苦労するような崖ではなかったでしょうに」

「えー？　大変だったよ」

「……無駄な肉がつきすぎなのです」

「あ、そうかも。レムは胸がつっかえなくて登りやすそうだったよね」

「突き落としますよ!?」

「やめて、やめて」

　二人のじゃれ合いを後ろに聞きつつ、ディアヴロは視し線せんを巡らせた。

　人が均ならしたように平らで、中心部に建物があった。屋根に瓦こそないが、木の柱と土の壁で造られており、どことなく和風な雰囲気だ。

　そして、屋敷の周囲には武器が突き立てられていた。剣、槍やり、斧おの、鎌、槌つち……

　ぱっと見で、そう貴重な武具ではなさそうだが、安物でもない。それらが無造作に地面に刺してあった。

　レムが隣に並ぶ。

「……飾りつけならば、美的感覚を疑いますが、まるで戦いくさ跡あとのようにも見えます」

　ディアヴロはうなずいた。

「あの建物が、剣聖の住んでいる庵いおりか」

「……おそらく」

「行くぞ」

　歩きはじめる。

　寝転んでいたシェラが、慌てて立ちあがった。

「はわー、待ってー」
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　玄関の引き戸を、静かに開ける。

　レムが目を丸くした。

「……ディアヴロは、ここに来たことがあるのですか？」

「いや？　なぜだ」

「この扉、迷わず開けたので」

「そういえば、リフェリア王国では引き戸を見かけないな。とある地方では、こちらの形式のほうが多い」

「……そうなのですね」

　彼女は物珍しげに、戸を見ていた。

　シェラは建物の内装のほうに興味を持ったらしい。

「木の家！」

　床は踏み固めた土で、平たい石の上に木の柱を立てている。リフェリア王国では見かけない、古い日本家屋のような建築技法だった。

　建物の中は、玄関というより、物置といったふうで、けっこうな広さがある。

　入って右側が壁で、左側は木戸が六枚。

　木戸の一枚が、わずかに開いている。

　──犬？

　三角のピンとした犬耳が、木戸の隙間から見えていた。

　ピクッ、と犬耳が動く。

　木戸の向こう側から、か細い声があがる。

「あ、あの……お客さまですか？　それとも……こ、こわい人ですか？」

　女の子の声だった。

　剣聖グラハムは老師のはず。独りで暮らす世捨て人という設定だったが、この異世界では使用人がいるのか？

　なんにしても、訊きかれたからには、名乗ったほうがいいだろう。

「我は異世界の──」

「もちろん、客です！　恐い人ではありません！」

　ディアヴロがいつもの自己紹介をしようとしたら、レムが割りこんできた。

　そして、耳打ちしてくる。

「……魔王などと言うと、教えてくれないかもしれませんよ？」

「そうか？」

　剣聖グラハムは人間ヒユーマンだが、種族差別をせず指南してくれる。

　しかし、ゲームでは魔王や魔族が教えを受けているという表現は存在しなかった。

　──交渉は任せるか。

　木戸の向こうから、また声がする。

「ほ、本当に？」

「……はい、害意はありません」

「はぁ、よかったです」

　ようやく木戸が開いた。

　隙間から見えていたのは、犬ではなく、ドワーフの少女だった。尖とがった犬耳とふさふさの尻尾がある。

　歳は十七歳くらいだろうか。

　ドワーフの女性は、子供のように背が低いのに胸が大きいのと、犬っぽい耳と尻尾があるのが特徴だった。

　リフェリア王国では見たことがない、和風の衣装をまとっている。

　もじもじして、ディアヴロたちをチラッと見ては、視し線せんを地面へ落とす。

「あ、あの……いらっしゃいませ」

「……わたしはレム・ガレウという冒険者です」

「あ……ササラといいます」

　深々とおじぎした。

　リフェリア王国には、おじぎの文化もない。握手と会釈くらいだ。

　ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリには、和風文化圏の国も登場していた。海を渡った先の、東方異国という設定で。この異世界にも、東方異国が存在するのだろうか。

　レムが訊たずねる。

「……こちらに剣聖は？」

「えっと、ちょっと時間がかかっちゃうんですけど……」

「待ちます」

　レムが即答した。

　こんな山を登ってきたのだ、たとえ日が変わっても待つだろう。

　ドワーフの少女──ササラがうなずいた。

「あ、ありがとうございます……では、三人前ですね。あの……奥で、お待ちになっていただけますか」

　木戸の内側に招かれる。
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　板張りの床だった。

　部屋の中央に、囲い炉ろ裏りがある。その周囲に、麻織りの敷物があった。

　椅子もテーブルもない。

　木組みの屋根を柱が支える構造だった。白い土壁で、部分的に色が違う。頻繁に補修しているのか。

　ササラはさらに奥へと引っこんでしまった。

　ディアヴロたち三人だけが残される。

「……落ち着きませんね」

　リフェリア王国では床に座る習慣がないため、レムは麻織りの上で身をよじった。

　シェラは脚を揃そろえて、女の子座りをする。

「グリーンウッド王国は草に座るから、こういうのは大丈夫かな」

「うむ」

　ディアヴロは胡座あぐらをかいた。

　しばらくして、やっとササラが戻ってくる。

　大きなお盆を抱えていた。

「お、お待たせしました」

　何を持ってきたのかと思ったら、丸皿にパスタが山盛りになっている。それと、茶色いスープ。

　ディアヴロたちの前に出した。

「あの……どうぞ」

　料理とは別に、目の前に置かれたのは、箸だった。この異世界に来て初めて見る。

　レムが箸をつまんだ。
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「……なんですか？」

「ご、ごめんなさい。おソバは、おハシで食べるものですので」

　ディアヴロは丸皿に盛られたパスタを凝視する。たしかに、灰色っぽいし、ソースもかかっていない。

　そして隣には、薄茶色の液体──スープかと思ったが、蕎そ麦ば汁つゆなのか。

「これが、蕎麦だと!?」

「は、はい。剣聖ソバです」

「剣聖蕎麦!?」

　こくこくとササラがうなずいた。

　レムが微妙な表情をする。

「…………」

　シェラは全く気にしていない様子で、箸を両手で摑つかんだ。どうにか蕎麦を掬すくおうと、悪戦苦闘する。

「やっ、とう！　オソバって食べにくいねー」

「こうするのだ」

　ディアヴロは箸を普通に使って、蕎麦をつまみあげる。

「ふわぁ～」

　歓声をあげたのは、ササラもだった。

「すごいです……そうやって使うものだったのですね……博識です」

「待て。貴様が出してきたのだぞ」

「あ、あの……開祖様の残した秘伝書を元に作ったもので……よくわからないことも多くてですね」

「開祖様？」

「えっと……最初の剣聖です」

「そういうことか」

　ディアヴロの持ち方をちょっと見ただけで、レムは箸を使えるようになった。流石さすがだ。

　シェラはどうしても無理で、とうとう手て摑づかみで食べようとしたので、ササラがフォークを持ってきた。

　剣聖蕎麦の味は──

「見た目は微妙だが、味のほうはコレジャナイという感じだな」

「はわわ……ダ、ダメでしょうか？」

　どう調達したものか、この異世界で蕎麦粉か、それに類似したものは入手できたらしい。

　麵作りも、まったく的外れではないようだ。蕎麦の匂いくらいはしている。

「ぷつぷつと麵が切れるのは、茹ゆでるときの火が弱かったせいか。やわらかすぎるのは、捏こねるときに水が多すぎるせいだな」

　そう漫画に描いてあったのを思い出した。

　オンラインゲームは単純作業の繰り返しが多い。そのため、よく乍ながらで漫画やアニメを見ていることもあった。

　気弱そうだった表情から一転、ササラが真剣そのものになる。

「ふむふむ……火と水……」

「まず、この皿ではなく、笊ざるに盛るのだな。それで、だいぶマシになるだろう」

「ザルですか？」

「水が落ちる器なら、何でもいいが」

「それ……作ってみます」

　ササラが嬉うれしそうにうなずいた。

　シェラが早々に完食する。蕎そ麦ばとしての完成度はともかく、ずっと山登りをしてきた身には、まずまず美味しく感じられたらしい。

　レムも続いた。

「……ごちそうさま。ディアヴロ、肝心なことを忘れています」

「おお、そうだったな」

「はい」

「蕎そ麦ば汁つゆだ。あまりに薄すぎる。せめて薬味を」

「……そうではなく。わたしたちの目的は、剣聖ソバではなく、剣聖に教えを乞うことでは？」

「そうだったな」

　すっかり失念してしまっていた。

　ササラが目を丸くする。

「あ、お客さんではなく……修行者さんでしたか……!?」

「……はい」

「でも、さっき……こわい人じゃない、と」

「そういう意味でしたか。申し訳ありません……わたしたちは、剣聖グラハムに会って、戦士としての指南を頂きたいのです」

　ササラが残念そうな顔をした。

「あらぁ……せっかく、ひさしぶりに、おソバを食べに来てくれたかと思ったのに」

「……剣聖は、どちらに？」

　レムの問いに、いくらか間を置いてから、ササラが答える。

「え、えっと……ここです」

「……この屋敷に？」

「はい。ここにいます」

「……会わせていただけませんか？」

「あ、あの……もう会ってます」

「？」

　レムが首をかしげた。

　ササラが右手の人差し指を立て、自身の鼻をつつく。

「ここに」

「…………？」




「わ、私が、だ、第十三代剣聖グラハム・ササラ……です」
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「は？」

　レムがさらに首をひねる。頭が真横になるくらい。

　ササラがうつむいた。

「す、すみません……やっぱり、見えないですよね……わかってるんです、けど」

「まさか!?　あなたが剣聖なのですか!?」

　勢いよくレムに詰め寄られ、ササラは今にも逃げ出しそうなほどだ。

「あうう……私なんかが剣聖で、ごめんなさい！」

「……し、失礼ながら、帯剣もしていないのでは？」

「おソバを作ってましたから」

「……本当に」

「は、はい。剣聖が打つから、剣聖ソバ……なんちゃって……」

　ササラが赤面して涙目になり、うつむいた。泣くほど恥ずかしいのなら、言わなければよかったのに。

　ディアヴロは驚いていた。

　ドワーフはエルフのような長寿ではないし、グラスウォーカーのような外見が不変という種族でもない。外見どおり十七歳前後だろう。

　少し若作りだとしても〝老師〟とは表現されない。

　男でもない。

　魔術師だったディアヴロは、ゲーム中で会ったことはないが、ネットでグラフィックは見たことがある。

　柄つか頭がしらに三日月の紋章が彫られた日本刀を手にしていた。

　男で、白髪の老人で、人間ヒユーマンだったはず。

　似ても似つかなかった。

　──ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリの剣聖とは、別人ということか。

　シェラだけは平然としてる。

「へー、ササラちゃんが剣聖なんだねー」

「すみません……それっぽくなくて」

「いいんじゃない？　あたしだって、エルフの王妃だけど、それっぽくないでしょ？」

「えっ!?　とても偉い方ではありませんか？　どうして、こんな魔王領の山へ？」

「旦那さんに、ついてきた感じ」

　指さされたディアヴロを見て、ササラが目を白黒させる。

「エ、エルフ王……？」

「うむ」

「混魔族デイーマンですよね？」

「いろいろと事情があるのだ」

　は～、と彼女は感心したような、安あん堵どしたような、微妙なため息をついた。

「世の中、いろんな人がいるのですねえ」

　そう言われると、蕎そ麦ばを出す少女が剣聖というのも、さほど奇異なものではないように思えてくる。

　まだレムは釈然としていない様子だったが。

「……あなたは、いつから、剣聖を？」

　ササラが指を折って数える。

「えっと……半年くらい前から、ですか」

「……最近なんですね。その先代は、どちらに？」

「ッ」

　今まで、おどおどした態度ながらも質問に答えていたササラが、急に顔を伏せた。

　口ごもる。

　なにかを言うが、聞き取れないほどの小声だった。

　レムが驚く。そういえば、豹ひよう人じん族ぞくは聴覚が優れていた。平原で獲物の足音を察知するくらい。

「……亡くなったのですか!?　失礼な質問をしてしまいました」

「い、いえ。もう百歳を超えていましたから」

　この異世界の人間ヒユーマンの平均寿命は五十歳程度らしい。百歳なら、天寿を全うしたと言えるだろう。

　そして、ササラが後を継いだのか。

　レムが自分たちの事情を話す。

「……わたしたちは冒険者で、魔王軍と戦うために力を必要としています。ここに来れば教えを受けられる、と聞いたのですが？」

「え？」

　ササラが戸惑ったような表情をする。

「……違うのですか？」

「私、剣しかわからないです……レムさんは、魔術師ですよね？　そこの方々も、魔術師と弓使いでは？」

　シェラが首を横に振る。

「あたしは、召喚術士だよー」

「そ、そうですか」

　当人は否定したが、ササラの見立ては間違っていないと思う。

　むしろ、今のディアヴロは戦士系の装備をしているのに、魔術師だと見抜くとは、さすが剣聖だった。

「……おっしゃるとおり、わたしは召喚術士です。けれども、今のままでは魔族と戦えません。戦士系の能力を伸ばしたいのです」

「うーん……身体能力を伸ばすのも、魔術師の成長のうちかと」

「……そう、ですが」

　ディアヴロは黙っていられず、割りこむ。

　首を左右に振った。

「その程度の敵ではないから来た。戦士としても高いレベルに昇らなければ、ならないのだ」

「敵……？」

　ササラは低姿勢ではあるが、指南の条件が厳しいのは、ゲームと同じらしい。

　ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリでは、魔王軍の侵攻など斟しん酌しやくされず、基準に達していない者は門前払いだった。魔術師としてはレベル最高に達しているディアヴロですら、戦士系レベル80以上という条件を満たさないため、剣聖には会うことはできない。

　しかし、ここは異世界だ。

　こうして、剣聖と会話ができている。上手く頼めば、指南してもらえる可能性もあるはずだ。

　まず人ひと族ぞく全体に危機が迫っていることを理解してもらう必要があった。

　密かに緊張してしまう。

　──落ち着け。普通に話せばいいんだ。

　魔王ロールプレイでキャラクターを演じないと、うまく言葉が出てこなくなる。

　しかし、威圧的すぎると話がこじれてしまう。できるだけ、フレンドリーに、優しげに。

　ディアヴロは笑みを浮かべた。




「クックックッ……魔王が覚醒した。人ひと族ぞくは滅びるであろう」




「ひっ!?　き、急に、なんですか!?」

　レムがフォローする。

「……わたしたち冒険者が魔王に負けてしまうと、人ひと族ぞくは大変なことになる、という意味です」

「魔王が復活したんですか？」

　ササラは知らなかったらしい。こんな山奥に住んでいるから、情報が伝わってきていないのか。

「《乱心の魔王モディナラーム》だ。聞いたことは？」

「ないです」

「そいつが、他の魔王を次々と吸収して、大魔王を名乗っているようだ」

「大魔王……ですか？」

　いまいち反応が薄かった。

　ササラが申し訳なさそうに言う。

「私、魔王も見たことがありませんから……よくわからなくて」

「ふむ」

　知らないのでは、脅威は伝わらないか。

　レムやシェラがあれこれ説明したが、いまいち実感が湧かない様子だった。それでも、状況だけは伝わったらしい。

「なるほど、大魔王モディナラームのせいで、ジルコンタワー市やエルフの国が……大変なことになっているのですね」

「理解したようだな？」

　ディアヴロは偉そうに腕組みした。

　教えを乞こう。




「剣聖よ、この俺に剣術を指南するがよい！」




「そ、そんな居丈高に言われたの、初めて……です」

「言い方の問題か!?」

「ううぅ……そうじゃなくて……あるていどは剣に長たけた方でないと、教えられないというか、教えても意味がないというか……」

「なぜ、試してもいないのに、満たないとわかるのだ!?」

　剣聖ともなると、わかるのかもしれない。実際、ディアヴロはレベルが足りないのを自覚していた。

　しかし、今日明日にも魔王軍が侵攻してくる可能性がある。簡単に引き下がるわけにはいかなかった。

　ササラが気け圧おされたように答える。

「はわわ……わ、わかりましたぁ……じゃあ、試してみます」

「よし！　誠意が伝わったようだな」

　レムがため息をついた。

「……脅して言うこと聞かせたようにしか見えません」

　そんな馬鹿な。

　ディアヴロは改めてササラを見る。彼女は半泣きになっていた。

　微妙に罪悪感が……。
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　武器が突き立った庭に出た。

　そのうちの一本を、ササラが引き抜く。片刃の長剣だった。

「これ、使います」

　シェラが大あくびをする。

　ディアヴロとレムが交渉している間、うつらうつらと居眠りしていたらしい。どうりで静かだったわけだ。

「むにゃむにゃ……そーいやさ？　どうして、こんなにも武器が刺さってるんだろね？　この、お庭」

　レムが首をかしげた。

「……理解に苦しみます」

　ササラが眉をハの字にして、自嘲する。

「そ、そうですよね。やっぱり変ですよね……あ、はは……先代は一振りあればいいって主義の人だったんですけど」

　ディアヴロには察しがついていた。

「属性のためであろう？　武器ごとに地水火風光闇の属性がある。剣や槍やりや斧おのなど種別による差異もある。普通は自分に合った武器を使うが、相手に合わせる者もいる」

　ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリでは敵に合わせるプレイヤーが大半だった。

　一つの属性だけを極端に伸ばして、どこでもそれで戦う者もいたが。

　しかし、この異世界には、武器が何本も納められるポーチが超貴重品だった。今のところ、ディアヴロの持っている物しか見たことがない。

　必然、複数の武器を使い分ける者は、とても珍しいようだった。

　レムとシェラが感心する。

　ササラは驚いていた。

「そ、それ……わかってくれる人、初めてです」

　なぜか頰ほおを紅潮させる。潤んだ瞳で、まじまじと見つめられた。

　ディアヴロは照れてしまいそうになる。

「フッ……常識だ。今まで来たヤツらのレベルが低すぎたのではないか？」

「ふふふ……」

　彼女は笑みをこぼし、言う。

「たぶん、貴方は冒険者としては、私なんかより強いんじゃないかと思います。魔術を使えば」

「当然だ」

「残念です。剣の道を歩んでくれていたら……全てを教えたかった」

「俺を〝試す〟と言ったが？」

「私の剣を一度でも受け止められたら、合格です」

　ササラが片刃剣を構える。

　風が巻いた。

　──風属性の剣か？

　周囲の空気が一変した。

　レムやシェラが息を吞のんで、その肌が粟あわ立だつ。

　ディアヴロも鼓動が加速するのを感じた。

　別人だ。

　先ほどまでの、おどおどしたササラと、目の前で剣を構えているササラは、まるっきり別人だった。

　ディアヴロは知らずのうちに、手に汗をかいている。

　──この威圧感は、ガルフォードやバドゥタより上だぞ!?

　覚醒した魔王クレブスクルムのときくらいか。ゲーマーとしての直感が、ヤバイと告げていた。

　それでも、逃げるわけにはいかない。

　腰の《セラフィックソード》を抜いた。

「一度でも受け止められたら、だと？　たしかに、剣は得意武器ではないが……この俺を侮るな」

　今までゲームでも異世界でも、大勢の敵と戦ってきている。高レベルな戦士の攻撃を避けたり、受けたりしてきた自負があった。

　ササラが一歩、近づいてくる。

「わかっていないんですね……ご自身のことを」

「なんだと？」

「高位の魔術師と戦うとき、戦士は常に間合いを詰める準備をしてないといけません。距離を取られたら、近づくのが一苦労です。同時に、魔術への警戒も必要になります。ある種の魔術は、そうそう耐えられる威力ではありませんから」

「お前は元素魔術にも詳しいようだな？」

「剣聖ですから」

　この異世界では、召喚術が重視され、元素魔術は軽んじられている。

　しかし、人ひと族ぞくの限界を超えた者には、その強さが正しく理解されているらしかった。

　もう一歩、ササラが近づく。

　魔術師には不利な距離。

　だが、ディアヴロは接近戦も得意としていた。

　剣が届く間合いだが、避ければ問題にならない。それより、接触が発生条件だったり、弾速が遅かったりする高威力の魔術による短期決戦を好んでいた。

　いつも一人で戦うディアヴロは、消耗戦に弱いからだ。

　ササラが言う。

「これが、戦士の間合いです」

「俺を普通の魔術師と同じと思わぬことだ。この距離でも、そうそう後れは取らんぞ」

「それは相手が、魔術を警戒しているからです」

「相手の攻撃を警戒するのは、当然だな」

「魔術は、剣で受けることもできませんから……今から、魔術を警戒しない、全力を込めた斬撃を放ちます。それを防げたら──合格です。剣聖が指南しましょう」

「よかろう」

　ササラの全身から、ふっと威圧感が消えた。

　荒れ狂っていた嵐が、ぴたりと消えて、そよ風すら吹かなくなってしまったかのよう。

「……斬ります」

　無風の空を、すっと鳥が横切った──そんな攻撃だった。予備動作なしに、剣が伸びていた。

「うっ!?」

　ササラの剣が、ディアヴロの首筋を撫なでる。

　皮膚が裂けて動脈から鮮血が吹き出す、ということにはならなかった。

　峰だったからだ。

　そのための片刃剣だったのか。

　──見えなかっただと!?

　ササラの表情に、笑みはなかった。

「本来、剣撃は大地を踏みしめて放つもの……高位の魔術師が相手のときは、動きながら、動く用意をしながらになります」

「馬鹿な。今までにも、相討ち覚悟の敵と戦ったことはあった」

　彼女の能力が高いのは認めよう。

　この剣聖と同じくらい大魔王モディナラームも速い可能性がある──そう考えて、戦士職業クラスを伸ばすことにした。

　方針は正しい。剣聖と会ってよかった、とディアヴロは確信する。

　しかし、ササラの主張には納得しかねる。魔術を警戒していなければ誰でも神速の一撃が放てる──などとは思えなかった。

　彼女が不思議そうな顔をする。

「でも……」

　彼女が腰を落とし、再び剣を振った。

　今度は、ぎりぎりで見えたが……やはり、剣で受けられる速さではない。

　ディアヴロの右肩に、彼女の片刃剣が触れた。

「くっ」

「これだと、ちょっと遅いですよね？」

「先程よりはな……」

「ほら、こっちのが、速い」

　また神速の斬撃を放ってきた。

　受けようと剣を出すが、その前に、ササラの剣により右脚を叩たたかれている。

　接近戦を得意としてきたディアヴロだったが、こいつは別格だった。

　対応できない。

　ディアヴロは奥歯を嚙かんだ。

「これほど差があるとは……予想していた以上だな」

　彼女が剣を下ろした。

　雰囲気が戻る。
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　ササラが深々とお辞儀した。

「す、すみません……痛いところはないですか？」

　ディアヴロは憮ぶ然ぜんとする。

「驚いたな。ここまで圧倒されたのは初めてだ。さすがは剣聖ということか。賞賛する他はない」

「そんな……わ、私は、剣を振るうしか能がありませんから」

　彼女が小さな身体をもっと縮こまらせた。

　ディアヴロは唇を嚙かむ。

　今までの自負が砕け散った思いだ。

　ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリにおいて、自分は魔王と称されるほど圧勝を重ねてきた。

　イベントで何度も記録を残している。

　超人的な反応速度と判断力で、数々の難敵を屠ほふってきた。

　しかも、この異世界は、いろいろな理由により、ゲームよりも全体的にレベルが低いはず。

　ところが、気づいたときには斬られていた！

　こんな敗北は、ゲームでも経験がない。

　──どういうことだ？

　剣聖に指南されるには、戦士レベル80以上が必要だという。だとすると、レベル80以上の戦士は、あのササラの斬撃を受け止められるのか。

　信じがたい。

　だが、認めるしかないのか。

　エミールは指南を受けていると言っていた。




「師匠に言われて、見聞を広めてるとこさ！　北の山に住んでる剣聖グラハムって人に師事してな」




　たしかに、彼は剣聖を師匠と呼んだ。

　ササラは半年前に代替わりしたそうだから、先代の話ではないだろう。

　大魔王モディナラームや、剣聖に接近戦で劣るというのなら、予想通りだった。それ故に、ディアヴロは戦士系を伸ばす必要性を感じたのだから。

　しかし、それとこれとは話が別だ。

　──俺が、レベル80にも劣る？

　釈然としない。

　心配そうにササラが顔を覗のぞきこんできた。

「あ、あの……本当に大丈夫ですか？　ケガなどは……？」

「ない。心配は無用だ」

「そうですか。えっと……それで……指南なんですが……教えようにも、剣が見えないと、無理でして」

　レベルが達していないのは自覚していたが、こうも打ちのめされるとは。

　ディアヴロは戸惑っていた。

　敗北に落ちこみ、魔王ロールプレイによる虚勢が崩れる。そんな不安を抱いたこともあったのだが。




　──俺は、今、すごく、ワクワクしている！




　まるでＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリを始めたばかりの頃のような高揚感だった。

　この異世界に来たばかりのときも感じたが、魔術師としての実力を把握し、安あん堵どが増すにつれて、昂たかぶりは消えていった。

　だが、もっと強くなれる！

　ディアヴロは手にした剣を握りしめた。

「ふ、ふふふ……」

「納得していただけましたか？」

「感謝するぞ、ササラよ」

「え？　え？」

「お前の剣、必ずや受けきってみせる」

　彼女がうなずいた。

「はい。きっと、十年くらい修行すれば、たぶん」

「悪いが……俺は、それほど悠長にはしていられないのでな」

「で、でも、修行は地道なものですから……」

「負けだ！　出直す」

　ディアヴロは背をむける。

　レムとシェラが待っていた。

　あるいは、敗北したことで信用を失うのでは──とも思っていたが、彼女たちの表情に、失望や侮蔑の色はない。

　むしろ、労ねぎらいの笑みを向けられた。

「……大変でしたね。あなたが負けるところなど、初めて見ました」

「ササラちゃん、強いんだねー。あたしも、ぜんぜん剣なんて見えなかったよー」

「……さすがは剣聖です。ファルトラ領主や聖騎士サドラーより速かったように思うのですが？」

「うん、バドゥタって人より速かったよね」

　間違いない。

　だが、レベル80の戦士なら受けられる──というのなら、自分が弱すぎるのだろう。

　ディアヴロは敗北を認め、山を下りるのだった。





第四章　レベルアップしてやる




「これを全て売ってくれ」




　翌朝。

　ディアヴロは一人で馬車屋を訪ねた。

　まだ眠そうな顔をしていたドワーフの店主が、首をかしげる。

「あん？　金果を……？　秣まぐさにはならんが……肥料か？　畑でも作るのか？」

「食べる」

「ははは……そういう冗談、王都で流は行やってんのか？」

「俺は本気だ。売るのか売らないのか、早く答えるがいい」

「売らないと言ったら、どうするね？」

「ならば仕方がない。山で採れるというのなら、山に入るまでのこと」

　登山道の近くでは見かけなかった。

　魔物の強さからいって、それほど山奥深くとは考えにくい。おそらく、登山道から外れたどこかだろう。

　店主が肩をすくめた。

「やっぱり冗談としか思えないが……まぁ、そこまで言うなら、売ってやろう。たいして高価な物じゃない」

「よし！」

　ディアヴロは荷車ごと買い取った。




　泊まっている宿屋に戻る。

　レムとシェラが建物の前でキョロキョロして、心配そうに待っていた。

「ディアヴロ！　それは一体……？」

「なになに？　うえ!?　それって、めっちゃくちゃ苦い金果ってやつじゃないの？」

「うむ」

「……朝早く一人で出かけたと思ったら……そんなもの、どうするのですか？　シェラにでも食べさせる気ですか」

「絶対ヤダよ!?」

　往来で大声を上げるものだから、道行く人々にジロジロと見られてしまった。ただでさえ、目立つ格好をしているというのに。

　ディアヴロは二人に説明する。

　形はどうあれ、敗北を見せてしまった。にもかかわらず、彼女たちはわずかにも態度を変えたりしていない。

　そのことが、自分の心理に、いくらか影響を与えているのだろうか？

　修行について隠し事をしようとは思わなくなっていた。

　魔王ロールプレイは続けているが、今の自分が修行中の身であることは、歴れつきとした事実である。

　レベルアップに必死になることは恥ではなかった。

「金果は、俺が食べるのだ」

　レムとシェラが固まる。

　表情を険しくした。

「あ、あの……ディアヴロ……いくら負けたからといって、そこまで思い悩むのは、どうかと」

「そうだよ！　負けることくらい誰にでもあるよ!?」

「……そもそも、魔術を使えば、あなたのほうが強い、とササラも言っていたではありませんか」

「なにも死ぬことないよ！」

「……ファルトラ市を守る戦いに参加するのではなかったのですか？」

「エルフの国は、どうなっちゃうの!?　あたし、いきなり未亡人になっちゃうの!?」

　ディアヴロは詰め寄る二人を制した。

「待て待て。お前たちは勘違いをしている」

「……金果は毒だそうです」

「こんなの食べたら、絶対に死んじゃうよ？　そんくらい不ま味ずいよ」

「そういう説もあるが、これを食べるとレベルアップできる──という情報もあってだな？」

　レムが諫いさめるように言う。

「……〝果実を食べてレベルアップ〟ですか。そんな、オカルト、ありえません」

「レベルアップできる食べ物なんて、おかしいよ!?」

　シェラも必死に止めようとしていた。

　ディアヴロはうなずく。

「お前たちの考えは、よくわかった」

「……わかってくれましたか」

「うんうん、もっと普通に美味しいものを食べようよー」

　二人が安あん堵どしたような表情を浮かべる。

　やはり、理解などされないのだった。




「だが、食べる！」




　ディアヴロは金果を摑つかむと、それを口に放りこんだ。
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　昔から、人の言うことをきかなかった。

　自分で決めたことは、曲げたくない。

　そもそも、他者の意見に素直に従うような性格であれば、ヒキコモリもニートもやっていなかっただろう。

　コミュ障ではあっても、主体性はある。

　むしろ、協調性が欠落しているとも言えた。

　周りが何と言おうと貫き通す。

　他人の価値観に追従するのなら、この自分が存在する意味は何なのか？　と思うのだった。
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　その結果──

　ディアヴロはベッドにつっぷしていた。

「ううぅ……」

　レムが呆あきれた声を漏らす。

「……むちゃくちゃです」

「大丈夫？　大丈夫？」

　シェラが背中をさすってくれていた。

　お腹、痛い。

「問題ない。当然だ」

　ディアヴロは脂汗を垂らしながら、それだけを返した。

　ポーチに手をつっこんで、紫色のポーション管を取り出す。震える手で、そいつを飲んだ。

　腹の中でのたうちまわっていた毒蛇が眠ったように、痛みが引いた。

《解毒ポーション》だ。

　この異世界では貴重品だが、ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリでは誰でも簡単に入手できる、極めて一般的なアイテムだった。

　こんな用途は想定していなかったが、何本も持ってきてある。

「ふぅ……」

　ディアヴロは吐息をついた。

　金果は想像を絶するほど不ま味ずい。そもそも食べ物の味とは言えないほどだった。医薬品的な苦さがあり、吞のみこんだ後は汗が噴き出し、身体が震えだす。

　三つ目を食べたところで、急激な腹痛に襲われたのだった。

　本当に毒性があるのか。

　いずれにしても、人ひと族ぞくの食べ物とは思えなかった。馬車屋の店主が言っていたとおりだ。

　部屋の隅に、荷車ごと金果が置いてある。

　ディアヴロの脳内で、天使が諭す。

　──やめておきましょう。こんな苦労をしても強くなれるとは限りません。魔術師としては充分に強いのだから、戦い方を工夫すればいいではありませんか。今までも、そうしてきたのですから。

　対して、悪魔がささやく。

　──やめておこうぜ？　そもそも戦いから逃げて、遠い国で楽しく暮らせばいいじゃねえか。Let'sスローライフ！

　両者一致か。

　しかし、ゲーマー魂は別だった。




　──効率的なレベルアップの可能性があるのなら、命くらい懸ける！




「当然だな」

　ディアヴロは重い足を引きずるように進み、震える手で、金果を摑つかんだ。

　レムやシェラは、もう止めなかった。

「……わたしは、あなたを信じます。昔、そう言いましたね、今も変わりはしません」

「どうしても必要って、ディアヴロが思うなら、仕方ないよね」

「フッ……案ずるな。俺とて、こんな下らないことで死ぬつもりはない」

　ディアヴロは金果を口に入れた。

　同時に、《解毒ポーション》と《ＨＰ生命力回復ポーション》を飲んで、流しこむ。

　身体の内側で、再び毒蛇が暴れはじめた。

　痛みが走り、顔が引きつる。

　ごろごろと地響きが、下腹部から聞こえた。

　激痛の走る腹に、あえて力を入れる。

「我こそは、異世界の魔王ディアヴロ！　この程度のことで、屈するなど、ありえん！」

　さらに食べる。

　食う。

　食らう。

　吞のみこむ。

　嚙かじる。頰ほお張ばる。貪る。食する。搔かき込む。食い散らかす。がっつく。暴食する。馬食する。飽食する。

　食べる。食べる。食べる。食べる。食べる。食べる。食べる。食べる。食べる。食べる。食べる。食べる。食べる。食べる。食べる。食べる。食べる。食べる。食べる。吐く。食べる。食べる。食べる。食べる。食べる。食べる。食べる。食べる。食べる。食べる。

　食べる。食べる。食べる。食べる。食べる。食べる。食べる。食べる。食べる。食べる。食べる。食べる。食べる。食べる。食べる。食べる。食べる。食べる。食べる。食べる。食べる。食べる。食べる。食べる。たべる。食べる。食べる。食べる。食べる。食べて食べて食べまくった。

　三日後──

　荷車に山積みだった金果がなくなった。
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　ディアヴロは再び天山に登る。

　解毒し、治癒もしたはずなのだが、腹の奥に重い痛みが残っていた。

　三日三晩、食べ続けたのと、痛みのせいで寝られなかったため、瞼まぶたが重い。

　もう歩くのも厳しいほどだった。

　途中で現れる魔獣は、レムとシェラに排除してもらう。

　戦う余力などなかった。

　剣聖の庵いおりの直前にある崖を登りきったディアヴロは、草原に寝転がる。ふっ、と意識が途切れそうになった。

「…………」

「え？　あ、あなた方は……!?」

　ササラの声だ。

　ディアヴロは身体を起こす。




　時刻は、夕方──

　前より遅く宿を出たのと、ディアヴロの身体が重かったのと、戦闘をレムたちに任せたために時間がかかった。

　西日に赤く照らされている。

　地面に無数の武器が突き刺さっていた。

　剣聖の庵いおりだ。

　そして、修行の最中だったのか、槍やりを手にしたササラが立っている。唐突な来訪に、驚いた顔をしていた。

「また来るなんて……どうしたんですか？」

　レムが苦々しげに言う。

「……わたしは、少し休んでからと提案したのですが……ディアヴロがどうしても、と」

「ごめんね、ササラちゃん。もう一度、試してほしいんだって」

　シェラも言い添えた。

　ササラが首をかしげる。

「ええ？　で、でも、まだ一週間も経っていませんよ？」

　彼女は十年と予言していた。

　ディアヴロは立ちあがる。

　手が震えていた。

　たとえ休んだとしても、治るのかは、わからない。妙な寒気も、身体の内側で暴れる毒蛇の痛みも。

《解毒ポーション》や《ＨＰ生命力回復ポーション》では改善しなかった。

　しかし、そんなことはどうでもいい。

　金果を食べれば、ゲームと同じようにレベルアップするのでは？　と考え、無茶をした。

　──結果は？

　知りたい。

　ササラの斬撃を見切れるのか、否か。

　ポーチから剣を出すのも面倒で、ディアヴロは目の前に突き立っていた剣を摑つかみ、引き抜いた。

「これを、借りる」

　錆さびの浮いた長剣だ。

　わずかに魔力を感じるが、たいした効果はないだろう。

　ササラが戸惑ったような顔をしていた。

「あ、あの……とても顔色が悪いんですが……」

「気にするな」

「でも、今にも倒れそうですし……」

「お前の屋敷が、こんな山奥にあるせいだ。宿を出たときは、少しはマシだった」

「ご、ごめんなさい」

「申し訳ないと思うのなら、今一度だ。どうしても嫌だと吐ぬかすなら、こちらから仕掛けさせてもらう」

「ううぅ……わ、わかりましたぁ……」

　またササラが半泣きになった。

　罪悪感を抱くが、気遣っている余裕はない。彼女の言うとおり、ディアヴロは今にも倒れそうだった。

　ササラが槍やりを構える。

　また雰囲気が変わった。

　今度は、皮膚がチリチリと焼かれるような威圧感。

　先日と違う。

　槍の鋒きつさきが炎に包まれていた。

　──装備した武器により、こうも変わるとは。

　ササラが餓えた狼おおかみのような目で睨にらみつけてくる。

「警告はしました。死んでしまっても、恨み言は聞きませんよ？」

「望むところだ。もしも手加減などしたら、我が極大魔術で灰にしてくれるぞ」

「ふぅ……」

　また彼女が近づいてくる。

　普通だと、魔術師と戦う槍使いは、武技《ランスチャージ》などで突進してくる。

　じわじわと間合いを詰めてこられると、圧迫感があった。

　──焦るな。

　この異世界における金果の効果は不明だが、ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリで、あれだけの量の金果を消費したら、確実にレベルアップしている。

　本当に？

　ゲームはゲームだ。異世界といえど、これは現実。

　果実でレベルアップなど、ありえるのか？　思考が、ぐるぐる回る。

　ササラが間合いに入る。

「必中の刺突、です」

「待っ……」

　思わず、口から出た。

　彼女は優しい性格だから、応じてくれたのか。

　ディアヴロの肩を狙った槍の一撃が、当たる寸前──速度が落ちた。

　ぎりぎりで避ける。

「ふぅ……あー……すまんな。その……クシャミが出そうになったものでな」

　寸前で不安になったもので──などとは言えなかった。

　ササラが険しい表情を浮かべる。

　気弱だが、けっこう生真面目な性格だ。気分を害したのかもしれない。

「もう一度……ですね。ちゃんと受けてください」

「ああ、そういう試験だからな」

　深呼吸する。

　余計なことを考えてはダメだ。集中しなくては。

　しかし、金果は生死を彷徨さまようほどの不ま味ずさだった。

　ササラの攻撃が受けられなければ、あれだけの苦労が無意味だったということになる。

　心が折れそうだった。

　ヒキコモリ不可避。

　せめて体調を万全に整えてから挑むべきだったのでは、と今更になって常識が脳裏を過ぎった。

「や、やっぱ、また今度に……」

「行きます！」

　先ほどの言い訳で怒らせたのか？　ササラが今までになく気合いの入った大声をあげた。

　槍やりで突いてくる。

　ディアヴロは目を見開いた。




「避けろ、ササラッ!!」




　試験のことなど頭から飛んでしまう。躊ちゆう躇ちよはしなかった。

　剣を突き出す。

　ディアヴロは魔術《フレアバースト》を放った。
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　ササラが地面に転がる。

「ひっ!?」

　同時に、爆発が至近距離で発生した。

　その炎と煙の中から、黒色の影が飛び出す。

　ディアヴロは内心で舌打ちした。

「発生が遅いだと!?」

　体調のせいか──魔術を詠唱してから、《フレアバースト》の爆発が発生するまでに、やたらと時間がかかった。

　突然のことに、ササラが目を白黒させる。

「な、な、なんです……!?」

「こっちが聞きたい！　こいつは、本当にモンスターなのか!?」

　数歩の間合いを取って対たい峙じする黒色の影は、毛むくじゃらの大猿だった。ディアヴロより、やや背が高いくらいか。

　柄つか頭がしらに三日月が彫られた日本刀を構えている。

「グルルルルル……」

　低くうなった。

　レムが叫ぶ。

「ディアヴロ！　そいつが《邪猿》では!?」

「ああ……そんな話を聞いたな」

　馬車屋のドワーフが忠告していたのを思い出した。

　ササラが息を吞のんだ。

「な、なんで……!?」

「冒険者が強いとみるや、襲ってくるそうだ。どうやら、狙われたようだな、ササラ」

　先ほど、彼女が槍やりで突いてくる直前──

　その背後から、ものすごい速さで斬りかかってくるのが、ディアヴロからは見えたのだった。

　ササラが首を左右に振る。

「いえ……いえ……狙われたのは、私ではない、です……」

　剣を構えたときの凜り々りしい雰囲気はなく、普段の気弱そうな面が顔を出していた。槍は手にしているものの、立ち上がらない。

　──実戦は弱いタイプか？　あるいは……

　なんにしても、冒険者に被害も出ているようだ。

「クエストは受けていないが、狩っておくか？」

　ディアヴロは次の魔術を放とうとする。

　毛むくじゃらの大猿──邪猿が、ばっと飛び退のいた。

「ギィィィィィィァ！」

　奇妙な叫び声をあげた。

　そのまま、山の木々の中へと逃げていく。

　深追いはしない。

　正直、強敵と戦えるような体調ではなかった。

「やれやれだな」

「ううぅ……」

　ササラはへたりこんだままだった。

　レムとシェラが駆け寄ってくる。

「……ディアヴロ、無事ですか？」

「なんか、変な感じだったねー。野獣とも魔獣とも魔族とも違うっぽかったよね？」

　そう、あれは違う。

　ディアヴロは剣を地面に突き刺した。

「ササラよ、もう一度、問う。あの邪猿は、本当にモンスターなのか？」

「そ、それは……」

「ある事情で、俺は剣聖を見たことがあってな」

「えっ!?」

　彼女が息を吞のんだ。

「なぜ、邪猿などと呼ばれ、冒険者を襲うモンスターが……剣聖の刀を持っている？」

　レムが驚き、シェラが首をかしげる。

　ササラの肩が震えた。

「…………」

「先ほど、自分が狙われたのではないと断言したな。お前は何かを知っている。何を隠している？」

　ぐっ、と彼女が奥歯を嚙かんだ。

　どうあっても話さないつもりか？

　レムが傍らにしゃがんだ。

「……ササラ、今のうちに話しておいたほうがいいです。このディアヴロという人は、ときどき恐ろしいことをしますから。隠し通すと、一生ものの恥辱を味わうことに」

「ひっ!?」

　最初の夜に、豹ひよう耳みみをいじり倒して秘密をしゃべらせたことを、まだ根に持っているのか。

　シェラが笑顔で、ササラの背に手を置いた。

「大丈夫！　ディアヴロは悪そうな顔して、悪そうなこと言うけど、みんなを助けてくれる良い人だから！」

「で、でも……」

「なにか事情があるんでしょ？」

　ササラがうなずいた。

「あの……こ、このことは、街の人たちには、内緒に……」

「うん！」

「……約束します」

　ディアヴロもうなずいた。

　他人の秘密を言いふらす趣味はない。

　諦めたように、ため息をついて、ササラが立ち上がる。




「もう、お察しのように……邪猿とは……先代の剣聖。私の養父……です」




「……なぜ、あんな？」

「そ、それは……」

　まだ言いよどむササラの手を、シェラが握った。

「教えて、ササラちゃん。あたしたち、お友達でしょ!?」

「お……おとも……だち？」

「うん！」

「そ、そうなんでしょうか……？」

「そうだよー」

「お友達……そんなふうに言われたの、初めて、です」

　ディアヴロは首をかしげた。

　その友達とやらに、自分も数えられているのだろうか。

　シェラの距離の詰め方に、ついていけない。

　しかし、ササラは頰ほおを紅潮させ、握りしめられた手を見つめ、満更でもなさそうだった。
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　ディアヴロたちは、屋敷の中に場所を移した。

　前に蕎そ麦ばを食べた囲い炉ろ裏りのある部屋だ。




　十年前──

　ササラは商人をやっている父親に連れられ、《ソドマス》に来た。

　ところが、父親が天山の魔獣にやられてしまう。

　あやうく彼女も喰くわれるところを、通りかかった剣聖──グラハムに助けられた。

　柄つか頭がしらに三日月の紋章がある日本刀《暗月》を提げた、老師だ。

　親を亡くし、身寄りもないササラに同情したのか、彼は生きる術として、剣を教えてくれた。

　ササラには天賦の才があった。

　彼女は本当に苦しそうに、言う。

「……五年目くらいで……たぶん……私のほうが、強くなってしまって」

　恐るべきことだった。

　いつかは、剣聖の名を継いでほしい、と優しく教えてくれたグラハムだったが……。




　半年前──

　グラハムは稽古で娘に手加減されているのではないか？　と疑念を持つ。

　彼は殺す気で斬りつけてきた。

　稽古ではない。

　襲撃だった。

　幸か不幸かササラは、グラハムを退ける。彼女は才能に愛されすぎていた。優しい老師を嫉妬で狂わせるほどに……。

　剣聖は闇へと堕ちた。

「人ひと族ぞくという殻を捨て、剣を振るうだけの存在になる……そういうのが、あるんです」

「……《武技》でしょうか？」

　レムの問いに、ササラが首を横に振った。

「あれは、もう剣術とか技とかではないです。ご先祖の残した言葉には、ただ《鬼》と」

「……鬼」

「禁忌なのに……私のせいで、あんなに優しかった義と父う様さまが……」

　涙声だった。

　シェラが肩を抱きしめる。

「悲しいね」

「そう……そう、なんです……悲しい」

　ぽろぽろ、とササラが涙をこぼす。

　声をあげて泣いた。

　ササラが落ち着くのを待ち、レムが訊たずねる。

「……その話からすると邪猿の標的は、あなたということですか？」

「鬼になってしまった義父様は、もう昔のこと、覚えてないんです。私のことも、わからないみたいで」

「……意味ないですね」

　人が一人消え、鬼が一匹生まれてしまった。

　つまり、そういう話だ。

「今の義父様は……強い人を見つけたら、斬りかかるだけなんです……でも、私は、もう義父様と戦えないから……」

「ん？　どういう意味ですか？」

「えっと……殺気とか闘志がない相手だと、義父様は戦わないんです。それと、戦士としか戦わないです」

「……襲われるのは、強い戦士系ということですか？」

「はい」

「……そして、あなたは先代と戦う意思がないから、標的にされない」

「たぶん、です」

　レムが眉をひそめた。

「……厳しいことを言うようですが、それは正しいのでしょうか？」

「正しい？」

「あなたは先代に恩義を感じ、その人と戦いたくないと思っているのでしょう」

「と、当然です」

「……でも、その先代は、あなたに勝ちたくて鬼にまで堕ちたのではありませんか？」

　ササラが絶句した。

　自分の手を見つめる。

「そ、そんなふうには……考えたこと、なかったです。ただ、どうしようもなく、怒らせたんだとしか」

　レムはゆっくりと話す。

「……心の中は、わかりません。当人ですら、誤解していることがあるくらいです。でも、人を殺す手段なんて、いくらでもあります。それらではなく、剣を振るうだけの鬼と化したのは、意味があるはず。そうは思いませんか？」

「ううぅ……」

「先代に、わたしは会ったことがありません。一番近くにいたササラには、何かわかることがあるかもしれません」

「はい」

「どうするのがいいか、よく考えてみてください」

「…………」

　ササラが黙って、うなずいた。

　レムはあえて事務的な口調で語る。

「考えた結果──あなたが戦わないというのなら、わたしは冒険者として行動します。剣聖以上の強さを持ったモンスターを放ってはおけませんから」

　ひとまず、邪猿については、そういうことになった。
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　ディアヴロは立ち上がる。

「さて、帰るか」

　さすがに、もう集中できそうにない。

　体調も最悪だった。

　宿に戻って、数日は休息を取って、再びササラに挑むとしよう。

「あ、あの……待ってください。えっと……〝試し〟のことなんですけど……」

「む？」

　まさか、挑戦に回数制限があるとか言うのだろうか。だとしても、今日のはアクシデントでノーカウントだと思う。

　ササラが姿勢を正した。

「あの……見えていましたよね？　私の刺突が」

「途中で邪魔が入ったではないか」

「そ、それは二回目……です。一回目のとき」

　ディアヴロが〝待った〟をかけて、ササラが攻撃をゆるめてくれたのを思い出す。

　──アレで失格と言われたら、返す言葉もない。

　実戦で〝待った〟と言って止まる敵があるだろうか？　我ながら、馬鹿なことを口走ったものだ。

　言い訳を考える。

「あー……実は、あのとき、すでに邪猿の気配が……」

　冷や汗をかきつつ、適当な理由を並べようとした。

　ササラが瞳を輝かせる。

「は、初めてなんです。刺突を避けられたの！」

「むむ？」

「あのとき、剣で受け流すことも、できたんじゃないかなって」

「当然であろう。お前が、攻撃をゆるめたのだから」

「え？　えっと……ゆるめてません」

　レムとシェラも同意した。

「……見えないほど速い攻撃でしたね。前と変わらず」

「うんうん。剣で斬るより速いくらいだったよね」

　ディアヴロは首をかしげる。

「妙なことを言うな。一回目は明らかに、ゆっくり突いてきたではないか？」

　ササラが興奮気味に言う。

「ゆっくり！　私、自分の刺突をそんなふうに言われたの、初めてです」

「ま、まさか……」

「私は剣聖です。中途半端な攻撃をするなんて、ありえません。急所は狙いませんでしたが、全力本気の刺突でした。貴方は、それを避けたんです！」

「マ……」

　マジでか!?　と言いそうになる。

　ふつふつ、と喜びが湧きあがってきた。

　ササラが宣言する。

「合格です！　ディアヴロ、貴方を剣聖の弟子として迎えます。わ、私の弟子……第一号ですね」




　弟子一号。




「なん、だと……？」

　彼女の言葉には、ディアヴロだけでなく、レムとシェラも首をひねった。

　ササラが頭を搔かく。

　ふさふさの犬尻尾が、ぱたぱたと揺れていた。

「うふふ……私の全力の剣を誰も受けてくれなくて、ちょっと不安になってましたー。やっとです～」

「半年前から、剣聖をしていると言ったな？」

「は、はい。とても強そうな戦士が、何人も来てくれたんですけど……なかなか」

「エミールという男は知っているか？」

「あう、ごめんなさい。私、人の名前を覚えるのが苦手で……」

「〝女性の味方〟だと自称する、おかしなヤツだ。ビュシェなんとかいう長い名前で」

　ササラが嫌そうな顔をした。

「き、来ましたぁ……ファルトラ領主の剣を防いだことがあるって言ってたんで、すごいのかな……でも、弟子になったら、この人が屋敷に泊まるの？　ちょっと恐いなーって思いながら斬ったんですが」

「どうなった？」

「百回くらい斬ったけど、一回も防げなくて、ホッとしました。あ、諸国を一周してからまた来てください、って言って帰ってもらって……」

「貴様、糞くそゲーではないか!?」

　ディアヴロは思わず怒鳴ってしまった。

　ビクッ、とササラがのけぞる。

「わ、わわ……な、なにか……ダメでしたか？」

「剣聖の指南を受けるには、戦士レベル80と言われている──それを知っているのか!?」

「え？　レベル？　なんですか？」

「そのあたり、先代から教わっていなかったのか!?」

　彼女が一生懸命に思い出す。

「あ……あ……そういえば、弟子になりたいって人が来ると……義と父う様さまが試してて」

「うむ」

　ササラが昔を懐かしむような、遠い目をして言う。




「いつもより三倍くらい遅く斬って、受け止められたら合格にしてましたねー」




「そぉれぇがぁ本来の難易度だぁぁぁ、たわけめがぁぁぁー!!」

「ひぃ～!?　ごごごめんなさいー」

「三倍速で試されてたのか!?」

「あわわ……ぜ、全力で斬っちゃダメだったんですかー!?」

「先代は!?」

「はうぅ～、手加減してましたぁ……ずっと忘れてましたぁ……」

　ササラは壁際まで逃げると、尻尾を抱きしめてガクガクと震えた。尖とがった耳が、ぺたんと垂れる。

　ディアヴロは仁王立ち。

　眠気など吹っ飛んでいた。

「貴様、レベルも知らないのか!?」

「あ……う……義父様から……一度だけ……」

「なんと言われた？」

「〝この義ち父ちに勝ったときは、レベル２００と認めよう〟って……」

「レベル２００!?」

　頭が、くらくらしてきた。

　地面が斜めになったように感じられる。

　ササラの斬撃を、以前のディアヴロが見切れなかったのも納得だ。戦ったことのない未知の高レベルだった。

　ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリに実装されていたのは、レベル１５０まで。

　遥はるかに上。

　その高みへ、たった数年の修行で至ったとは。

　天才か。

　──先代剣聖が嫉妬で鬼と化したのも、ちょっと理解できるかも。

　[image: ]られた犬みたいに震えている姿からは、想像もできないが、このドワーフの少女は、今まで戦った誰よりも高レベルだった。

　レムがなだめるように言う。

「……ディアヴロ、誰にでも間違いはありますから」

　もう怒ってはいないが、魔王らしく偉そうな態度で応じておく。

「次はないぞ」

　ササラが何度もうなずいた。

　ディアヴロは呆あきれたような口調で問う。

「そもそも、俺は弟子一号らしいが……ちゃんと指導はできるのだろうな？」

「だ、大丈夫です……義と父う様さまは言ってました。〝剣聖の業は、戦いの為ではなく、人を育てる為にある〟と」

「明日は何をする？　屋敷の掃除や、畑仕事などと言われたら帰らせてもらうぞ」

　基礎や精神修行が大切なのは理解するが、いつファルトラ市に魔王軍が侵攻してくるかわからない。腰を据える必要があるなら、出直すつもりだった。

　ササラが緊張した面持ちで。

「え、えっと……私と木剣で斬り合い、というので……どうでしょう？」

「うーむ」

　不安しかない。

　レベル２００戦士だと、木剣でも一撃死がありそうで恐いのだが……。
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「ちゃ、ちゃんと手加減できます！」

　──ええー？　ほんとにござるかぁ？　という気分になるが、一応は信じてやることにした。

　レムがササラの前に座る。

「……よろしいでしょうか？　剣聖に、ふたつほど頼みがあるのです」

「あうぅ……私なんかでよければ」

　ただでさえ気が弱いところへ、ディアヴロの怒気を浴び、卑屈なほど萎縮していた。

「あなたにしかできません。先ほど言っていた正しい厳しさで、私も試していただけませんか？　いくらか遅いのであれば、なんとかなるかも」

「で、でも、貴女あなたは召喚術士では……？」

「……前にも言いましたが、わたしも魔王軍と戦うため、強くなりたいのです」

「うー、わかりました」

　レムも試験を受けることになった。

　シェラが右手を挙げる。

「じゃあ、あたしも受けるー。一人だけ待ってるなんて暇っぽいし」

　レムがジト目で睨にらむ。

「……あなたは、弓使いでしょうに」

「召喚術士だもん！」

「はわわ……剣の弟子なんですけどぉ～!?」

　ぎゃいぎゃい言い合って、結局はシェラも受けることになった。

　もうひとつ──とレムが仕切り直す。

「……こちらのほうが、より重要なお願いです」

「な、なんですか？」

「城塞都市ファルトラに来て、共に魔王軍と戦っていただけませんか？」

「え……？」

「麓のソドマス市が剣聖のおかげで栄えているのは知っています。しかし、ファルトラ市が落ちれば、ここらも孤立してしまう」

「はい」

「……ファルトラ市の防衛には、人ひと族ぞくの存亡がかかっていると言っても過言ではありません。どうか、力を貸してください」

　シェラが手を合わせた。

「さすが、レム！　そしたら、すごく嬉うれしいね！　あたしからも、お願いだよ、ササラちゃん！」

　懇願されて、ササラが考えこむ。

「う、うん……お友達だし、なんとかしたい、と思うんですけど……義と父う様さまのことがあるから」

「ああ、そうだよね！　じゃあ、そっちが解決したらだね！」

　シェラが言って、レムも異論はなかった。
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　翌日──

　目を赤くしたササラが、大きなアクビをする。

　ディアヴロは木剣を構えていた。

「大丈夫なのか？」

「あ……す、すみません……あのあと、開祖様が残した秘伝書を読み直してたら、朝になっちゃいまして……」

「蕎そ麦ばのか？」

「あう……そ、そうじゃなくて、試練のやり方とか、レベルについて、あれこれ書いてありました。ずっと前に、読んだはずなんですけど」

「忘れていたわけだ」

「ううぅ……ごめんなさいー」

「新米剣聖めが。それで？　今日は、斬り合うのではなかったのか？」

　ササラのほうは木剣すら持っていなかった。

「あ……手加減しても死なせちゃうって、秘伝書にあってですね……私は避けるので、当てたら合格、です」

　秘伝書を残してくれたことに心の底から感謝した。

　──開祖様、ナイス！

「俺は全力で斬ってもいいのか？」

「大丈夫です。私、一日の一度目ではダメージを受けない体質みたいですから」

「!?」

「ちょっぴり頑丈なんです」

　それは〝ちょっぴり頑丈〟などという可愛らしいものではなく、立派なチートだと思うが。

「今後、なにかあったら、まず貴様を盾にしよう」

「はわわ!?」

　ディアヴロは剣に集中する。

　ササラの勘違い難易度設定と、金果のおかげで、戦士として格段にレベルアップしてしまった。

　よく寝たおかげで、昨日よりは体調がいい。腹の痛みは残っているが、悪寒と痙けい攣れんは消えていた。

　──今の自分の攻撃力は、どのくらいあるのか？

　全力で斬る。

「せえい！」

　横薙なぎの一撃。

　ササラがしゃがんで、あっさり回避された。

「あ、あの……斬る前に、斬るとこ見ちゃダメです。眼球の動きで、バレます」

「くっ」

　さらに振る。

　また避けられた。

「筋肉の動きでバレますので」

「ぐぬっ」

「もっと速く、です。斬るのに必要のない筋肉は、動かさないほうがいい……かも」

「人ひと族ぞくの身体は、そんなふうに出来ておらん！」

「あうう……なんというか……機はた織おりって見たことありますか？　ああいう、無駄のない必要なだけの動きがいいんです」

　ササラに言われ、ディアヴロは自分の両手を見つめた。

　その境地に至ったことが、ある。

　──思い、出した。

　極めたプレイヤーの操作は、常人の目では追えなくなる。工場にある機械のような無駄のない動きに。

　勝ちたかったら人間をやめろ！　そう言い放つ側に、自分は立っていた。

　剣を振るということで、馴な染じんだ生身の感覚のまま身体を動かしていたが……。

　高レベル戦士ともなれば、もう元世界での肉体とは別の存在だろう。この異世界で、魔術を使うのと同じ。

　ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリでの、通常攻撃をイメージする。

　──目標を範囲に捉え、攻撃ボタン。

　気付いたときには、もう剣を振っていた。

　空を斬る音が、違う。

「おお!?」

　自分でも驚くほどの速さだった。

「ひゃあっ!?」

　突然の変化に驚いて、ササラの回避が遅れた。尖とがった耳をかする。

　ディアヴロは笑みを浮かべた。

「当たったな？」

「い、今のは……毛ですから……なし、です」

「かまわんが、次に当てたときは、ダメージが入るんじゃないのか？」

「はわー……我慢します」

　回避に専念したササラには、そうそう当たらない。

　ディアヴロのほうも、脳に染みついた魔術に比べると、剣での攻撃はスムーズとは言えなかった。

　ちゃんと当てるまでに、三日かかった。

　その頃、何度か挑戦して、どうにかレムとシェラが合格する。

　剣聖の弟子二号、三号となった。





第五章　試練に挑んでみる




　一ヵ月後──

　もうすぐ、十二月が終わろうとしている。

　山の上ということもあり、それなりに冷えこむ。それでも、元世界の日本に比べると、四季の変化はおだやかで、防寒具が必要というほどでもなかった。

　朝食のあと。

　ディアヴロから切り出す。

「ササラ、修行は残り、どれくらいの期間が必要だと思うか？」

「え？　修行とは一生続くもの、です……」

「いや……そういう精神論のことではなく、レベル99以上への限界突破の試練を受けるためにだ」

　彼女がうつむく。

「ッ……は、はい……それは、気になりますよね」

　もう金果でおかしくなった身体は回復したし、それなりに剣の修行も重ねた。力試しをしてもいい頃だろう。

「俺は限界突破を一つの目標にしている。しかし、ファルトラ市を長く不在にしていられない。しばらく試練を受けられないというのであれば、一度は戻らねばなるまい」

「はい、わかります……ちょっと……考えさせてください」

　そう言って、黙りこんでしまった。

　ディアヴロはレムとシェラに目を向ける。

「お前たちは、どうする？」

「……わたしは、あなたがこの地に留まる間、少しでも修行あるのみです」

「試練は受けないのか？」

「……挑む前から諦めるのは、好きではありませんが……今の自分が、人ひと族ぞくの限界に達しているとは思えません」

「ふむ」

　たしかに、稽古でレムやシェラにディアヴロが負けることは、なかった。

　シェラが挙手する。

「あたし、試練やるー」

「な!?　……シェラは、わたしにも勝ててないでしょうに!?」

「だって楽しそうじゃない？」

「……剣聖の試練は、失敗すれば、命を落としかねないと聞きます」

「痛いのは、やだー」

　レムは少しでも追いつこう、と必死に修行している。それだけに、成長速度は一番だった。

　シェラは一人だけ暇をしているのは嫌だから、と参加している。いまいち熱心さに欠けるのだが……。

　ササラの見立てによると、シェラのほうが才能に恵まれているらしい。

　そういえば、こいつも天才だったな、と思い出す。

　子供の頃ですら、射手レベル40──ろくに冒険もしていないのに、今やレベル80を超えている。

　シェラ自身は召喚術士を志しているが、弓使いとして天賦の才を持ち、戦士としての適性も秘めているようだった。

　その後、ずっとササラは屋敷の奥へ引っこんでいた。
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　夕刻──

　蕎そ麦ばが並べられた。

　最初のときと違って、笊ざるに盛られている。ディアヴロが教えたとおり、木組みの笊だ。

　竹は入手できなかったから（この世界に存在するのかも不明だ）薪まきにしている木を削って割り箸のような棒を取り、重ね合わせて作った。

　蕎そ麦ばは箸で持ち上げたときは切れず、嚙かむときはアゴが疲れない。

　これぞ蕎麦だった。

　ササラは茹ゆでるときの火加減と、捏こねるときの水量を何通りも試したらしい。

　シェラが歓声をあげる。

「おーいしぃー!!」

「……個人的には、肉のほうが好みですが、これが美味しいのは間違いありません」

　レムも気に入ったようだ。

　ディアヴロは深くうなずく。

「うむ」

　山奥の名店の味──とまで言わないが、ちゃんと蕎麦だった。

　ササラが頭を下げる。

「ありがとうございます……ディアヴロのおかげで、美味しくなったと思います」

「フッ……俺は味の好みを語っただけのこと」

　努力したのは、彼女だった。

「義と父う様さまに拾ってもらったとき、このお蕎麦を食べさせてもらったんです」

「なるほど」

　思い出の味だったわけか。

　剣以外に、さほど関心を示さないササラが、蕎麦作りだけは熱心に取り組んでいた理由が、わかった気がする。

「義父様のお蕎麦は、ぷつぷつ切れて、ふにゃふにゃで、スプーンで食べたんですけど」

　あはは……とササラが苦笑した。

　ディアヴロは首を横に振る。

「子供が食べやすいよう、やわらかくしたんだろう」

「あ……」

「まぁ、たんに失敗しただけかもしれんがな」

「聞いてみれば、よかったです……私、もっと……いろんなこと……義父様と話せばよかった。剣のことばかりじゃなく」

「人とは、そういうものだ。歳を取ると、男は自分のことを語らなくなる。そして、子供は外のことに興味を持つ。親について考えるようになるのは、自分が親になってからだ」

　その頃には、もう親はいなくなっていることもある。

　ササラが目尻をぬぐった。

「寂しい……ですね……」

「自分が親になれば、少しは親の気持ちがわかる」

「ん……そういうものですか」

「真偽は、自分で確かめることだ」

　ディアヴロは老後を語れる年齢でもないし、子供を育てたこともない。

　ササラがうなずく。

「義と父う様さまのことも、父様のことも……私、知りたいです。長生きしないとですね」

「そういえば、グラハムは百歳だったか」

「はい」

　先代剣聖の話をしたことには、意味があるはず。

　考えてみると、結びつくのは今朝の話だけだった。

　しかし、それについてササラは何も言わない。

　ただ、別の話題であるかのように──




「ディアヴロ……明朝、山を登ります。剣聖の試練のために」




　うなずきを返す。

「わかった」

「い、命を落としかねない危険なものです」

「望むところだ」

「あと、魔術を使ったら失格ですので……気をつけてください」

「ほう？」

　ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリには《魔術戦士》というのがあった。魔術師でいう《殴り魔術師》のような魔術と剣の両方を伸ばした職業クラスだ。

　ただし、《殴り魔術師》が器用貧乏で不人気なのとは対照的に、《魔術戦士》は定番のひとつだった。

　序盤は戦士系で進めつつ基礎能力値パラメータを伸ばし、中盤以降は大火力を得られる。

　ササラが難しそうな顔をした。

「えっと……ま、魔術を使う戦士もいるんです……けど……ディアヴロの場合は、魔術を使うと、試練にならないので」

「それもそうだな」

　レベル99戦士のための敵を、レベル１５０魔術師が倒しても、意味がない。
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　ディアヴロは山を登る。

　屋敷がある辺りまでは森のようになっていたが、山頂が近くなると、人の背丈よりも高い立木はなくなった。

　寒冷地や高地でも立木は育つが、周囲の山より高い場所は、あまりに風が強い。

　根が伸びる前に、苗が倒されたり、葉が飛ばされたりして枯れてしまうのだった。

「うー、疲れたー」

　シェラがうめき声をあげ、レムが励ます。

「だから、屋敷で待っているよう言ったのです。今からでも帰りなさい」

「一人で待ってるなんて嫌だし、一人で帰るなんてもっと嫌だよ」

　ササラも声をかける。

「が、がんばってください……もうすぐです」

　──やれやれ。

　ディアヴロは振り向いた。

「ぞろぞろと、ついてきおって。試練というのは一人で挑む決まりではなかったか？」

「ッ……わ、私は、監視です。ディアヴロが魔術を使わないか」

「監視はかまわんがな」

　レムが答える。

「……見稽古です」

「応援だよ。ディアヴロ、がんばって♥」

　シェラが手を振った。




　──人ひと族ぞくの限界を超える試練が、こんな運動会みたいなノリでいいのだろうか？




　平らな場所に出る。

　砂と岩ばかりの不毛な場所だった。

　岩陰の向こう側から、地響きが近づいてくる。

　──お出ましか。

　ディアヴロは腰に提げた長剣《セラフィックソード》を引き抜いた。

「気を付けて！」

　レムが叫び、ササラが片手で制する。

「離れてください！　ここからは、助言してもダメです」

「……わ、わかりました」

「んんんっ」

　シェラが両手で自分の口を塞いだ。

　三人が離れる。

　ディアヴロはＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリでは魔術師だったので、戦士の試練はクリアしていない。

　しかし、攻略サイトで内容は把握していた。

　魔獣《グレートマスター》に単身で打ち勝たなければいけない。

　ササラは内容を語らなかったが、実は予想がついていたのだった。

　岩陰から、ヌッと巨体が姿を現す。

「オオオオオオオッ!!」

　骸骨の頭に、骨ばかりの身体。肋ろつ骨こつの奥に、緋ひ色いろの水晶が輝いている。姿形だけなら、スケルトンという雑魚モンスターに近かったが、あまりに巨大だった。

　そして、手には石の大剣を持っている。

　ディアヴロは敵へ左手を突き出して──

「おっと……」

　自然な流れで、魔術を使いそうになった。

　巨大で接近戦しかできないモンスターなど、いい標ま的とだ。

　ディアヴロは構え直す。

　石の大剣は、こちらの《セラフィックソード》よりも、遥はるかに間合いが長い。

　遠くから、突撃すべきか？

　よく使われる手だが、趣味ではなかった。

　突撃系は使っている側が思っているほど速くない。

《魔銃使いマギガンナー》の弾丸くらい速度があるなら別だが……突撃された側は、意外なほど冷静に対処できる。

　どんな技でも、闇雲に使うのは下策だった。

　じわじわと間合いを詰める。

　楽しい、と感じた。

　魔術師とは戦い方が真逆になる。

　いつもは離れる工夫を重ねるのに、今は自分から接近していくのだから。

「フッ……フフフ……」

　自然と笑い声がこぼれた。

　グレートマスターが石の大剣を振る。

「ジェアアア！」

　──これを避ける。

　巨体の割に、とんでもなく速い。

　しかし、ササラの攻撃に比べたら、それほどでもなかった。

　左足から右足に体重を移す。

　残した左足を引いた。

　身体の軸は背筋から動かさず、構えは崩さない。

　昔は、バッタのように、ピョンピョン跳んで避けていた。魔術で反撃するなら、それでもよかったが……。

　両足が大地を摑つかんでいなければ、生きた剣にならない。

　ディアヴロは使う。

「《ソードスマイトⅢ》ッ!!」

　突撃系の武技だった。

　あえて相手の間合いに入り、攻撃を避け、隙を見つけてから──

　このタイミングで使ってこそ、意味がある。

　グレートマスターは硬直中だった。

《ソードスマイトⅢ》は一気に間合いを詰めてから、斬りつけるまでが一連の武技だ。

　接近したあとの攻撃は、キャンセルして別の行動に変えることができる。そうしないのは、初心者だと思っていた。

　しかし、攻略掲示板の一部で語られていた〝ソードスマイトにキャンセルとかエアプ〟の意味を知る。

　エアプというのは、実際にはゲームをプレーしていないのに、動画や攻略サイトを見ただけで、熟練者のように語ることだ。

　ディアヴロは攻撃をキャンセルしなかった。

　必要がない。

　グレートマスターは硬直中で、こちらの攻撃は命中する。

　当たれば、連続攻撃に持ちこむことが可能だった。

「ハァァァァッ!!」

《ヒートソニック》──レベル80で覚えられる武技だ。刃を赤熱させ、一瞬で八回も斬る大技だった。

　グレートマスターの右腕を砕く。石の大剣ごと、地面に転がる。

「オオオオオオオオオッ!!」

　地鳴りのような絶叫をあげた。

　ディアヴロは追い打ちをかける。

「もう一度だ！」

　さらに、《ヒートソニック》を叩たたきこんだ。

　肋ろつ骨こつを両断し、その奥にある緋ひ色いろの水晶を砕いた。いかにも急所。

　グレートマスターが断末魔の声をあげる。

　──やったか！

　いや、まだ!?

　倒した魔獣は、光の粒子に変わるはず。

　グレートマスターの砕けた水晶が、散り散りになる。それらが地面に落ちると、地面が盛り上がった。

「むっ!?」

　岩を砕き、新たなグレートマスターが現れる。

　しかも、破片の数と同じ。

　六体に増えた。

　ディアヴロは唇の端を歪ゆがめる。

「ククク……そうでなくては……俺は、戦士としても人ひと族ぞくの限界を超えるのだからな！」

　グレートマスターの一体に、また武技を叩たたきこむ。

「グガアアアアアアアッ!!」

　そいつの胴体を背中側から貫き、別の石の大剣が突き出されてきた。

　──仲間を刺して!?

　武技の硬直を突かれ、直撃を受けた。

「ぐがっ!?」

　吹っ飛んで、地面を転がる。

　ディアヴロの脇腹が大きく開いて、血が噴き出していた。

　一瞬、意識が飛んだ。

　大ダメージを受けたと思った瞬間には、ポーションを使う癖がついていた。

　ゲームでの習慣が、この異世界でもディアヴロを救う。

　無意識のうちに《ＨＰ生命力回復ポーション》を消費していた。

「くっ！」

　起き上がり、即座に飛び退く。

　また別のグレートマスターの攻撃が襲ってきた。

「ジェアアア！」

　呼吸を整える暇もない。

　そういえば、ディアヴロは一対一の稽古ばかりしてきた。一対多なんて……。

　──いや、稽古など、必要ない！

　魔術師の頃に、何度も何度も経験している。

　ディアヴロはいつも一対多だった。

　こちらの動きで、モンスターの位置を誘導する。瞬間的には一対一になるように。

　奥にいる敵からの攻撃は、手前の敵の陰へと入って防ぐ。

　変わらない。

　──武器を剣に変えようと、俺の経験は通用する。

「ハッ！　我は魔王ディアヴロ！　たかがレベル99のモンスターごときが群れたところで、敵ではないッ!!」

　ディアヴロは六体のグレートマスターを屠ほふった。
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　ササラは胸が熱くなるのを感じる。

　ディアヴロのことは、自分が育てたとは言いがたい。勝手に育ったという印象だ。

　それでも、目をかけていた者の成長を実感できたことに、喜びがあった。

　同時に、緊張感が増す。

　拳を握りしめた。

「…………」

「やったあ！」

　シェラが飛び上がる。

　レムが静かにうなずいた。

「……さすがです」

「ササラちゃん、ディアヴロは合格だよね!?」

「……当然では？　あの戦いを見れば、ディアヴロが戦士としても人ひと族ぞくの限界を超えたことに、異論はないはず」

　お祝いムードの二人とは対象的に、ササラは真剣な表情をしていた。

「そ、そのことは、後ほど……レムとシェラはここにいてください。絶対に出てこないように」

　岩陰に留まるよう、指示した。

　シェラが首をかしげる。

　レムは先に気付いた。

「まさか!?」

「わ、私は……決着をつけなければいけません」

　ササラは岩陰から飛び出す。

「ディアヴロ！　下がっていてください！」

　叫んだ。

　彼が応じる。

「戦えるのだろうな？」

　どうやら、察していたらしい。

　ササラはうなずいた。

「も、もちろんです」

　アレは強い冒険者がいると、襲ってくる。高レベルなモンスターを倒すと、その実力を認めて、どこからともなく現れるという。

　ディアヴロの倒したグレートマスター六体が、光の粒子となって消える。




　毛むくじゃらの大猿が立っていた。




　──邪猿。

　先代剣聖グラハム。

　ササラの義父。命を助けてくれ、剣を教えてくれ、育ててくれた恩人。

　手には、三日月の紋章が彫られた刀が一本。

「オオオオオ……」

「わ、私が相手をします……義と父う様さま。そう決めました」

　ディアヴロに言われ、改めて考えた。

　義父の真意はわからない。

　しかし、鬼と化してまで望んだことは、自分との対決ではないか？　とササラは思う。

　憎しみや嫉妬にかられたのではなく、剣を極めるため自我すら捨ててしまったとすれば、とても義父らしい。

　ササラは剣を構えた。

　これだけでは、邪猿は反応してくれない。

「義父様……貴方を、討ち取ります」

　殺気を放つ。

「オ、オオオオ……」

　彼が刀を構えた。自分と、まったく同じ型だ。

　間合いは二十歩ほど。

　ディアヴロが後ろへと下がった。ササラの気持ちを察して、この戦いを任せてくれる。

　──私が倒さなければ！

　義父様の想いに、応えるために！

　ササラは武技を使う。

「やあッ!!」

　剣を振った。

　間合い二十歩を無視して、斬撃が相手に届く。

　──武技《無む極き》

　手の内はわかっているから、当たってくれるわけもない。

　避けられた。

　返しの攻撃が来る。

《崩ほう》

　遠間から、足場の岩が砕かれた。

　ササラは横に跳ぶが、その間に、義父が二十歩ぶんを一息で詰めてくる。

《瞬しゆん突とつ》

　至近で睨にらみ合う。

「義と父う様さま！」

「グオオオオオオオオオッ！」

　斬りつけてくる。

　その容姿に昔せき日じつの面おも影かげはなかった。毛むくじゃらの大猿だ。邪猿だった。

　刀での斬撃が、ササラに届く直前──

　相手が跳び退いた。

　ほぼ同時に、こちらの斬撃が発生する。

《置き石》という。

　空間を斬っておき、一瞬遅れて攻撃が発生する武技だった。

　義父の攻め気を利用して、自分自身を餌にしたが、寸前で気け取どられたらしい。

「冷静ですね……」

　ササラは義父と過ごした日々を思い出し、泣きそうになった。

　少しでも長く剣を交えていたいという想いと、変わり果てた義父を見たくないという気持ちと。

　自分は冷静ではいられない──と自覚する。

　長引けば、隙が生まれるだろう。

　ササラから仕掛ける。

「やああッ!!」

「オウ！」

　斬撃を刀ではじかれた。

　力強い。

　膂りよ力りよくは間違いなく義父が人であった頃より、強くなっていた。

　速い。

　斬撃の速度が上がっている。

　精度も高い。

　技の切れが増していた。




　それでも、ササラのほうが、力強く、速く、上手い。




　二十の斬り合いで、相手を追い詰めた。三日月の刀を下から叩たたき、撥はね上げる。

「せえいッ!!」

「ガッ!?」

　相手の脇が開いた。

　胴を薙ないだら、終わる。邪猿を討ち取って、この戦いを終わらせる。

「ッ……義と父う様さま……!!」

　手が震えた。

　息が詰まる。

　涙が溢あふれた。




　ササラは斬れなかった。
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　ディアヴロは彼女の名を叫ぶ。

　レベル２００の戦いとは、かくも壮絶なのか──と驚きよう愕がくしていた。

　対処方法のわからぬ、反則のような武技の応酬だ。

　以前、ササラは〝貴方は冒険者としては、私なんかより強いんじゃないか〟と言っていたが、本気で戦ったらどうなったか？

　少なくとも、戦士系をレベルアップさせる前のディアヴロだったら、最初の距離無視の武技で斬られていただろう。

　邪猿も、さすがは先代剣聖グラハムが鬼化しただけのことはある。間違いなく強敵だった。

　それでも、ササラのほうが優位だ。

　斬り合いを制し、敵の体勢を崩しきる。最後の一撃で仕留めるかに思えた。

　その瞬間──

　彼女は剣聖ではなく、義父を慕う娘へと戻ってしまった。

「ササラァァァァッ!!」

　ディアヴロの叫び声は届かず。

　その隙を邪猿が逃すはずもなかった。

　躊ちゆう躇ちよなく刀を叩たたきつける。

「ッ！」

　ササラが地面に倒れ伏した。

　赤色の鮮血が、岩場に広がる。

　袈け裟さ懸がけの一撃だ。おそらくは、心臓にまで達し、即死に至るような。

　ディアヴロは手が震えた。

　ポーチから魔ま杖じよう《トネールアンペラール》を取り出す。同時に、能力増加のポーションも。

　敵は戦士レベル２００──

　全力を尽くすだけでは、まだ足りない。

「《フレアバースト》ッ!!」

　前回、これを避けられた。

　しかし、避けたということは、耐えることはできないはず。

　予想どおり、邪猿が爆煙の広がる前に、飛び退く。

　わずかに時間を稼いで、ディアヴロは《トネールアンペラール》を変形させた。紫電をまとった魔剣《リベレ》へと。

　これによって、攻撃が多重化される。ただし、ＭＰ精神力消費も跳ね上がった。

「《ライトニングアロー》ッ!!」

　天をおおいつくすほどの光の矢が、四方八方から邪猿に向かう。

　回避はできまい。

「シッ!!」

　驚いたことに、迫る《ライトニングアロー》を邪猿が斬り払った。まるで斬撃によるバリアーだ。

　あの程度の威力の魔術では、通用しないということか。

「それなら、《ライトニングバレット》ッ!!」

　次は光の弾丸だ。

　威力は桁違い。

　本来は単発の攻撃だが、《リベレ》により多弾と化していた。

　避けられてしまう。

「くっ……」

　速すぎる。

　やや遠くからとはいえ、領主ガルフォードを仕留めた魔術ですら、まったく通用しないとは。

「オオオオオッ!!」

　邪猿が刀を振り下ろした。

　ディアヴロは横へ。

　斬撃が空間を両断した。距離を無視する武技か。

　先の戦いでササラが使うのを見ていなかったら、仕留められていた。

　──必要なのは、高威力で、避けるのが不可能な、範囲攻撃か！

「《クロスブリザード》ッ!!」

　無数の竜巻が発生した。

　触れたもの全てを凍りつかせ、暴風によって砕き散らす。

　邪猿が地面を蹴った。

　一気に間合いを詰めてくる。

　術者を殺せば、魔術は消滅するからだ。

「オオオオオッ!!」

　元剣聖の斬撃が、降ってくる。

　ディアヴロは魔剣《リベレ》で、受け止めた。

「がッ!!」

　骨が軋きしむ。

　吹っ飛ばされそうになった。

　しかし、耐える。

　足で地面を踏みしめ、全身の力を剣に乗せ、押し返した。

　圧力に負けたら体勢を崩される。そうなったら、次の攻撃に対処できない。

「ゴオオオオオッ!!」

　先ほどのササラとの戦いと流れは同じ。手を伸ばせば届きそうな距離で、足を止めて無数の斬撃を叩たたきつけ合う。

　違うのは──ディアヴロの技量は、まだ邪猿と斬り合うほどではない、ということだった。

　防戦一方。

　しかも、防ぎきることすら、難しい。

　ディアヴロは唇の端を歪ゆがめた。

「フッ……猿めが……何か忘れていないか？」

「ゴフウッ!?」

「《ダークプレス》ッ!!」

　至近からの魔術。

　しかも、直撃は必要なく、小さいながらも範囲攻撃だった。

　相手の重さを数倍にし、動きを封じこめる。

　邪猿ほどのレベルであれば、限定的な効果だろうが……確実に、斬撃は鈍った。

　そのうえで、相手の刀を魔剣で受けつつ、左手を突き出す。

「凍りつけ！　《アブソリュートゼロ》ッ!!」

　ところが、突き出したディアヴロの左手が、飛ばされた。

　鮮血が舞う。

「なッ!?」

「グフオッ」

　──ここまでが全て誘いだったのか!?

　邪猿の左手には、短刀が握られていた。

　どこに持っていたのか？

　ディアヴロは容姿から、装備を見抜いて、戦い方のバリエーションを推察できる。

　相手の装備は、日本刀一本だけだったはずなのに……。

「ディアヴロー!?」

　岩陰から見ていたのだろう、シェラが悲鳴のような叫び声をあげた。

　彼女たちの前で、無様な姿など晒さらせるものではない。

　歯を食いしばった。




　──左腕一本くらいで、勝ったつもりかッ!!




　ディアヴロは頭突きを食らわせる。

　邪猿が避けようとしたが、その左肩に当たった。

「ウッ!?」

「発生条件は、接触だ！」

　手で触れなければいけないという決まりはなかった。

《アブソリュートゼロ》が発動する。

　邪猿が左肩から凍りはじめた。

　そのままなら全身が、氷の彫像と化しただろうに──そこまで簡単ではなかった。

　瞬時の判断で、彼は刀を自らの身体へと振るう。

　鮮血が地面にこぼれた。

　血だまりに、ぼとりと邪猿の左腕が落ちる。凍りついた。

　手が砕け、短刀がこぼれる。

　地面に転がった邪猿の短刀は、まるで溶けるように消えてしまった。ただし、ディアヴロを斬った血と、邪猿自身の血により、そこに存在していることはわかる。

　──不可視になる短刀なのか!?

　レベル２００が未知なのは、技だけでなく、武器もだった。

　双方が左腕を失った。

　しかし、互角とは言いがたい。

　ディアヴロは各種ポーションが使えなくなった。まさか右手に持つ武器を手放すわけにはいかない。

　ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリには、欠損という処理がなく、どうダメージを受けようと、アイテム使用不能にはならなかったが。

　この異世界では、違う。

　ディアヴロの肉体は、レベル２００戦士ほど頑丈ではなかった。出血したままの長期戦は不利だ。

　──次で、勝負を決めるしかない！

　しかし、邪猿の視し線せんは、ディアヴロとは違う者を睨にらんでいた。

「グルルル……」

「なっ!?　貴様、どこへ!?」




　邪猿が地面を蹴りつけ、あらぬ方向へ走りだす。




　岩陰から見ている二人の少女──レムとシェラのところへ。

　何に反応したのか？　邪猿の標的が、目の前のディアヴロから、シェラへと移っていた。先ほど、彼女が叫び声をあげたときに？

　ディアヴロの心臓が跳ねた。

「行かせるか！　《ライトニングメテオ》ッ!!」

　無数の雷撃が、邪猿へと落ちていく。

　敵は刀で地面をえぐった。

　岩が砕け、砂さ塵じんが舞う。

《ライトニングメテオ》の雷が邪猿に当たる直前、その巻き上げられた破片や砂粒に命中し、そのまま地面へ流れてしまった。

　──地面を斬って、避雷針にしただと!?

　足止めにしかならなかった。

　ディアヴロが次の手を打つよりも早く、邪猿が少女たちのいる場所へ到達してしまう。

「オオオオオッ!!」

「ひっ!?」

　シェラは弓使いとしては天才だが、危険が迫ると弱い。恐怖で身がすくんで、動けなくなった。

　レムが召喚獣で迎え撃つ。

「《アスラウ》ッ!!」

　一刀のもとに斬り捨てられ、黒色のクリスタルへと変わってしまった。

　いくら装備で強化していても、レベル40の召喚獣では、盾にもならない。

　邪猿がシェラに向かって、刀を叩たたきつける。

　ディアヴロは渾こん身しんの魔術を放とうと──

「なっ!?」

　邪猿の刀を、受け止める者がいた。

　シェラの前に割って入り、手にした剣で。




　ササラだった。




　額から血が流れている。

「と、義と父う様さま……やめてください……シェラは……私の弟子で……お、お友達……なんです」

　シェラがササラの名を叫ぶ。

　レムが驚きよう愕がくに目を見開いていた。

「生きていたのですか、ササラ!?」

「わ、私……一日の一度目は、ダメージを受けない体質みたいですから」

「でも、血が……」

「斬られたのは、大丈夫だったんですけど……勢いよく、足下の岩に叩きつけられたもので、頭をぶつけちゃって」

　それで派手に出血し、しばらく意識を失っていたようだ。

　ディアヴロは大声を出す。

「今一度、問うぞ、ササラよ！　戦えるのだろうな!?」

「は、はい。戦います」

「斬れるのか!?」

「ッ……それが……義父様の、望みなら！」

　受け止めていた刀を、押し返す。

　邪猿が下がった。

　ササラが真上に剣を掲げる。

　その剣が、光を帯びた。

　無防備に見えるが、邪猿は迂う闊かつには攻撃しない。知っているが故に、手を出さないということか。

　ササラが唇を開く。

　静かだが、決意に満ちた声だった。

「義と父う様さま……義父様から、最後に教えていただいた技です。どうか、見届けてください」

「グルルル……オオオオオオオオオッ!!」

　邪猿が絶叫し、刀を振り上げる。

　ササラも応じた。

「てぃやああああああああああああああああああッ!!」

　渾こん身しんの咆ほう吼こう。

　剣に宿っていた光が、ササラの身体を包みこみ、やがて全てが光の奔流へと変わる。

《転移》に似ている──とディアヴロは思った。自身が光となって、一瞬にして別の街まで移動する魔術だ。この世界で、あれより速い移動は存在しないだろう。

　一瞬だった。

　いや、時間の経過があったのだろうか。

　光になったと同時に、もう終わっていた。

　気付いたときには、もうササラが邪猿の背後に立っていた。剣は振り下ろされている。

　そして、邪猿のほうも、刀を振り切っていた。

「カッ……」

　背中を向け合った二人のうち──

　ササラが倒れこむ。

　負けたのか!?

　ディアヴロは駆け寄った。

「おい!?」

　抱え起こす。

　ササラは、ぽろぽろと涙を流し、泣いていた。

「や、やりました、私……」

「なんだと？」

　ディアヴロは邪猿に目を移す。

　刀を下ろし、こちらを振り返った。

　その身体には、左肩から右脇腹へと、深く斬られた跡が入っている。

　血が噴き出した。

　はらはら、と猿の毛が落ちる。

　毛むくじゃらの大猿だった姿が、元の人へと。

「……見事だ」

　邪猿だった者──先代剣聖グラハムが、地面に倒れこんだ。

　ササラが駆け寄る。

「ッ!?　と、義と父う様さま!?」

「ふ、ふふ……鬼となって、なお……届かなかったか……」

「義父様！　わ、私は……私は……」

　ぼろぼろと泣きながら、ササラがグラハムにすがりつく。肩をふるわせて、嗚お咽えつをこぼした。

「……お、お前の剣は……開祖の求めた境地へ至った……師として、こんな幸せは……ない」

「そ、そんな……私なんて、まだ！」

「しかし……焦がれてしまった……極めし剣豪との勝負を。た、たとえ……外道へ堕ちようとも……」

　やはり、彼はササラとの戦いのために。

　親でもなく、師匠でもなく、一人の戦士として一合の勝負を求めたのだった。

　ゴホッとグラハムが咳せきこみ、血を吐く。

「義父様！」

「……泣くな……儂わしは……満足だ。本気のお前と……た、戦えた……生涯一番の、勝負を……グッ……惜しむらくは、この身の非才だけ」

「私は、義父様に教えていただいたとおりに、しただけで……」

「儂の教え、なぞ……」

　ディアヴロは傍らに立つ。

「〝剣聖の業は、人を育てる為にある〟──と俺は聞いた。ならば誇るがいい、先代よ。貴様の育てた娘こそ、最強の戦士だ」

　もうグラハムは動くこともできないようだった。

　ただ目だけが、こちらを向く。

「……強き、冒険者よ」

「貴様の弟子の弟子だがな」

　彼の声が小さくなる。

「……め……を……娘を……頼む」

「任せておくがいい」

　グラハムが震える手で、刀を少女に預けた。

「サ……サ……ラ」

「義父様！」

「……」

　最後の言葉は、音にならない。

　しかし、その表情は、娘を見る父親のものだった。

　先代剣聖は息を引き取る。

　閉じた目を二度と開くことはなかった。

　ササラが彼の胸につっぷす。




「あああああああぁぁぁぁ、義と父う様さまぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁー!!」




　ディアヴロは見ていることしかできなかった。

　慰めの言葉など、ない。

　グラハムが望んでいると思ったからこそ、二人にとって意味があると考え、決着をササラに委ねた。

　しかし、それは本当に間違っていなかったのか。

　少女は自らの手で敬愛する義父を殺した。

　──正しかったのか？

　自分は一生、この問いを抱えていくのだろう。





幕間




　ファルトラ市──

　おやつの時間。

　クルムは《ピーター》でビスケットを食べていた。

「うまうま……やっぱり、ピーターのビスケットは美味いのだ！　ピーターといえばビスケットなのだ！」

「はは……ここ、パン屋なんだけど」

　人手が足りなくて接客に出ていたピーター３号（末弟）が、苦笑いした。

　彼はグラスウォーカーのパン職人で、赤いエプロンをかけている。長いウサミミと大きい尻尾がトレードマークだ。

「マオーはビスケットが好きなのだ」

「まぁ、ありがたいんだけど……たまには、パンも食べてほしいんだよね」

　そう語ったピーターの後ろに、エデルガルトが立つ。

「魔王様～……に逆らう？　逆らう？　処す？」

　殺気。

　ピーター３号のウサミミが、ぞわぞわと震えた。

「あわわ……ビ、ビスケット屋さん《ピーター》へようこそ！　ビスケット、さーいこーう！」

　クルムが腹を抱えて笑う。

「ひゃひゃひゃ……魔族カフェではなかったのか!?」

「わかってんなら、せめて飲み物も注文してね、魔王様!?」

「水」

「ええー」

　ピーターのウサミミが垂れる。

　エデルガルトが手にした丸いトレイを槍やりでも持っているかのように、ピーターの鼻先へ向けた。突かれたら、そんなはずはないのに、トレイが刺さりそう。

「魔王様～、は……水を所望。持ってくる？　持ってくる！」

「僕が？　君は従業員で、僕は店長なん……ア、ハイ！　水、いっちょーう。少々、お待ちを！」

　ピーターがカウンターに走って行った。

　すぐに水を持って戻ってくる。

「はいよ、魔王様」

　ダンッ！　とクルムがテーブルを両手で叩たたいた。

　ビスケットの破片を飛ばし、怒鳴る。

「動いたのだ！」

「ひぇ!?　ビ、ビスケットが……？」

「モディナラームだ！」

「は？」

　ピーターには理解ができなかった。

　しかし、ディアヴロにより、事前に話が通してある。

　客だったはずの男が一人、慌てて駆け寄ってきた。クルムの傍らで膝をつく。

「そのお話、詳しくお聞かせいただけますか!?」

「キサマは？」

「領主ガルフォード様の配下です」

　ふとピーターが周りを見れば、冒険者の男たちや、魔術師の男たちや、神官の男たちが、真剣な顔をしてクルムに視し線せんを向けている。

　──え？　なに？　この人たち、全員がクルムちゃんの関係者？　どうりで午ご後ご四よんなのに混んでるわけだよ！

　領主ガルフォード、冒険者協会会長ギルドマスターシルヴィ、魔術師協会長セレスティーヌ、大だい主しゆ神しん官かんルマキーナから、クルムは監視対象とされていた。

　各組織が複数の配下を派遣した結果、このような有様になっている。

　クルムは腕組みした。

「ふんっ……まぁ、ぞろぞろ付いてくるキサマらは気に入らないが……主あるじの命令だから、教えてやるのだ」

　西を指さす。

「モディナラームが動いた。こちらへ向かっている」

「ッ!!　い、いつ頃、この街へ!?」

「わからん！　が、今のままなら……九日後だな。遅いから、たぶん他の魔族たちと一緒なのだ」

「ありがとうございます！」

　一般人の格好をした男が、直立して敬礼した。大急ぎで店を出て行く。

　他の者たちも一緒だ。

「ついに来たか！」「はじまるぞ！」「戦争だ！」

　戦争だ！

　戦争だ！

　戦争だ！

　そんな言葉が漏れ聞こえた。

　クルムが椅子に座り直す。

「ふんっ……やっと静かになったのだ。まぁ、今だけだろうが」

「魔王様～、モディナラーム……が？」

「キサマはどうするのだ、エデルガルト。このマオーよりも、モディナラームのほうが、希望に近いマオーではないのか？　ヤツは人ひと族ぞくと戦う気だぞ」

「ん……エデルガルトは～、クレブスクルム様に忠誠を？　忠誠した！　もう、ない。変えるは、ない」

「そうか」

「この《ピーター》が～、なくなると～？　困る？　仕事、なくなる。魔王様のビスケットが、買えない？　困る！」

「うむ……わかっているではないか。ビスケットをやろう」

　クルムが差し出し、それをエデルガルトが咥くわえた。

「はむ」

　ぽりぽり食べて、小さな指先まで舐なめる。うっとりした表情を浮かべた。

　ハッ！　とピーター３号が目を見開く。

「あいつら、食い逃げだー!?」
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エピローグ




　──魔王軍侵攻。

　その報は、ファルトラ市だけでなく、周辺の街にもいち早く届けられた。

　リフェリア王国の内側より、魔王領側のほうが緊急時への対応が準備されている。

　広場では四色の狼煙のろしが焚たかれ、近くの人ひと族ぞくに周知された。

　剣聖の庵いおりにも。




　邪猿との激闘を終えたディアヴロたちは、屋敷へと戻ってきていた。

　ササラは奥の私室にいる。

　最後に使った武技《曙しよ光こう》は消耗が激しいらしく、そのうえ心的な負荷が重なったのか、発熱して寝込んでいた。

　シェラが介抱している。

　ディアヴロは囲い炉ろ裏りの前に座り、善後策を考えていた。

　そこへ、庭に出ていたレムが駆けこんでくる。

「魔王軍が！」

「なに!?」

「……四色の狼煙のろしは、侵攻を報せるものです。いつなのかは、わかりませんが」

　ファルトラから、ここソドマスまで早馬で五日くらい。

「もう始まっているかもしれんな」

「……あるいは……もう終わっている可能性も」

　ディアヴロは首を横に振る。

　クルムは事前に大魔王の動向を摑つかめると言っていた。それに、ガルフォードや冒険者たちもいる。そう簡単に負けるものか。

「急ぐぞ」

　それだけを口にした。

　レムがうなずく。

「シェラに伝えてきます。あの……ササラは？」

「戦えない者は、連れていかない」

「……そうですね」

　そのとき、奥へ続く襖ふすまが開かれた。

　寝間着姿のササラが姿を見せる。その後ろには、心配そうな顔をしたシェラが付き添っていた。

「ディ……ディアヴロ……わ、私を置いていく気ですか？」

「ササラちゃん、無茶しちゃダメだよ！」

「シェラ、心配してくれて……ありがとう。でも、がんばれます」

　剣聖の手には──

　三日月の紋章が彫られた刀があった。

　ディアヴロは問う。

「戦えるのか？」

「……ひ、人ひと族ぞくの存亡がかかってる、と聞きました。魔王軍は強い、とも」

「うむ」

「弟子たちが……友達が、そのような戦いに赴くのに、寝てなどいられません」

「よし、戦いくさの支し度たくをしろ！　すぐ発たつぞ！」





　リフェリア暦一六四年十二月二四日──

　大魔王モディナラームが率いる《親征大魔王軍》は、人ひと族ぞくの領地へ侵攻。

　城塞都市ファルトラに、その異容を現したのだった。





あとがき




『異世界魔王と召喚少女の奴隷魔術８』を読んでいただき、ありがとうございました。

　長らくお待たせしてしまってすみません、著者のむらさきゆきやです。




　この巻では、ひさしぶりにクルムやエデルガルトが大活躍でした。次の巻では、もっと大活躍の予定なので、お楽しみにです。

　そして、設定だけはだいぶ昔からあった剣聖が、とうとう登場しました。彼女は来訪者ではないものの、超常の能力を与えられた存在だったりします。

　次巻では、ロゼと前衛を組むことになりそうですが……さて相性はどうでしょうか？

　レベルアップしたディアヴロの活躍ともども、ご期待くださいませ。

　今回も短編が入るような頁数の余裕はなく、これはもう短編集しかないかも……という気がしてきました。がんばります。




　次９巻は、大魔王編のクライマックスとなります！　刊行は年内に！（予定）




　宣伝です──ますます絶好調な、福ふく田だ直なお叶と先生によるコミカライズ。その第５巻が本書と同月９日頃に刊行です。連載はＷＥＢ漫画ニコニコ静画『水曜日のシリウス』にて。

　イラストレーター溝みぞ口ぐちケージ先生が企画もしている『14歳とイラストレーター』（ＭＦ文庫Ｊ）が刊行中です。人気イラストレーターと14歳ヒロインのお仕事コメディです。

　長編戦記『覇は剣けんの皇こう姫きアルティーナ』、戦略ゲームのノベライズ『千年戦争アイギス　白の帝国編』（ファミ通文庫）が刊行中です。本作ともども、よろしくお願いします。




　謝辞──

　鶴つる崎さき貴たか大ひろ先生、打ち上げで盛りあがったとおりに書いたらクルムのシーンが、大変なことになっちゃった気がしますね！　素晴らしいイラストをありがとうございます！

　デザイナーのアフターグロウ大おお石いし様、今回もありがとうございます。

　担当編集の庄しよう司じ様、先日のお誕生日イベントは大盛況でしたね。改めて、おめでとうございます！

　講談社ラノベ文庫編集部の皆様と、関係者の方々。応援してくれている家族と友人たち。

　そして、読んでくださった読者様に最高レベルの感謝を！　ありがとうございました！





むらさきゆきや　　　　　
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本作品は、二〇一七年八月、小社より講談社ラノベ文庫として刊行されたものを電子書籍化したものです。





◎本電子書籍内の外部リンクに関して





ご利用の端末によっては、リンク機能が制限され正しく動作しない場合があります。また、リンク先のｗｅｂサイト、メールアドレス、電話番号は、事前のご連絡なく削除あるいは変更されることもございます。ご了承ください。







異い世せ界かい魔ま王おうと召しよう喚かん少しよう女じよの奴ど隷れい魔ま術じゆつ８
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